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郷土の歴史と文化は、未来をよりよく生きるための糧であり、埋蔵文化財

の保護と活用はそれを継承する現代人の責務であります。

さて、一般国道 7号琴丘龍代道路は、高速交通時代を迎えた本県北部の沿

岸と内陸を結ぶ基幹道路として計画された自動車専用道路でありますが、

計酒路線上には多数の遺跡のあることがわかりました。このため、秋田県教

育委員会は、工事に先立ち、昭和61年度からそれらの遺跡の発掘調査を進め

て参りました。その調査成果は、昭和62年度から平成10年度にかけて 6冊の

報告書として刊行され、各年度の発掘調査報告会でも県民に速報してきた

ところであります。

そのような遺跡の一つである館の上遺跡は、八竜町鵜)r r地区に所在する

広大な遺跡で、平成 5年度 e 6年度 10年度の三笛年にわたって発掘調査を

実施いたしました。調査の結果、縄文時代では、フラスコ状土坑や陥し穴が

見っかり、貯蔵と狩猟の場であることが分かりました。弥生時代には、遠賀

川系土器を伴う土器埋設遺構や土坑が作られ、集団墓地であることが判明

しました。また、平安持代の集落の様子も知ることができました。

本書は、これまでの館の上遺跡の発掘調査成果をまとめたものでありま

す。本書が学術の振興はもとより郷土愛を育む資料として利用いただけれ

ば幸いです。

最後に、本調査の実施から報告書刊行に至るまで御協力をいただきまし

た建設省東北建設局能代工事事務所、八竜町教育委員会並びに関係各位に

対し厚くお礼申し上げます。

平成12年 3月

秋田県教育委員会

小野
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1 

l節

7 した

とし、二ツ井町駒形を結ぶ延長33.81叩の自

に代わる輪送幹線道路の機能を拡充する自的で、

能代』によれば、 [1，

ある。こ の

ら計画が提出さ ことに始まる。当初、

とし

7 と

称、し、

され、

向
国号

担
当
一

求
人れさ伸延でま o 

さ

をはかることの悶難な遺跡については、

をはかることとした。現在までの凡その経緯は以下のとおりである。

し、北より寒)fr .耳遺跡、十二林遺跡、石了遺跡、福

した。翌年度に寒川， . 

跡、 した。その際、 した。

を実施した。

により、削平される と橋脚部分のみの調査

によって、インターチェンジと 、そ

かった。こ

し

その に8ラOOOrdを、翌 8

打ノ

町にかけての

あったものの、琴丘能代道路の調査は順調に進み、能代市から山本

を6冊の報告書として刊行した。

2 

跡名館のよ遺跡(略記号:3 TNU) 

遺跡所在地 秋田県山本郡八竜町鵜川宇舘の上50-2外

調査期間平成 5年 4月26日"'--'11月12日、 6年 5月9日"'--'10月比目、 10年 5月19日"'--'9月16日

調査面積平成 5年度8，000rr仁平成6年度7，400m2
、平成10年度8，600m2

- 1 



第 1章はじめに

当

平成 5年度小林 克(秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財主任)

磯村 亨(秋田県埋蔵文化財センタ

山崎 和夫(能代市教育委員会派遣)
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磯村 亨(秋田県埋蔵文化財センタ

手IJ部 修(秋田果埋蔵文化財センター調査諜秋田

和田 哲郎(秋田県理蔵文化財センタ

松岡 忠恭(秋田県埋蔵文化財センタ

田北分室非常勤職員)

総務担当

S (秋田県埋蔵文化財センタ

(秋田県埋属文化財センタ

平成6年度藤肥 良清(秋田県埋蔵文化財センタ

佐藤 広文(秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

佐々

平成10年度

須田 輝樹(秋田県埋蕗文化財センタ
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荒井 (秋田県埋蔵文化財センタ一秋田北分室主査)
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跡一』 1988 (昭和]63)年
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2章遺跡の環境

1節遺跡の と立地

館のよ遺跡は、八竜町大出地区の集落の端から東側に約250111の地点で、北緯40
0

5' 10円、東径140
0

l' 10刊にある。県北部日本海側に近い台地上に位寵する。この台地は成合合地と呼ばれ、東西約2.3km、

南北は約 8kmで、日本海汀線より 3~4kmの距離にある。台地の西側は海の侵蝕によるが、東側は鵜川

によるもので、東側は櫛歯状の小間析谷が細かに入り込んでいる。

の東側で三窪)f rより北側には、北にある志戸橋野台地と、こ い範開の

1
 

1
 

1
1
a
F〆

台地がある。関東地方の段丘に対比させれば、志戸橋野台地は一部海成段丘の下末吉面と陸成の武蔵野

面の複合相当面である。金光寺野台地と成合台地は、武蔵野相当面である。成合台地の縁辺には、リング

状に囲む立川面相当面がある。

西側には、幅l.1 ~ l. 5kmの浅内低地を挟んで延長25kmfこ及ぶ能代砂丘が海岸沿いに形成され

る。浅内低地の北側には米代)I rの氾濫原で形成された沖積低地があり、南側には三種j[r .鵜j[[川と八郎

潟湖で形成された低地がある。八郎潟湖は現在、広大な八郎潟の干拓地に変身してしまった。

遺跡の位置する成合台地の南端は、低地が眺望できる適地にあり、低く平坦な台地と共に、

地する条件を兼ね備えていたものであろう。

第 2節歴史的環境

7 km間内には、能代琴丘区間のうち調査が済み報告書の刊行された12

も北に位置する寒川[I . II遺跡(2 • 1 )を皮切りに、 3~ 10.12の順序で

田谷地遺跡は、平成ア.8年に調査され平成11年に報告書が刊行された。遺跡は

ア再線宇土葬に、西と南側の低混地には殆ど認められず、台地の西縁と鵜n[

の を中心にした

の遺跡がある。

されてきた。

成合台地を

j[[流域 に関連した遺跡を中心に述べる。

( 7 )と此掛沢E らは、

!日で第 I群石器と第E群石器 "-Dブロソク)に分けている。

一次加工ある剥片、剥片が出土した。後者の各ブロックからは、

彫器、自IJ片、石核、掻器、自IJ器、錐器、剥片等が出土している。Aブ口ックで

かった。此掛沢五遺跡からは、ナイフ形石器、彫器、局部磨製石斧、台形石器、石刃、核、剥片が出

している。

縄文時代 としては、 の ( 7 ) る。長さ19.

8cm、幅5.8cm、厚さ2.5cmの大型品で、

まで及ぶ特徴がある。早期末葉から前期初頭の遺跡には寒川 I

3;1芸を検出した。前期から後期にかけては、

がある。

7軒と陥穴

ト立遺跡、(lL10) 

r、
J 
o 



第 2章遺跡の環境

一長
第 1図 遺跡の位置と周辺遺跡の分布

4 



第 2節歴史的環境

と

番号 遺跡名 所 在 地 時 1-~ 番号 遺跡名 所 夜 i也 5寺 代

1 寒)lIII 能代市浅内字寒川家上 縄・続縄・古 30 成合D " 字成合宇沢辺 古

2 寒川 I " 字寒川家上 縄 古 31 成合E 能代市浅内字成合 縄

3 十ニ林 " 字十二林 縄 吉 32 成合B " 字沢辺 縄

4 蟹子沢 " 字蟹子沢 縄 33 成合A " 字沢辺 縄

5 石了 " 字石丁 1電 34 雛沢 八竜町鵜)11字雛沢 f題

6 福田 " 字福田上野 縄 古 35 舞台沢E " 字舞台沢 縄

i7 鶴子台 l八竜町鵜}!!?t鴨子台 !日 e縄 elT7 26 舞台沢 I 11 字舞台沢 縄

8 八11I番台A " 字八Ilr番台 縄 37 萱刈沢貝塚 " 字萱刈沢 縄

" 宇八11番台 縄 1138 大曲家のよ " 字家の上 縄ぉ弥 e古

101萱メサ沢立 1I 字萱メIl?尺 縄 咋 39 苗代沢台 11 字苗代t!尺台 縄

11 萱刈沢 I !I 字萱メIJ沢 事望 40 和田部落 山本町豊岡全田宇和田 縄

12 館の上 " 字館の上 縄 古 41 放龍 八竜町鵜)11字放龍 続 縄

13 館の上館 " 宇館の上 中 4之 上大沢 " 字上大沢 5か

14 扇田谷地 " 字扇田谷地 縄 43 黒j頼 山本町外岡字根岸道下 縄

15 此{語、沢H 能代市浅内宇此掛沢 i日e縄・古 44 和国軍 " 豊岡学金田字駒l]f奇 縄

16 上の山 I " 字上の山 縄 古 45 和田立 " 字駒111奇 縄

17 上の山 E " 字上の山 古 46 和田 I " 字駒崎 縄

18 横長根B " 字横長根 縄 47 保竜亜 " 豊国字金田字保竜 古

19 ムサ台 " 字ムサ台 吉 48 保竜E " 字保竜 古

20 権水上 " 字清水上 縄 49 保竜 I " 字保竜 古

21 横長根A " 字横長根 縄 古 50 保竜館 " 字保竜 中

I 22 I寒川家下 I! 字寒川家下 縄 11 51 I館域
11 字保竜 縄

23 寒川家上B " 字寒川家上 縄 古 52 窪ノ沢 " 外岡字詰ノ沢 古

24 寒川家上C 11 宇寒川家上 縄 古 53 外岡 " 字長者屋敷 古

i 25 福田上野 " 字福田上野 古 ;:A 中III鳥 " 宇中嶋 縄

26 頭無上 I " 字頭無上 古 55 渡道 " 字渡道 縄

27 頭無上E " 字頭無上 古 56 五本松 " 字渡道 縄

28 向山 " 字向山 3か 57 逆川 " 字渡道 !日 縄

29 成合C " 宇成合 縄 58 大館南沢 能代市浅内大館南沢 吉

萱メサ沢貝塚は、円筒上層式を主体とした中期前葉の貝塚遺跡、で、フラスコ状土坑からは人骨、埋葬さ

れた犬の骨、ヤマトシジミの貝層が検出された。萱刈沢E遺跡では前期から中期の竪穴住居跡が、萱刈

沢 I遺跡では後期の捨て場が見つかっている。晩期の遺跡は、貝塚で人骨を伴う土坑墓が見つかった能

代市柏子所遺跡や土笛が出土した琴丘町高石野遺跡が有名だが、周辺では纏まった資料に欠ける。

」
ミJ



第 2章遺跡;の環境

晩期末葉から弥生時代にかけては、館の上館跡(13) [1 1 ( 2 )がある。館のよ館跡、は、

と一部重搭しながら隣接し、そこからは館の上遺跡、を特徴づけた遠賀川系土器が出土する。ここでは、

弥生時代終末に位置づけられる天王山式土器も出土している。寒川口遺跡からは捨て場が検出され、

の土器が出土した。また続縄文文化の遺跡として、寒j[III遺跡、(1 )がある。ここからは6

が検出され、その形態や配置の具合、良好な出土遺物から北方地域との交流が想定される。古墳時代の

遺跡は確認されていない

古代では周辺に明確な奈良時代の はなく、平安時代の遺跡として寒川III遺跡(1 )、十二林遺跡

( 3 )、福田遺跡(6 )、原田谷地遺跡(14)等がある。これらの遺跡からは、竪穴住居跡、掘立柱建物跡の他、

土器焼成遺構が検出され、土師器や須恵器が出土している。十二林遺跡では、板塀と考えられた痕跡が

多く見つかり、地下式の須恵器窯跡と半地下式穴窯の炭窯も見つかった。窯跡から出土した須恵器には、

郎、長頚瓶、護、大棄がある。また製鉄炉が、寒川III遺跡、蔵田谷地遺跡で確認されている。

中世、近世の遺跡として、館のよ館跡、館の上遺跡や積田谷地遺跡が上げられる。舘のよ館跡は、

台地の南端部分が 3つの空堀によって区切られ、第 I郭から第百郭まで確認できる。第五f郭は、

遺跡のA区南東端の平坦な域に当たっている。これら 3遺跡からは、珠洲系尚器の章、葉、播鉢、鉢の

他に、瓦質土器、中国産青磁、施紬陶器等の中世陶磁器が出土した。また、近世では肥前や唐津の陶磁器

が出土した。なお、第 1表中の!日 e縄@弥@続縄・古は、それぞれi白石器 e縄文ー弥生 e続縄文 e古代を表す。

ム
再

開
田
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委育，
げ
人
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町
文

竜

考

八

参

1972 (昭和47)年

『第 2 次概報査メリ沢貝塚~ 1973 (昭和48)年

『第 3 ・ 4 次概報査メリ沢貝塚~ 1974 (昭和49)年

八竜町教育委員会 『萱メリ沢貝塚一山本郡八竜町萱刈沢貝塚発掘調査報告書~ 1979 (昭和国)年

潟西層団体研究グループ 「男鹿半島北東部潟西地域における潟西層J ~地球科学』 第:37巻 2号 1983 (昭和58)年

「森岳・羽後浜田J ~土地分類基本調査~ 1984 (昭和59)年

『一般国道 7 弓主!111 T 、土邑日1ft に命 111了γ1玉包

i 文字/11 .L J!l且トj、ーズミ戸/11li必誌

跡 』 秋田県文化財調査報告書第167集 1988C昭和63)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る 五 福田遺跡・石丁遺跡・

蟹子沢遺跡イー二林遺跡 3 

『一般国道 7

跡-~ 秋田県文化財調査報告書第230集 1992 (平成4)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7

1989(平成立)年

八111番台遺

1遺跡・茸メIJ沢

E 遺跡一』 1992 (平成)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係

1994 (平成6)年

秋田県教育委員会 『扇田谷地遺跡 一般田道 7

田県文化財調査報告書第283集 1999 (平成11)年

出
t
バ
ノ

イ
玄

1

秋

6 -



第 3章発掘調査の概要

第 1 節遺跡の概観(第 2~4 図)

遺跡の調査地区は、平成 5. 6 .10年度の調査対象区域によって、各々 A区(8，000ni)、 B区(7，400rrl)、

C区(8，600rn)と区分した。

A区では、東端が中世の空堀で区切られ、その東に舘の上館の郭が形成され、そこに弥生時代の土器

棺墓や土坑墓が集中している。堀のすぐ西側は低い痩せ尾根になり、この西側にも弥生時代の土坑墓が

し、土器棺墓も少数検出した。土器棺慕は、縄文時代末葉と弥生時代初頭のもので、遠賀}f!系土器が

主体的に用いられている。土坑の中には、玉や石鍛を共伴するものがあり、痩せ尾根の両側に認められ

る。痩せ尾根の東端部には、東西に主軸をもっ時代不明の掘立柱建物跡が 1棟あり、弥生時代の遺構が

これを取り巻くよう している。

痩せ尾根の西側では、中央区域に縄文時代の土坑が集中し、北側斜面上端にはフラスコ状土坑が並ん

でいる。これらのやや西側には、 2基のTピットが検出されており、ここで縄文の遺構が途切れる。古代

では、 7軒の竪穴住居跡と 3棟の掘立柱建物跡や土坑が見つかった。竪穴住居跡は中央部に纏まりがあ

る。全域には近世を主体に、平安時代の可能性もある溝跡が配置している。

A区から連続する B区では、東側に平安時代の竪穴住居跡@掘立柱建物跡@土坑等が検出され、 A区と

の境には竪穴住居跡2軒、掘立柱建物跡、土坑が密集している。A区の中央から続く平安時代の集落は、

B区の東側が纏まりの限界である。溝跡は全域に検出され、 A区から連続するものもあり、一部は複雑

に重複している。

B区から連続する C区は、南側と(南区)と北側(北区)地区に分かれる。南包では、平安時代と考えら

れる大型の井戸跡が検出された。他に、 B区から連続する溝跡が見つかっている。北区で、は、西側にフラ

スコ状土坑が連続的に配置されている。陥穴状土坑の他に、溝跡が一部に検出された。

えァ Lrl.. r:-T〆h サ竺十一-I- r 下手:;:l)._l.. r、f一寸一"'" し て v ずでミ J戸 マ

合地I~νノささ牛工!日仏、以 rνノふソにの Q 。

A区、 B区及びC区の南区中央部を除いたC区は、全体が大きな削平を受けており、斜面を除く平坦

面の I 層が耕作土、 E 層が地山土である。耕作土は平均して20~30cmと薄く、これを除去するとすぐに

遺構が現れた。

C区南区中央部は、本来は広範に緩い窪み状を呈した地形で、この部分では盛土を厚く堆積させた平

を形成していた。そのため、 A.B地区と異なり自然堆積層を観察できる部分もあった。一方、ゴミ

貯めとして利用している部分があり、表土を含め撹乱層が 1mに及ぶ部分もあった。

I層:表土及び撹乱層一-黒褐色土(10YR3/2)…地山ブロックを多量に含む。

五倍:黒褐伊』十(lOYR3/1)…・地山粒を少量含む。粘性、締まりは普通。近世文化層。

班層:黒色土(lOYR 1. 7/1)…地山粒を僅かに含む。粘性、締まりは普通。

:黒褐色土(7.5Y R2/2)…地山粒を僅かに含む。粘性、締まりともやや強い。縄文文化題。

V層:暗褐色土(10YR3/3)ー・漸移層でN.V層が混在する。粘性、締まりとも強い。

(lOY R4/6)ー・地山土。粘性締まりとも強い。

- {一
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第 1節遺跡の概観
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第 3章発掘調査の概 要

第 2節調査の方法

発掘調査は、路線内の調査区全域に 4mX4111のメッシュをめぐらすグリッド法によった。北西-南

東方向に細長い調査区のうち、調査初年度のA区については遺構、遺物の密度が濃いため、その中央部

に基準点 A50)を設定した。基準点より産擦北に設定された基準線と、これに直交する東西の基準線

を基に両軸に 4mごとの刻みを設けた。東西方向は東から一.LS.LT.MAMB.MC...と2-st字の

アルファベットで表し、南北方向は南から...48.49-50 51・..と 2桁の算用数字で表している。各グリッ

ドの名称は、甫東部のアルファベットと数字の組み合わせで示し、測量杭を打設して名称を付した。

成6年度と平成10年度のB-C調査区については、先のMA50の基準を延長して用いた。

5年度と G年一!衰の調査は、表土層が薄く地山がすぐに現れたが、 10年寄の議!沓ではその調奇怪の

ν2に当たる南西地区での表土層が厚く、重機を使用した表土除去を行った。調査はグリッド毎の粗掘

行J~下一れ
ソ を確かめながら進め、個別 う。その際の排士は、ベ)レト

ヨミ

の名称は検出した順番に

(土坑)、 SR

7 
iず/

を用い、その性格が判明した時点で S1 

を付しである。つまり、略記号と

、SK

名称になる。ただし調査の進捗に伴い、遺構の性格が変わり略記号を変更した場合があったし、

中で遺構でないことが分かり略記号を抹消した場合もある。また、 SKP (柱穴様ピット)が幾つかまと

まって後に擁立柱建物跡になる場合は、どれかの番号を代表させである。抹消した番号は欠番にしてあ

り、番号の大きさはそのまま遺構の数量を表すものではない。

にあたっては、平面図、断面額、エレベーション図等の図面を作成し、必要な事‘項は手帳に

記録した。ただし、平面図に限っては調査の迅速化を図るために、平成 5年度には遺構の真上にカメラ

して撮影しプリントしたものを図化する、写真実測を試みた。異体的には、東西と南北の平面距

離を測定した被数の対擦を設けて垂直撮影し、その対票間の関係から遺構の縮尺を導き出す方法であ

る。直径 1m内外の土坑で、あれば 1回の撮影で、大型の遺構は複数回の撮影を行った。

は、トータルステーショシを用いて遺構の輪郭を押さえて図化する方法を採用した。こ

測点の座標値がパソコンに入力されており、それを曲線的に繋ぎ合わせた。平成10年度は、従

来の入手による実測とトータルステーションによるデータ化を併用した。断面図は、いづれの年も入手

による つにが、エレベーションを の
〉

(
J

1
L
 

I
T
吋

}
」 てパソコ、 Lf」

}

)

 
スザ

にした。遺構の作図にあたっては、 1/20の縮尺を基本としたが、 1/10の縮尺を用いた場合もある。

霞図や区域を表す場合は、適宜適当な縮尺を用いである。

35mm半Ijのモノクロとリバーサルフィルムを基本に用い、 1カットにつき適正、

アンダーでデータ写し込みの後撮影した。必要に応じて 6cmX4. 5cm判のカメラを使用し、メモ的な記

録も兼ねてネガカラーフィルムも多用している。

遺物の整理は、洗浄、注記、接合の後エボキシ樹脂による後元を行った。選別した遺物は、実測、拓本の

記録を作成して、写真撮影を行った。遺物のトレースや写真撮影は委託した。

遺跡の発掘調査は 3カ年度にわたっており、調査方法も担当者も年度によって異なる場合があり、

真実測や測点データを図化するシステム作りが課題として残った。
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3節調査の

館の上遺跡の発掘調査は、平成 5(1993)年、平成6(1994)年、平成10(1998)年の 3カ年度にわたって

おり、 A地区→B地区→C地区の)1憶に行った。以下に年度)11震の経過を抜粋する。

平成 5年度は、 4月26日からA地区の草刈り作業を開始した。 5月10日、測量、ベルトコンベアの設霞

配線など諸準備を整えて、北西側の表土除去作業を行う。縄文土器、土師器、須恵器が出土した。能代市

の永瀬福男氏が来跡し、向山崎和夫氏が研修呂的で発掘調査に参加した。

5月26日、すでに検出していた柱穴列の両端に直交して延びる柱穴列が見つかり、住居跡、土坑、溝跡

の他に掘立柱建物跡、を確認した。磯村朝次郎氏、藤則雄氏(金沢大学)来跡。

G)323日、表土除去作業を LT錦、 LR47、LR48、LS41、LS15医の各グリッドで行っ庁 n /，1，-桝区の

約1/2まで到達。遺構番号は71番まで付き、平安時代S169竪穴住居跡の精査を行った。

を本調査区の西側2/3に当たる LBラインまで進めた。 8月10日、調査区中央やゃ

あり結査中。冨器泰時所長が来跡し、

9月 1日、調査区南東部の表土除去を開始したところ、弥生時代初頭の土器埋設遺構が10基検出され

る。 3日、本日でほぼ全域の粗掘りを終了し、弥生初頭の土器埋設遺構を新たに 8基検出した。

7月20日、

10月7日、南東部の SK285より去と石織が出土。 96に開催予定の遺跡見学会の準備を開始。 10日に

は、南東部の全景写真を撮影し、同土坑墓群の垂直写真撮影も行った。

11月10自、記録の不備を補って現場の調査を終え、伺12日には片づけを済まして撤収した。

平成6年度は、 5月9日から B地区の草刈り作業を行い、 12日に表土除去を開始した。30司までに、調

に平安時代の竪穴住居跡を10数軒確認した。平面実測はトータルステーションによった。

8月13日、表土除去は北西部を行ったが、遺構、遺物は非常に少なかった。全体の3/4が終了。

7月18日、調査医全体の遺構確認を終え、南東端部の SD398.399から精査を開始した。土師器、須恵

器の他に、鉄j宰や羽口の鍛冶関連遺物が出土。29司、竪穴住居跡の精査を集中して行った。

8月26日、 S1370竪穴住居跡、の覆土を掘りあげ、遺物出土状況の垂直写真撮影を行う。数日前より漸

の除去作業を行った。八竜中学校の生徒(1年生数名)が、文化祭行事の取材のため来跡。

9月9日、住居跡群の存在する調査区南東端を除き漸移窟の除去を終了、本日で殆ど、の遺構が出揃っ

た。19日、 S1363からは土師器、須恵器が多量に出土するが、竃がなく土坑と推定した。

10月128、竪穴住居跡や揺立柱建物跡の完据写真や平面図の作成を急、ぐ。145には、各種の撤収作業

を済ませて調査を終了した。

平成10年度は、 5月19日から C地区の南区北側より草刈り作業を始め、226に表土除去を開始した。

に、南区南側は表土が厚く重機を用いた。26日、北西端に溝を検出し精査した。

6月23日、トータルステーションによって調査区の平田実測を行った。 7月22日、 SK05の半裁に

よって井戸であることが判明。すでに検出済みの溝は、平面を確認し粒掘り、写真撮影等を繰り返した。

8月7目、北広の草刈り作業を開始した。南区溝の平面実測を継続。26日、半裁の結果SK11は深い陥

穴状土坑と判明。31臼、西側の斜面際にフラスコ状土坑を数基検出した。

9月8目、北区の調査区と遺構をトータルステーションで実測。南区は低地のため水が貯まり、排水

を行った。 16日には器材の搬出を済ませて、調査を終了した。
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第 3章発掘調査の概要

第4節整理 作業の と経過

の上遺跡は、平成 5(1993)年@平成 6(1994)年@平成10(1998)年にわたって調査したことは先に述

べである。各々の調査年度の主拐当は、平成 5.6年度が小林克@磯村亨、平成10年度が利部修である。

成 5年度から平成8年度までは小林@磯村が整理を行っていたが、平成 9年4月から小林が文化庁記念

物課に勤務することになり、以降の整理は磯村が引き継いだ。平成10年度に再開した調査は利部が担当

した。向年磯村が号IJの遺跡を担当することになり、平成 5.6 の調査成果は平成10年度と合わせて

ることになったため、従前の整理を利部が引き継いだ、のである。

平成 5.6年度の整理は 9年度まで続き、遺物の実測@遺構の第 2原図作成を継続的に行っていた。

物は、特に弥生時代の大型製品などに重点が向けられ、粗製土器では縄文描出に、

法のそれに注怠が注がれた。第 2原図の作成は、平成 5.6年度の発掘調査における調査法の相違から、

それぞれの年度で異なった作業を行っている。先に、これについて若干補足する。

5年度は、写真実測による平面図と手書きの断面図による。対擦を含んだ重珪写真捧悲したプリ

ントをそれぞ、れ組み合わせて、そこから遺構の輪郭をなぞり平岡関を作図する方法である。これと芥:の

断面図を合成する。平成6年度は、遺構の輪郭に沿った主要な測点(座標値)を、パソコン上で繋ぎ

せて作図する方法である。これも同じように断面図と合成する。因みに10年度の場合は、平面図 e断面図

の作成を従来の手実測で行い、直接両方の原図を修正しながら第 2原図を作成した。

平成10年度調査は、 の数が少なくこれに関する遺物も少なかったために、 は平成 5.6

を中心に行った。主要な遺物実測は 2割程、 21京図は半分以上残っていたので、搾れ気味な第 2

原図作成を優先し、遺物のトレース ることにした。したがって第 2原図の作成

では、 3通りの方法を採用したことになる。

2原因をパソコンにスキャナーで取り込み、間隔を整え線をなぞ、って、プロッタで

トレースした。この方法は、パソコンへの取り込みにはやや時間を要するものの、追加や削除が容易に

でき、縮尺を自由に変えられるため、レイアウトの構成が容易である。ただし、線の太さが 3種類に限定

されている難点もある。

に当たっては、

に時代毎の種類の序列を決め、これ

した。そのために、まず時代毎の帰属を優先し、次

小さい順に配列することにした。平成10年度は、

とめ、それには土層注記を添えること

土のものは時代毎にまとめた。

く番号に変更した。遺構の挿図は、

も、 にまとまりを持たせたが、

にま

図版は、本文の最後にまとめたが、

した。写真のレイアウト寸法は、版面を

と関係する

4コ

(カラー)として掲

したものを某本にし

そして、上下 2 4コマを組み合わせ、

した。またこれに、 の3段組、遺物の 6コマ組10コマ組を併用した。そして、

横にキャプション分のスペースを割き、遺物の場合はコマの間隔を縦横 1111111づ、つ害リき、

図の遺物番号を付すようにした。遺物の切り抜きは避け'るように心がけた。

以上の経過を経て、平成 5. 6 .10年度の調査成果を 1冊にまとめることができた。
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第 4章調査の記録

事ラ
SKT106 

A一一一-30.8nl

記主
SKT166 

A 一一一

A一一一個29.8111

一一一一 B 

一一一一 B 

一一一 B

SKT471 

A--

A一一一一31.8111

S K T471 

1 黒色 1:.(7.5YR2/1) 炭化物(微)混入、ややI!V\ t~io

2 !;li¥褐色土(7.5YR3/1) 地LLiJ二(微)・炭化物(微)混入、やや秋

3 褐色土(7.5YR4/4) 地山二!こ・褐色Lil¥':入、やや秋質。

一一一一 B 

“一一一 B

4 黒色士 (7.5YR2/1) J也LL仁tフロック(少)・絞化物(微)混入、ややm，liito
5 黒褐(0.二L(7.5YR2/2) JtilLIJ二|二フロック(少)混入、間賞。

S K T 166 

。 褐 色 j二(7.5YR4/3) 地LLi土フロック(少)混入、やや秋1{.[o

7 Iltf掲色土(7.5YR3/3) 池山:上(少)混入、軟質。

8 褐色!こ17.5YR4/4) 褐色:1:.(少!iJlo入、11次氏。

9 Il j~褐(0. 1:_ (7.5YR3/3) 黄褐色ごし(少)混入、軟f:[o

10 褐色 U7.5YR4/6) 褐色ニ1-_(微)混入、秋

1口l 潟 色 一J上l上苧(け7.5YR4勾/6ω) r渇詰色土(作j;放船投ω)i侃l見1入、くやつベやコ可1秋i似欽世次釘yT:O
1 勺 - 1，I陀Ii宍午怜土視旦 巨在臼f白1〕 υ 川印〕いけ.~ .ハJ叶，~山ノ 問〕息、/"山Jんυノ八、、け寸、げか刊

16 褐 色こ土仁(け7.5YR4.引/必6ω) 1-褐品色 u作p微投ω)i混足入、秋f釘

17 m褐色 t(7.5YR3/2) 黄褐色 l二(1紋)・炭化物(微)混入、軟質。

18 筒色!こ(7.5YR4/6) 褐色J:(1;~k) 混入、軟質。

19 褐色ト。(7.5YR3/2) 地111:1:ブロ yク(多)混入、が

20、21 褐色|二(7.5YR4/6) 悔色土(ii投)混入、秋110

22 清褐色!こ(7.5YR3/3) Wi褐色 J二(1;投)浪人、軟質。

23 111対局色土(7.5YR3/3) J也山ブロック(彼)i見入、11次fj:0

24 褐色二1:.(7.5YR4/3) Wl 賞。

25 筒色二1:(7.5YR4/3) やや軟ri。

26 掲色ゴ二(7.5YR4/6) 掲色 1:(微)混入、I¥'il資。

1 Il?i潟色L(IOYR3/3) シルト~砂、地11i1二混入、やや軟質。

2 にぶいbi褐色 1こ(10YR4/3) シルト~砂、JtilillJ:ilI入、やや'Iv;'f[o
3 Wl褐色 1-_(1 OYR5/8) 机 1-_- シルト、池山十~i1-t入、やや l ，lilí1t 。

41ft 褐色 1..(10YR5/日)約上、 j也 111 卜~?J~ 入、 l古1 Z't。

5 J;i:(!J'tt白色 L-.(10YR6/2) Wi:I:、地illl:ilt¥入、W1Ho

m 

5図土坑(1 )縄文①SK T106・166・471
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SKF66 

A …mー

A --2り3111

SKF137 

A一一

A 一一一-29.6111

一一一一 B 

一一一一 B

一一…帽 B

一一一一白

S K F 137 

第 l節 縄文時代の遺構と遺物

SKF136 

A …一一一

A 一一一 29.5m

S K F 136 

1 11古褐色←!こ(IOYR3/4) シルト ~i沙、 iÎt化物・ j也山ゴ二混入、 IJiI~no

2 褐 色 :1二(10YR4/l) シルト、炭化物・地 Illjこ jit 入、 l~~Í。

3 褐 8 二!こ(10YR4/6) シ }v ト~砂、炭化物・地山f.iJIo入、 !jV~l!to

4 褐灰色 l二(10YR5/1) シルト、炭化物地iJJ二l二混入、やや軟'DIo

5 褐 色二仁(10YR4/6) シルト、 Îlt化物・ Jill iJLt ij:1入、 î~次。
6 I1g掲色ー|二(IOYR3/4) シルト~砂、炭化物・J也Llijjlt.入、秋賞。

7 褐灰色こ!こ(10YR5/l) シルト、地LLi二u比入、牧民。

8 1りJi幻自色土(10YR6/8) 粘土~シルト、地L11土I見入、やや|主1'&10

9 褐灰色土(10YR5/l) シルト、炭化物・地LLIご|二ilt入、ややIJlki'[o

10 褐灰色土(IOYR6/1) シルト、j也LLiI二混入、ややiHkf1i。

1 l1iH島8十一(IOYR3/4) シルト ~i沙、炭化物 JÚl II I.J-.iJlo入、やや 1，'il 1'( o

2 掲色J-.(10YR4/6) シルト -ii'台、炭化物地III.UIL入、やや1j次11[0

3 褐 8 J-.( 10YR4/4J ンルト、 j思 LLJjji'~人、ママ軟。

4 f，'Ws色卜ー(10YIミ5/8) I'!'j 1'.ヘシルト、i白山仁悦入、やや1i'，l'fto

5 褐色J-.(10YR4/6) シルト、地111.+混入、ややlIt7:'Fio

6 ず抗¥'1'褐易色 i上，(什10YR5幻/8別) î品村粘1千布Jjl上'~ シル ト、， J似山!け11けI:.i泌j花t入、ベやコやi秋i欽次T質
7 褐 (色fιo 1'.(ゴ(1ωOYR4引/6ω) シjルLト-{紗}ル世久、j地血ω|け11け!一jl

8 (にニJぶ、し‘:己け局i包f与o:f.(10YR5/μ4) ↓i占Jj←i上.-シ jルL ト、， Jt也~LLi j仁二昆ノIに\、|百i 氏。

。 1m 

6図土坑(2 )縄文②SKF66・136・137
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第 4享調査の記誌

SKF138 

A 一一ー一

SKF142 

A一一一一 一一一一 B

一一 B

A 29.201 B 

1 II(J r品包仁川OYR3/斗) シルト~砂、炭化物・!出 111~i:混入、やや軟

Wi褐色二上 (10YR5/4) Wi 1: 、地 ILJj~ig入、 1"I!f] i1Jo 
3 褐 色二1:(10YR4/6) 名1;1:-シルト、炭化物・地IIIL混入、や Jや!j次fi"0

4 褐 色 1:.( 10YR4/斗) シルト~砂、ilt1ヒ物 i也1I1i:没入、やや !I~、

5 掲 色 1.( IOYR4/4) シルト~砂、炭化物 .j1ilILI.I二没入、秋tJlo

6 掲 8 J-.( IOYR4/6) シルト ~Iゆ、 Ud凶句・地 LLJJ.iJ I:入、が:質。

7 武ト白色上(IOYR5/8) 粘土、地Ilil混入、 l.'ijnυ
8 11tH目色一1'.(10YR3/3) シルト九百台、)長化物・3色ILiI:.in入、丈し

り 11古一掲 8 1:.(10YR3/4) シルト ~ìi'歩、 JJ定化物・地 1 Li .'I~iJt入、秋。

10 f1{j'褐色 1'.( 1 OYR3/3) シルト ~I沙、炭化物・地LLJJ=ig 入、秋質。

11 褐 色 1:.(IOYR4/4) Wi 1>シルト、JJt化物.:tUJ.llil:i乱入、 1m位。

12 i町褐色 1'.(IOYR5/料品li1'.-シルト、JUJ.LLIこI:.iJf.入、秋I{!t。

13 1リJbH品位トー(IOYR6/8) 'Wiトパ j山Ill.ill:入、I(吹T1:。

14 1目 色 L: ( 1 OYR4/4) シルト~砂、ミ化物・ i出LLII:i見入、秋

15 IlfJl針路色 UIOYR6/8) Wi L ~シルト、 J.it1ヒ物 j自 1111'.ig 人、秋位。

S K F 142 

1 褐色 1.(IOYR3/4) シルト~付、JJd凶お .j色L11.'I:iJt入、料、い

褐灰色!こ(lOYR5/1) シルト、炭化物 i也LLJ.I'.iJI:A，'1次釘ζ

3 r島色!こ(10YR4/4) :~)~ト沙、 JJU目的}.地 LLi， I -.ilÊ 入、やや次

4 にぶいf計局色上 (10'lR4/3) シルト、化物・1自1IIl.iJI:入、やや秋民C

5 尚色;仁(IOYR斗μ) シルト、成化物 .jUJ.JlIU1E人、やや牧民

6 IlIJ筒色 UIOYR3/斗) シルトヘ li'T、JJt化物 .J政IIIUJL人、やや'1次

A一一 J I 1， 一一一個 B

A一一一 2!l.6m 8 

S ド155

1 汗白色 1.(IOYR2/2) シ)~ト- li'y、やや軟

2 11;行局色 1'.(!OYR3/4i シルト '-iij;、炭化物・j政111L混入、やや'iij、

3 t局窓~ UI0YR4/6) シルトヘ百台、JJt化物 .j也ILiI:i比入、やや秋

4 WdM色 1.(!OYR5/6) シルト ~Iゆ、:tÜJ. ILI I-.iII:入、秋。

5 主'[1'褐色一J-.(IOYR5/8) 粘土、j出ILJJjll:人、やや1，1;1'['[。

。褐 色 1'.(lOYR4/6) 名IjJ.~ シルト、 i也 IIIUn.入、ややが;T1し

十月色 UIOYR4/6) も~シルト、地IllUJi 入、やや秋y汽。

8 r日色 L:(IOYR4/4J シルト、JJt化物.1UJ.III.I:iJE入、やや秋t't.

9 にぶい武掲色上(IOYR5/4) シルト、砂、地1111:iltl.入、やや秋。

10 掲色 1'.(I0YR4/4) シルト、 l，l;!y!し

打1

7 ( 3 ) S K F 138.142.155 

戸

0
1
2上



SKF396 

A 一一一一 8 

一一一一 B 

s ド396

l 児精色 1(IOYR3/2) シルト、やや'1次質。

2 lii;f~， fu ，I-.i， 10YR3/4) '1'，li l-.-シルト、 j IÍl II I. J.ijj~ 入、ベコベ

3 11計局色J-.(10YR3/3) シルト、JlIlillJjJ~ 入、秋氏。

4 N¥l!天色J:(10YR4/l) 村正 I'~ シルト、 j出 1[lun 入、秋11:G

5 にぶい賀補色上 (JOYR4/3) 1'，lj 1: ~シルト、地 1[1 LiJI:入、秋'E't。

S K F4i5 

1 n，'， 色 1，(JOYR2/JJ JIIlI[I!-.ブu':;ク(ノL、)尚人、ベつや秋

:2掲色 1，(JOYR2/2) 地1[1.1ブ U 'jク(少)泌人、ベコマJ!li]~t[ っ

3 Hi}出色LlJOYR3/3J JIIlI[II:ブ'!ク (mi)iJL入、ベコベλ!jkftら

鰐(':>，'['(IOYR5j日)化物件担人、ペコペコ絞

5 tn尚色 1(JOYR2/:2J iK fL:!句(iWU.JIIlI[JIフロノク(少)iJt人、秋口

(> 11日褐色上(JOYR3/3) J也1[1.1'ブ[]'!ク(多)iJl:人、JjiJ:Y'ι

i r同色LlIOYR4/6) J出1[II'iE入、秋

自 iI計百色 ['(I()YR2/2) JIIlI[1 J:(多)in入、秋

9 以悩色 1.(IOYR3/山地1[1.1:.(少)iJ!:人、秋

1() ，'J!tお色上 (IOY只 地1[1.1'，(少)山人、秋T['J

11 色。 [:(1()YR2/l) J也1[11，1. (iWi.) iJ~ 人、やベコ軟Tし

行1

g 〈ヰ)

A 一一一一

A 
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第 l節 縄文時í-~の遺構よ遺物

SKF473 

A 一一一一日

A 一一-31リ111 一一-B

S K F 4i3 
J 褐f.0，'['.(7WR2/21 地1[1UiW(cliJI:人、ややIti]i!fs 

:2 tj~褐色!こ (7 ， 5YR3/2) 地1111ゐフロック ('1')/見入、やや|対抗。

3 品色トー(7，5YR2/i) 炭化物(fj技)・Jilil[IHiJik)混入、やや敦賀c

斗 黒筒色一一1:17，5YR3/2) やベコ赤色っ[まいII;H見色 I.，J也liJ.I二混入、やや秋

5 t.lfJ局G:.i:(7，5YR3/J) JIIlIJ iJ: (lWk) in入、J;'il段。

(1 N汗詰色←|→17，5YR2/2) 炭化物 111泣 )in入、やや秋 t~îü

7 !IMlil色 1'.17，5YR2/2) 決化物(iWiJ・地1[11，(少)混入、やや秋し

8 思掲色 1:(7，5YR3/2) 池山|二フ t:J"Jク(IJtU混入、やや'1攻賞。

9 褐色J-.(7，WR4/4) Illml色 u 多)泌入、やや秋

1() 褐色 L(7，5YR4/4) 111'"褐色!-.(多)混人、'jfi，1lfo
I1 潟色 1二(75YR3/2) 地Li IJ， I ゴ)出入、やや軟 t~.o

B 

一一一-B 

jだ!同

S K F 396.473-475 



第4章調査の記録

短軸1.28m、深さ1.42n1で、ある。壁は、上端から深さ0.2~0.3mのところより上方が大きく開き、下方は

壁がやや内傾した台形状を呈する。下方壁の西側だけが、垂直に近い傾斜である。

S K F 155(第 7図)

A区中央の北西LR51区にあり、地山面で確認した。平面形は楕円形で、規模は長軸1.21111 X短軸1.

12m、深さl.44mである。壁は、僅かに内傾した円筒に近い形態を呈する。

S K F396C第 8図、図版 1-5 ) 

B地区中央の北東側N ト NJ 75区にあり、地山面で確認した。平田形は不整楕円形で、規模は長軸1.

14mX短軸1.35111、深さl.3111である。壁は、上端から深さO.2~0. 3111のところより上方が大きく広がり、

下方は内傾して台形状を呈する。

S K F 473(第 8図、図版 1悶 6. 7) 

C区の北区南側のQC110杭にあり、地山商で確認した。平面形は不整形で、規模は一長さ1.9111X幅l.5

111、深さ1.251Tlである。援の下方には、壁の崩落土が明擦に残っていた。規模は、長さ1.45111 X 1揺l.3r豆、

さOヲ 34n1である。壁はミ上端から深さ0.3n1のところよりよ方が大きく開き、下方では強く内{頃した

形状を呈する。底面はほぼ平垣であるが、中央部に対し周縁部が高まってしミる。覆土の下方には、

落土が明瞭である。

S K F475(第 8図、図版 2 1 ~ 3) 

C区の北区西側のQ 1 116区にあり、地山面で確認した。平面形は隅丸三角形状の不整形で、規模は長

さ2.2111X幅2.1111、深さ1.55111で、ある。援は、南側上端から深さ0.7111のところよりよ方が大きく開くが、

反対側はそれほどでもない。北東側の底面には、長さl.3n1 X 1福0.9mの小穴が付設される。ここからは

炭化物が検出された。

S K F476(第 9図、図版 2-5.6)

C区の北区南側のQD 111.112震にあり、地山面で確認した。平面形は路円形で、規模は長さl.82mX 

Ij届1.7m、深さ1.6mである。壁は、上端から深さ0.5mのところより上方が緩く広がり、下方も緩く内傾

する。南側の壁には、小さな袋状の窪みがある。

S K F 477(第 9図、図版 2-7@8)

C区の北区西側のQK.QLl18区にあり、地山面で確認、した。この地区は深く削平されていた。

形は絡橋円形で、規模は長さ1.45mX Ij露l.3m、深さ0.34111で、ある。壁は、北東側が袋状でその反対側は

強い傾斜を示す。南東側の底面は平坦で、ある c

3 土坑

S K 130(第 9図)

A区中央やや西側のMD.ME51区にあり、地山面で確認した。平面形は略円形で、規模は誼径l.lm、

深さ0.35111である。 上がり、底面の中央部がやや低い。底部中央付近には、長さ0.22

mX幅0.18m、深さO.lmの浅いピットがある。

S K 131 (第 9図、図版 2-4)

A区中央やや西側のMF50区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な略円形で、規模は蕊径約1.4

m、深さ0.51n1である。 やや緩い傾斜で湾曲して立ち上がり、底面は平担である。中央に長さ0.25

18 



SKF476 

A -一一一 一一-B

ム 31.9m 

S K F 476 

1 己1色 ;ゴuけIOYR2/ハiり) :1地血i山Lil仁こ(けi段)川i}比t入、やペやコ|防限占双釘

2 よ累l片:色 二土!ヒ二(υIOYR2/1り) 地i山IIU一ゴ(少)i混f比tυJ入¥、ややli問認号司1'[1質

3 lli~ 

4 土虫i立1褐E色d上戸 (υIOYR2ν/2幻) 炭{化ヒ物(i微放)ト.f地也!山i打|仁:寸l上一(作i骨i投伽);混記入、やや間賞。

5 F.~J，褐色こ!こ (IOYR2/2) 地ILJ卜ーフPロック(少)地LIJJ二(少)iJt入、 li1，I質。

6 黒褐色i.(IOYR2/2) 地LLi..1二(少)炭化物(微)悦入、軟質。

7 t/.b色 UIOYR2/3) 地山トー(11')混入、!I次官I。
8 ~!，\褐色 i二 (IOYR2/2) f也IJI仁(少)・炭化物(i殺)混入、I1次賞。

9 1I;i潟色 l二(IOYR3/3) 地IkU少)ill入、 li1il11Jo

10 褐色土(IOYR4/6) 地山卜jJL入、|古IWi。

一一一日

II r自色!二(IOYR4/ヰ) 禍色上(少)iJt入、やや秋'[i[o

12 包褐色仁(IOYR2/2) 地山土(111)ir!:入、マやl胡針。

13 !~~褐色ー!こ (IOYR3/2) fi1lLLi二i二(少)/見入、ややIi'!I針。

14 虫色土(IOYR2/1) 炭化物(似)混入、I尚氏。

15 11計局色土(IOYR3/4) 禍色ーJ:.(少)ìj~入、やや軟質。

SK130 

A一一一 一-B

A一一一一 29.4111 一一一-B 

S K 130 

1 訪日色一1-.(10YR2/3) Wd二~シルト、炭化物出入、やや秋1:ro

2 11併話色←I.(IOYR3/3) Wd二~シルト、炭化物混入、やや秋氏。

3 IIfH/.b色 UIOYR3/4) も1;L、炭化物混入、間氏。

4 t局 fuJ:(IOYR4/4) 粘土~シ }v1" 炭化物.]也 LLLl jr~ 入、やや軟'EL

5 11'tt自色上(lOYR5/6) 'W; 1二、地ILII:i11入、やや1，'，Ift。

第 1節 と遺物

SKF477 

A 一一一 一一-B

一一一日

S K f 477 

1 f1計島色 i二(10'1'1<.3/3 i J也LU-f'. {!_!~l) ・炭{ヒ物 (IWk) iJ見入、ヤヤド

情色 1:(IOYR4/4; 禍色 1_..( 微 )Ü~ 人、やや牧丘乙

3 11託子高色仁(JOYR3/3) 地LLlJこフロアク出入U

4 黒fE色土(10YR2/3) 池山土(少)混入、秋段。

5 当局色上(10YR2/2) 1也L11上(少)混入、ややlii);賞。

6 黒褐色一l二(IOYR2/2) 地111十一({政)混入、防l賞。

電 SK131 

A 一一一-

A 一一一一 29.6m

S 1く131

一一一一 8 

一一一一 8 

1 )i!:H/.b色 1:( 1 OYR2/3) 粘土~シルト、炭化物混入、やや秋t!to
褐色土(10YR2/2) Wi:l: ~シルト、炭化物泌入、ペコペコ秋氏。

3 lIi}潟色ーf-_(1 OYR3/3) 名1;1:-シルト、炭化物.]出Ikl二混入、ややjilil'tto 

4 lIi}i目色 fこ(1 OYR3/4) I'II;!、地ILJ土浪人、やや!-I!ilfto

m 

9図土坑(5 )縄文⑤SK F476・477、SK130.131
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第4章調査の記録

1TIX幅1.6mのピットがある o

S K 135(第10図)

A区中央やや西側のMG.MH50区にあり、地山面で確認した。平田形は不整な楕円形で、規模は長さ

1. 15mX幅 11五、深さ0.32n1である。

る。底面は北東側が一段低い。

S K 143(第10図、図版 3 1) 

AIR中央やや西側のME.MF55区にあり、地山商で確認した。平面形は略円形で、規模は長さ1.55111

に立ちよがり、南側は緩い傾斜で湾出してい

×幅1.51TI、深さ0.921TIである。壁は、全体的

丸みがある。

S K 147 (第10同1 図版 3- ) 

A区中央やや西側のMD48区にあり、地山由で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.04111X幅O.

して立ち上がり、その表面は凸凹している。底面には

82111、深さ0.53rnである。援は、湾出して直立気味に立ち上がる。底面は平坦である 0

S K 150 (第10図)

A区中央やや西側の1v1G49区にあり、 SDl17の覆土を除去して確認した。 SD

形は楕円形で、規模は長さ0.94111X幅0.85111、深さ0.41n1である。壁は湾出し

底面は平坦である o

S K 151 (第10図、図版 3-3 ) 

A夜中央やや西側のME48区にあり、地山面で確認した。平間形は楕円形で、規模は長さ1.9n1X幅1.

られる。

、
り

37m、深さ0.451TIである。壁は、湾曲して直立気味に立ち上がり、南西側の援では段が形成される。底面

は、中央部が僅かに盛り上がる。

S K 152 (第11図、図版 3-4)

A区中央やや西側の:tvID.lV1 E49区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さ

1. 6111 X rl届1.47111、深さ0.52111で、ある。壁は湾曲して立ち上がり、底面は平坦である。底部中

りには、長さ0.241TIX幅0.2111のピットが付設される。

S 153(第11図、図版 3-5)

A区中央やや西側のMF にあり、地山首jで確認し

88111X 

でiある C

S K 154 (第11図、図版 3 6) 

A区中央やや西側のlV1F 49区にあり、地

さO附 57mである。

S Dl17に切られる。

く立ち上がり、その中

円形で、

に膨らむ。78111、

した。北側の端がSD 117.118によって切られる。

円形で、規模は長さ1.1111 X幅0.94111、深さ0.48111である。思表は、やや湾曲し

には僅かな凹凸がある。

S K 159 (第11図、図版 3-7 ) 

A区中央やや西側のMG49区にあり、地 した。平面形は円形に近い楕円形で、 さ1.

し、底面は平塩である。51111 X 

S K 170(第 11図、国版 3四 8) 

A区中央やや西側のはD48.49区にあり、地 し つ 円

20 



SKF135 

A 一一 B

A 一一一一 2LJ，7m 一一-B

S K 135 

1 11計見色上(10YR3i3) > )t_，ト、ベコやi刈

潟i色!一(IO"y'R3!出 品 シ)~ト、地LL1Ulしにペペ

-' 11計局色 UIOYR3/3J シルト、 j也 II I.J:il~入、やや秋 'tTハ

ト品 s'上(IOYR4/6) WI 

Sf<i47 

一一一一巳

A 一一一一 2LJ，5111 B 

S K 147 

1 詰色 1:(I0YR2/3) シルト、!JU山知?n入、やや軟

2 ペワ忠i;己掲局f色E弘，:1上一二一(けIOYR2/β3幻) '1名粘h刊仙'，1告11-1仁 シjルLト、j炭jえ;汀{化ヒ物i泌孔入、やべマコ|日J計討;1ばしO 

3 IIf'f汗十柄掲 色 !ヒ二(けIOYR3ν/μ斗引) 1品村うヂliけi

4 11町i百守J北f詰色←1'.(IOYR3/μ4) 砧"子竹i山111-.二一ヘ シ1ルLト、，Jtl血山!μ111..1上二{兄人、 IlT!11Tu

5 lI，n日色上(IOYR3/斗) 'WíL~ シルト、炭化物・地 1111 -.iJL人、やや 1 ，';I 'fl，

b 褐色 U IOYR4/6) 1'，11:1二、Jililll.liJt入、 1，1;]t'L

SK150 

A 一一一" B 

A一一一一 2LJ，6111 一一一一 8 

S KI50 

1 IIt;特j色]'.(IOYR3/4) シルト、 j出 IIIUJ~入、やや;紋氏。

2 掲色 1:(IOYR4/斗) シ}]/]'，炭化物似入、やや秋う

3 筒色L(IOYR4/6) 1，11 1二、j出Illun入、j，J;]rL

打1

第 i節 縄文時代の遺構と遺物

SK143 

A 8 

A 一一一 29，Om --B 

お1¥143 

1 Il計局色 10YR3/4i シ凡ト~件、化物{it人、ヤベ致決。

詰色 1'.il0YJしI1ぶ シルト\砂、 ;J~ 化物・地 ilIJjJi:人、マヤ υ

!A鼠色二i二iIOYR5/8i 1占一!こ，JfuIJ!ijJLへ
4 禍 sJ:(IOYR4/6) 1'，11 1'. ~シルト、地 111 h凡人、|お

5 Il完治色 1'.(IOYR3/4) シルト、炭化物・地1111.i.見入、ややi古

6 にぶいずf筒色 L:(IOYR5/8J l'，li上、Jil1III:I:iJI:)、、 1，';]t'[o 

SKi51 

A 一一一一 一一一一 B

A 一一一叩 29，6m 一一一 B

S K151 

1 :日初色 1:(IOYR2/2) 1Vi 1: ~シルト、 !Jdヒ物 (r~入、やや|川

2 IliHお色 ]:(IOY只3/3) シルト~ jllj~ 託。

:1 lIiH白色J:(IOYR3/4) 、地111 J-.iJ~ 入、 1 ，';J'(!tι

4 II;Hめ色 1'.(IOYR3/4) シルト、政化物混入、秋

5 lIi1掲色j-_(1 OYR:I/4) 'j，l1 1'. ~シルト、 J自 11 1. 1jJ~入、やや !lv~ff(

6 11計局色 1:(IOYR3/3) 1'，111:、地IIJ.)'，ilLA，]，I;ll't.，

( 6 )縄文⑥SK135.143・147.150.151

ームつ一



第4章調査の記録

SK152 

A 一一一“ 町一一-B 

A -一一一 29.6111 8 

S K 152 
、ミ~ ，'____?ム

1 ~J;\褐色ー|二 (IOYR2/3) シルト、炭{じ物?n人、やや11次資。

2 lIi":褐色 1'，(10YR3/3) もl;j-，_シルト、やや!I次。

3 r同色 1'，(IOYR4/4J 粘土~シルト、炭化物，1也ILiこ卜jj/;入、やや1，'，1tto 

4 ifit&¥包L(IOYR5/白) iKI、地1111ぺi主人、ややJ，l;J'l:'t。

A 一一一一 一一一一 B

A --29.6111 f 

SDI17 

一一一一 B 

S KI54 

1 11汚濁色 1:(IOYR3/4J 粘 I:~ シルト、地 111 二1:混入、やや 'l!k t':Î c

2 Ili'ftl!l色1:(1 OYR3/3) i'r';-I:. ~シルト、炭化物・ J1l! IIII-.i見入、 J，';I 位。

3 IliH局色 1:(1 OYR3/4) 1'，1; 1'.、シルト、炭化物，J也1111-.i比入、やや秋氏。

A 一一一ー 一一一一巳

A 一一一一 29.5111 一一一-B 

SK153 

A-一一一 一-B

一一一一 8 

S K 153 

I 尚色 1(IOYR2!3J ↓'， I ， "I'.~ シルト、炭化物i1t入、回 1日 n

2 iI計局包 1'.IIOYR3/4) hlíl~~ シルト、炭化物・地 ILI l:ir~入、ャベJli~ì 賀川

3 褐色了J:.(10YR4/6) も1;仁炭化物・池山1:混入、 17;11'[0

SK159 

一一一一 BA 一一一一

A 29.5111 一一一ー B

S K 159 

1 !.l¥i日色 1:(IOYR2/2) 'W;-l:~シルト、炭化物混入、ややlf次質。

2 lIi}掲色二i二(IOYR3/3 J W;-I>シルト、 Wli!{o
戸、 内 / 門司 V町 、 f. r 1-'-'11. 叫ん "1..1. I ‘口 . .門広広

J 了白 ヒム し¥1υYK斗 、1)::"1し一l沼・」也I.LIし{jじY、、山 υ

4 Wff月i{¥-1' (IOYRラ/凸) 1'，lj 1 • H;'イヒ1 句・ H!J.IIII'iI1~ 入、!万

5 t白色 UIOYR4/4) す，1; 十一、 ))ti l::物・ Jilillll:ìJ:~入、 b~il i:f (} 

6 11;'けお色上(IOYR3/3) 引け~シルト、 J1l! III] -.il~ 入、 jl次。

II{け詰色 1:(IOYI<.3/4) 粘 i二~シルト、地L1iJ二iJE入、ややI{;]針。

SQ68 

A 一一一一 心
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第 l節縄文時代の遺構と遺物

長さl.33111 X 1福l.07n1、深さ0.23111で、ある。

を示す。底面はほぼ平坦である。

に立ち上がり、他は湾出した緩い傾斜

4 集石遺構

S Q68(第11図)

A区中央やや西側のJVIG51区にあり、地山面よりやや上位の層で確認した。径 5~10cmの小さく

な擦が、 15~20cmの範囲で集中する。

ら 出土石器(第12"-'16図、図版4. 5) 

S 1 S 2は石鍛である。どちらも調整の了寧な有芸品安で、 S1は基部がも S2は先端部が欠損する。

S 3は尖頭器とした。主要剥離面を大きく残し、僅かに先端を尖らせているが周縁の調整は粗い。

S4は石匙である。正直には全面に丁寧な調整を施し、裏面は主要剥離面を全面的に残している。幅

く、先端は斜めだ、が直線的に整えている。

S5~S は掻器である。素材は S 5. S 7が横長剥片、 S6は縦長剥片を利用している。 S5は剥片

の先端部と右側縁下方に、正面からの丁寧な調整を施す。 S7は先端と左側縁に、急角度の丁寧な調整

を施す。 S6は正面の両側縁に丁寧な調整を施す。

S 8 ~ S 18は削器である。 S8 ~ S 10は素材が縦長剥片で、正記の南側縁に丁寧な調整を施す。 S11. 

S 12の素材は横長剥片で、正面の右側縁と裏面の右側縁に調整を施す。 S13. S 14は縦長剥片で、正面の

右側縁に丁寧な調整を施す。 S14は、三日月状の窪み側を利用した定型的な石器である。 S13は全体が

ややトロトロしている。 S15~ S 18もー側縁に、短く細かい調整を施す。

S 19~ S21は石箆である。 S19は横長剥片を素材にしたと考えられ、

に、縦縞状の磯皮語直下の色調が観察される。刃部が両刃状で丁寧

に調整を施す。

られており、

中軸

に分類

すべきかもしれない。 S24は素材が横長剥片で、主要剥離面を大きく残している。正面は両側縁と刃部

に、裏面は左側縁にだけ調整を施す。 S21は刃部と考えられる破片である。

C つつへ.C'
，_)L..L.. 唱- ，_) 

レニ弘与にふ，7- C' 
Lーヰヲ/し V__)/j L 'c) 0 ，_) 

の底辺中央やや右側にそれぞれノッチをもっ。

S25~ S27は使用痕のある剥片である。 S

にそれぞれ細かく潰れた箆用疫が認められる。

にS

S28. S29は石核である。どちらも、小さな剥片を取り終わっ

をもっ。

1-7' ぐ り 111斗 f式ずでア!バ， rh市立f71平 正三つつ1斗
V~ 、 J ムι士 ï d- IE，，)2 Vノ'T'ブ℃口 i占，~、 J ふ，ùV d-

、S27は正面左側縁

と考えられる。 S29は半分以上に

S30は石棒の破片である。全面が丁寧に磨かれ、断面は図の下方がやや直線的な精円形である。

S 31 S 32は緩い円刃状の石斧である。 S31は正面の右側縁に粗い調整を施し、形を整えている。

の刃部と基部、裏面の刃部;を磨き込んでいる。扇平な河原石を利用した片刃のお斧である。 S32は全面

き込んだ蛤刃状の石斧で、正面@側面共に均整がとれている。

S33は凹石である。 には 1つの山部、 には 3つの凹部が連続した状態で付く。平行四辺形の

を利用している。

S34は石錘で一部を欠損している。半円状の璃平な河原石を利用し、端部に粗い調整を施す。

-23 
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第 i節縄文時代の遺構と遺物

しユ さオ1る。

〔

¥

U

Q

U

+c 
託〉 ある。

り趨さある。

い模:で、;擦り

になる。

らかである。

( )は推定値・現存値

番号 出土地点 百口E口5 種 五 質 色 百周 長 xrl屈×厚(mm)x重量(g)

Sl MD65区 石~族 硬質頁岩 lOYR6/1褐灰 (31) x 15X 4X 1.2 

S2 P63区 石鍬 硬質頁岩 5Y7/1灰白 (43)X 15X 7X 3.2 

S3 M057区 yノト百社戸只王立白旦台 璃 E菌 N7/0灰白 52X 33X 13X21.0 

S 1'，;1 P641又 石匙 硬質頁岩 10Y 6/2炭黄:掲 62X lOX 10.3 

S5 M 149区 接器 頁岩 2.5Y7/2灰黄 61 X 85X 16X81.8 

MF47区 掻器 頁岩 5YR3/6暗赤掲 63X 41 11 16.4 

s K J ;-39!三 掻器 ヱ馬 f長 I N7/UJ天白 (65) X 61 16X 76.2 

8 再1) 器 li更質買岩 lOY R5/1掲灰 30x 14><:20.7 

S9 P62区 削器 頁岩 2.5Y R8/1灰白 91 48><: 54.5 

SlO MA53区 制器 硬質頁岩 之5Y5/1黄灰 62X 21X 18X18.3 

Sll L G39区 削器 頁岩 lOY R6/4にぶい黄櫨 65X 43X 13x33.1 

S 12 MA52区 持IJ 器 頁岩 2.5Y6/1黄灰 44X 49X 8X 14.4 

S 13 LM4J区A 高IJ 器 頁岩 N7/0灰白 93X 47X 18X62.5 

S MG52区 自IJ 器 頁岩 lOY 102X 51 19X79.6 

S 15 L P42区 削器 頁岩 lOYR7/1灰白 100X 48X 18X61.3 
z 

S 16 KR36区 削器 頁岩 2.5Y7/1灰出 (63) X 31X 17X21.2 

S 17 L G38区 削器 頁岩 2.5Y6/1黄灰 84X 31 15X 41. 7 

S 18 KF37区 削器 頁岩 2.5Y5/1黄灰 58X 21 X 8X 5.8 

S 19 LQ43区 石箆 チャート lOYR4/1掲灰 91 X 37X 17X57.3 

S20 M I49区 石箆 頁岩 lOY R4/6:f品 90X 39X 16X55.0 

S21 KA39区| 石箆 頁岩 12.5Y5/1黄灰 (48) 44X 18X31.1 

S L E35区 挟入石器 チャ 2.5Y8/1灰白 45 X 53 X 19 X 36 . 9 

S25 はB51区 使用痕ある剥片 頁岩 2.5Y6/1黄灰 36X 35X 13X 11.6 

とコ乙b L C351亙 {吏用痕ある手IJ片 チャート lOY 1ミ5/1褐灰 79X 40x 16X:35. 

S27 MS66区 使用痕ある剥片 頁岩 lOY 64X 51 20X42.7 

S28 MH49区 石核 頁岩 lOY R6/1掲灰 56 X 61 X 29 X 85 .6 

i S 告 L P41[豆 石妓 頁岩 5Y5/1灰 58X 63X 41 167.5 

S30 MT65区 石棒 1jiグ1、 王1よ子J N5/0灰 (35) 27 X 27 X 39.8 

S31 MH49[玄 石斧 liプυ '，r、石ι.LJ lOY8/1灰白 97X 32X 11X53.5 

S32 ?ν1F55[玄 石斧 砂岩 lOY6/1灰 91 50X215X 138.6 

S33 MA51区 [1:1]石 砂質頁岩 lOY R 7/4にぶい黄樟 98X 45X 20X 116.1 

S34 ME52区 石錘 泥岩 5Y7/1灰白 (78) 70X 33X227. 

S35 MD53区 擦石 玄武岩 lOY R5/3にぶい黄褐 94X 98>< 82X 1133.9 

ハ吋
JU

円
ノ
一
]



第 4草調査の記録

2節弥生時代の と遺物

l 土器埋設遺構(第限)

S R 188 (第18.19図、図版 6-2 3、18、24、29)

A区中央のLL. LM41区にあり、地山商で議体部の一部を確認した。掘り込みは、断医観察で埋設土

器より僅かに大きく、規模は断面で上端の推定径0.5n1、深さ0.4111である。埋設土器は正立状態、で、底部

が食い込んでおり、やや北側に傾いている。

1は壷形土器で全体の約1/2が残存。体部上位に最大径をもち、仁i縁部は僅かに外反する。器高40.3cl11、

口径20.2cl11、最大径40.6cl11、底径は14.8cl11で、ある。頚部と肩部に 3本一組の平行沈線文が巡る。

行沈線文の下位に、横11蕗5mm前後の列点文が巡る O沈線及び列点文以外は無文である。

のハケメの後ミガキを施す。体部のいたる所に明瞭なハケメが観察される。沈線と列点文には、調整の

ハケメと異なる方向(右上ω左下)に揃って、木口と忠われるハケメ状の痕跡が付く。底部には約3.5cmX

約 3恨の穿孔がある。内部は了寧なハケメの後、体部下端と肩部より上位には了寧な、それ以外に

いミガキを施す。所々に黒斑を認める。胎土には金色の雲母を顕著に含む。焼成は良好で、

ある。精製の土器である。

S R 190(第四.20図、巻頭図版 3-1、図版6-4、7 1、18、24、29)

A区中央やや東側の LG38区にあり、地山面で査の肩部を確認した。掘り込みは、断面観察で上部だ

け埋設土器より僅かに大きく、それより下は土器と している。規模は、断面で上端の推定径0.5m、

深さ0.4111である。埋設土器(2 )は正立しており、内部から小さな宣言(3 )が出土した。

2は牽形土器で、口縁部と底部の一部を欠損。体部中央の僅か上位に最大径をもち、口縁部は僅かに

外湾する。器高42圃 6Clll、口径19.6cIll、最大径9.4cm、底径12cIllである。全体は無文であるが、口唇部直下か

ら体部下端まで、煤や黒斑と異なる艶のある黒告の範囲が認められる。不安定ながらかなりの範留を占

めることから、黒色土器と判断される。内外部には、本来施したと思われるハケメは認め難く、丁寧なミ

ガキを施す。底面は約1/2を欠損するが、中央側の底部内面の割れ口が斜めの状態で、外部からの穿孔が

々~ z 1一公立[71-7 1斗 信~
C .<J L、)0 Iや口i占V'-V 品、工ZC

り「、て斗f;λ 寸ち-:cぜ記号刃」マーEつ三三 日ム-1-I平

山-'-'lE.fレ'--1-1応口心ロペj L 'D) 0 刀口_L~-

好で、色調はにぶい権色である。精製の土器である。

3は蚤形土器で、仁i縁部の約1/2と体部の約1/4を欠損。体部中央やや上位に をもち、口縁部は

る。器高31c111、口径12.9cm、最大径24.2cm、底径9.3cmである。頚部に中高 2，'"'--3 m訟の沈線文を

施す以外は無文で、調整は底部を含む全面に丁寧なミガキを施す。蔚部には、ほんの微かに細かなハケ

メ状痕跡を認める。底顕には径約 2Clll程の穿孔があり、底部から体部下端にかけてアスフアルトを認め

る。肩部と体部中央には黒現がある。内面には、条の非常に細かいハケメの後に丁寧なミガキを施す。胎

土には海:綿骨針を含む伯、 1'""--'2 mlllの砂粒を僅かに含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色である。

裂の土器である。

S R 192 (第18.21図、巻頭図版6ω2、図版 7-2、24)

A区東端のKG37尽にあり、地山面で奮の蔚部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より大

きめの揺り鉢状を呈する。規模は、断固で上端の径0.4m、深さ0.4n1である。埋設土器は正立しており、

内部から口縁部の破片が出土した。

-30 
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第 4章調査の記録

口口 1QQ  
VIIIUU 

A一一一一 一一-B 

A 一一一 29.2111 ー B

S K 170 

1 褐色 1(10YR2/3) シルト、j!吹町。

2 lI{fI'目色!二(10YR3/3) Wj 1: ~シルト、 iJdヒ物入、ベつや l ，lijnc

3 褐0. 1: (10YR4/6) 1 ，';1♂~シ)~ト、 j由 iLILì五人、 1 i.1 I"し

SRi90 

A 一一一一 一一一- B 

S 1'¥ 190 

1 にぶい渋褐色 UIOYR5/4) Wil:~. シルト、地 111

~I 混入、やや 1 ，'，1 氏。

2 にぶい黄禍0.1:.( I OYR5/4) シルト~砂、JU!IIII

沿入、ややI，lil'，e'[，

3 t見色 l'(IOYR4/6) シJ[..ト、地Lil.un入、

ゃベ01，'，1YJ[。

4 局包 UI0YR4/4) シルト~砂、地111:1:山人、

やや川氏。
(2) r 与fl ム 1~ I 1 (、、"、"戸、，1 1 '1:1>_1- J.d"j，_-L.TJ 

.'ワ じム 工、斗/υy ノ fV i- 、J出乙

ベコヤ1，';1'['[η

6 Lh.筒色 1:(10YR5/知名'jl:、地rIJ.'I:iJL人、ややI"il'[l[

、もS
ノ

a
g
e
E
 

，，，，‘、 S R 188.190-192 
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第 4章調査の記諒

4は護形土器で、底部と口縁部などの一部を 体部中央のやや上位 をもち、口縁は「く」

の字 ら短く外傾する。底部はやや外へ突出気味である。器高30cm、口径20.5cl11、 9cI11、

底径9.8cmで、ある。表面の約1/4が繍れている。頚部を除いた部分には、縦位回転の LR

は、ハケメ→縄文の後に頚部だけに横位のナデを施す。底面には、径約6cmの正円状を呈した破損部が

ある。当初土器棺に関する穿孔と判断したが、内面の底部が破損部の径と一致しその周縁が非常に趨い

こと、さらに破損部付近に斜めの剥落がないことから、故意に打ち欠かれていない可能性がある。また、

底部より 5cm上位には 3~4cmの不整形の破損部がある。内部に斜めの剥落があり、土器棺使用時に

孔されたものと判断される。内面は横位のハケメの後ミガキを施す。体部以上にはハケメが顕著である。

胎土には細砂を含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄燈色である。表裏面には、大きな黒斑と思われる範

留がある。精製の土器である o

S投句3(第21.22図、巻頭図版 2 2、図版 7-3.4、18、24、29)

A区東端の JS39区にあり、地山面で壷の体部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より大

きめの揺り鉢状を呈する。王手話形は椿円形で¥規模は長さO.45n1 x幅0.39n1、深さ0.2mであるの

5は壱形十器で、窟部の1/2と口縁部の大半を欠損。体部上位に最大窪をもち、ロ縁部は外反して口

部は横位置にくる。器高36cm、推定口径17.8cm、最大径32.2cm、底荏9.3cmである。泳部上端部と

径部付近には、それぞれ 1本の幅が約2mmで 7本一組と 5本一組の平行沈線文がある。

1本が幅約 2mmで 3本一組の口唇部に産交した平行沈線によって、区間範囲が不均衡ながら 4つに

される。縄文の施文された口唇部直下には、幅約 3mmの平行沈線文を 1本配置し、その下に

をつくる。体部中央より下には縄文を施す。体部下端には、径約 1cm(内面で約 5mm)の補修孔が底部周

縁に沿う

ているの

状に付着する。また、

現状では補修孔

ロに 6個確認できる。このうち対になるものが一組あるものの、孔に当た し

5対10個の補修孔があったと考えられる。この割れ口には、アスフアルト

にある水平な割れ口に沿った円周の約1/3にも、アスファ)~トが施される。

きない。体部の相反する位震には掌大の黒斑が確認でき、その上には、他の体

きる。内面には、口縁部に約2mmの沈線文がり、調整はハケメの後にに微か

怠三え

ある。

きめ

n 
" 

れ

6 

れている。

される。内部より石鍛が 1

をもち、口

を認める。

に、 1

、その下に縦位のハケメ文を施す。体部に

を施す。体部には、中

る。内面は、ハケメの後

には海綿骨針

を中LR  

J心にし

なミガキを施す。ま にふく

し ある。 ある。

お
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

S37の石鍛は縦長剥片を利用した円基鍛である。先端が僅かに欠損している。裏面に主要剥離面を大

きく残す。剥離は比較的粗い。石質は硬質頁岩で、灰色を呈している。

S R 195(第22.23図、巻頭図版 2-4、図版ト 7、18、25)

A区東端のKA38区にあり、地山商で壷の体部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より大

きめの播り鉢状を呈し、規模は断面で上端の長さ0.53111、深さ0.27111である。埋設土器はほぼ正立する。

7は壷形土器で、口縁部と底部を除く約2/3が残存。平面観察では楕円形に歪んでいたが、最大径が体

部上位と想定される。現存高40.3crn、最大径42.9cm、推定底径は12.4cmである。体部最上位もしくは頚部

には援数の、最大径部には6本一組の平行沈線文を施す。二組の沈線文帯は、縦位に施す 5本一組の沈

線文と連結しており、それによって肩部が 7'"'-'8単位の無文帯に区画される。沈線は幅 1'"'-' 2 rnrnの精微

な仕上がりである。最大径部より下方には、{本部最下端部を除き縦位回転のLR縄文を施す。調整は、ハ

ケメの体部最大径部以上に了寧なミガキを施す。体部には、径 7'"" 8 mrn (内面で 3~ 4mrn)の補修孔が斜

めの割れ口に沿って 5 つ確認される。それらを含んで、アスファ)~トが ry の字状に塗布される。また、

大きな黒斑が認められる。内面は丁寧に耀いであるが、表面には細かな剥落が全蕗に晃られる。胎土に

は海綿骨針を含む。焼成は良好で、色調は浅黄撞色である。半精製の土器である。

S R 196(第24.25図、巻頭図版 2司 l、図版ト 8、19、25、26、30)

A区東端のKA38区にあり、地山頭で査の口縁部や体部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土

器より大きめの播り鉢状を呈する。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ0.54111X幅0.441豆、深さ0.24

mである。埋設土器は正立状態でやや西側に傾き、内部には土器片が折り重なって出土した。

8は壷形土器で口縁部や体部の一部を欠損。体部中央のやや上位に最大径をもち、口縁部は緩く外湾

する。全体の約1/2が嫡れる。器高46.9cm、口径28cm、最大径42.9cm、底径16cmである。頚部及び体部最大

径部に、幅 1'"'-' 2 mrnで4本一組の平行沈線文が巡る。体部上半の無文部は、同じ様な縦位の沈線文で4

つに区岡される。縦位沈線文方向の口唇部には、木口によると思われる 3単位の線刻文がある。上下 2

つの横位沈線文には、この下位に沿って1.5'"'-'2. 5cmの短沈線文が巡る。短沈線の中は左が深く、

向に蜂起した筋のあることから、木口を右に押し引きしたと観察される。縦位沈線文の 1つには、上端

い平行沈線を配援する(正面)。調整は、概ねハケメ→沈線→短沈線→縄文→ミガキであるu

部下端にはヘラケズリ状の痕跡が全開する。ハケメは条間の太いものと細かいものがあり、縄文は横位

のRL縄文と考えられる。体部の上位には、径約 1cm(内面で約 5rnm)の補修孔が割れ自に沿って 8個確

きる。このうち、 2偲一組のものが 3対あるので、本来 5対10偲の祷修孔があったと推定される。と

れら 5対の補修孔を繋いで、アスフアルトが確認される。アスファ)vトは、他に口縁部に 2カ所と、底の

抜けた底部割れ自に使用している。底部には穿孔は無いが、欠損部破片が大きい体部上位に想定される

かもしれない。体部下半には、幅 7rnm前後、長さ 5~ 7cmの縄文を切り込む棒状の痕跡があり、大き

斑も認める。また口唇部の線刻文、頚部の平行沈線、結沈線、体部上位の縦位平行沈線、体部中央の平行

沈線で体部下位の縄文の、それぞれに僅かな赤色塗彩の痕跡が認められる。胎土には海綿骨針

焼成は良好で、色調はにぶし ある。半精製の土器である。

S R 197 (第24.26.44図、巻頭図版 3叩 2. 1 -1、図版 8-1、19、26、30)

A区東側のK036区にあり、斜面の地UJ面で精製査の口縁部や体部を確認した。掘り込みは、断面観

察で北側を除き土器と密着している。平面形は略円形と見られ、規模は直径約0.46111、深さ0.26111であ

ハ日
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

るが、斜面に沿った楕円形の可能性がある。埋設土器は正立状態で、斜面側に大きく傾むく。内部からは

玉が 1点出土した。

9は牽形土器で部分的に欠損するのみ。体部上部に最大径をもち、口縁部は強く湾曲する。内外語が

全体的に繍れる。器高47.8cm、口径25.9cm、最大径41.9cm、底径13.6cmである。調整は丁寧な調整を施し、

条のしっかりしたハケメは認められないが、細かい擦痕は確認できる。体部中央には、 2f国一組で使用

した外語径約 1cm、内面径約 5mmの補修孔 6個が確認できる。 3対の補修孔は、約20cmの間隔で横一列

に並び、これに沿ってアスフアルトが微かに認められる。アスフアルトは他に、体部下位に長さ10cm程

のものを含んで 2カ所認める。底部には穿孔があるが、本来 1~ 2cm程度の大きさと推定される。また、

底部には、底部周縁に沿った円盤状の割れ口がある。体部から口縁部にかけて、大きく炭素の吸着した

る。内面では紹いハケメの後に、了寧なミガキを施す。胎土には、海綿脅針や 1~ 3mmの長石を

含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄櫨色である。精製の土器である。

S43の玉は丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は両側から施され貫通しているが、片側には裏面との対応

がうまく行かなかった持の痕跡が残る。石質は緑色泥岩である。

S R 198 (第24.26図、巻頭図版 3-4、図版 8 2.3、問、26)

A区東端のKH37区にあり、地山部で壷の肩部を確認した。掘り込みは、断面観察で壁の上位に強い

段が付く。規模は、断面で上端径0.48m、深さ0.27mで、ある。埋設土器は北西側に30
0

程傾き、底部は掘り

込みに食い込んでいる。

10は頚の長い壷形土器で、頚部と肩部の3/5を欠損。肩部が強く張り、体部上位に最大径をもっ。内外

面はひどく憐れ、粘土紐接合痕に沿ったひび割れが顕著に見られる。現存高28.4cm、頚部径8.8cm、最大

径28.1cm、底径7.5cmである。内外語は無文で丁寧なミガキを施すが、内面の体部上端には、頚部接合に

伴う放射状の工具痕や指頭圧痕を認める。調整のハケメは確認できない。体部中央を中心にした広い範

囲で、炭素の付着が認められる。その中には光沢の強い部分がある。胎土には金色の雲母を含む。焼成は

本来良貯だったと考えられ、色調は樫色である。精製の土器である。

S R 199(第27.28図、巻頭図版 6 1、図版 8-4、19、26、30)

人区東端のKG37s38区にあり、地山商で護の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で上器埋設よ

り大きめで壁は強く傾斜する。平面形は円形で、規模は直径0.42m、深さ0.3n1である。埋設土器は正立

しており、底部は掘り込みに食い込んでいる。焼成は良好で、色調はにぶい黄樺色である。

11は護形土器で、口縁部と底部付近の一部を欠損。体部上位に最大径をもち、口縁部は内湾気味で僅

かに外傾する。口唇部は、指頭による細かい波状文が連続する。器高36.2cm、口径24.3cm、最大径30.6cm、

底径9.7cmである。頚部を除く全面に、 LRと考えられる縄文を施す。調整はハケメの次に縄文を施し、

その後頚部に横位のナデを施す。体部中央やや上位には、内面で割れ口が斜めの不自然な状態があり、

底面も含んで穿孔の可能性がある。体部下位には、径8cm前後の黒色付着物の範囲を、内外国にはいく

つかの黒斑が認められる。内面にはハケメの後丁寧なミガキを施す。胎土には細砂を顕著に含む。焼成

は良好で、色調はにぶい黄援色である。粗製の土器である。

S R 298(第27・28図、図版 8“ 5・6) 

A広東側のKT35区にあり、地山面で衰の胴部を確認した。掘り込みは、断面観察で、土器埋設より

きめの播り鉢状を呈する。規模は、断面で上端の長さ0.38m、深さO.lmである。埋設土器は正立してい

-43-
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第三節 弥生時代の遺構と濯物
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第4章調査の記鎌

るが、かなり外側に開いた状態である。

12の器形は不明で、体部下半を残存。内外面の全体が嫡れる。現存高19c1ll、底径9.4clllで、ある。外部の調

整は丁寧なミガキを施すが、内面は不明である。底部には円周に沿って割れ口が見られ、底面には

「井J形状の浅い痕跡が一つ見られる。内外国は炭素の付ー着で、全体に黒っぽいが、内閣底部中央から体部

高20cm位までは、洋梨状に器商の地肌が現れている。この形の輪郭を取り巻くように、幅約 1Clllの酸

化鉄がやや厚めに付着する。この部分の外面は、やはり地肌が現れ周辺には黒色炭化物が特に目立つ。

胎土には、 1'"'-' 2 mmの砂粒を顕著に含むO焼成は本来良好と考えられ、色調は樺色である。精製の土器で

ある。

S R 299(第27.30図、巻頭図版4“ 1、図版19.30)

区東側のKS37区にあり、地山面で確認した。

13は護形土器で、口縁部と体部上位の半分、底部を欠損。体部の上位に最大径をもち、口縁は「く Jの字

の頚部から短く外傾する。口唇部は平坦である。体部下半はJ腐れている。器高38.5clll、口径32.9clll、

径39.8cm、底径11.2cmである。頚部の屈折部には幅約 4mmの平行沈線があり、上のロ縁には斜縄文が、下

には長さ 1'"'-' 1. 5C111の列点文、更にこの下には頚部と同じ沈線文が巡る。体部上端を除く全面には、

回転の LR縄文を施す。調整は、縄文を施す前のハケメらしい痕跡が一部で確認できる。縄文の次

行沈線文を施し、後に列点文を配置する。体部の上半を中心に、黒色付着物が顕著である。内面は、ハケ

メの後に丁寧なミガキを施す。口縁部の一部には明瞭なハケメが見られ、内面下半には、酸化鉄その他

の赤色付着物を顕著に認める。胎土には海綿骨針を含む。焼成は良好で、色識はにぶい黄櫨色である。

製の土器である o

S R 300 (第29.30図、巻頭図版 5-4、図版 9-1 • 2、20、26)

A区東端のKF.KG区にあり、地山国で棄の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で土器哩設よ

り大きめのもので、西側は湾出した強い傾斜をもち反対側には中央に強い段がある。規模は、断面で上

端の長さ0.35m、深さ0.3111である。埋設土器は正立状態で僅かに傾いている。

14は嚢形土器で、口縁部の1/3と体部上位の一部を欠損。体部上位に最大径をもち、口

7干 fcバ仁ご-+時ブ
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r-t /，τF円円円円‘ 1=1， _j_./iτZliC r-;~~ ~ノ'i7J\~~，-ア:; +. '7 
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νノ

には幅約 2mmの沈線文があり、これ以外にはLRの縄文を施す。調整はハケメ

ナデ→沈線のJI'震である。体部上半より上に黒色付着物を認める。内面は、頚部以上でハケメの後にミガ

キを施すが、i本部はナデ、だ、けを行っているようである。内外面には黒斑を認める。飴土には縮砂

焼成は良好で、色調はにぶい権色である。粗製の土器である。

S R 301 (第29.31図、巻頭図版 4-3、図版 9 3.4、11“ 1、20、22、23、26、30)

A区東端のKG37区にあり、地111道iで粗製護の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察でかなり大

きく左側の壁が凸凹するが直立気味に立ち上がり、反対側は緩い揺り鉢状 る。規模は、断面でよ

端の長さ0.66111、深さ0.42mである。埋設土器は正立状態で15
0

程傾き、底部は掘り込みの中央に食い込

んでいる。内部から小型浅鉢(16)が出土した。

15は護形土器で口縁の2/3を欠損。体部内外面の約1/2が嫡れている。器高42.7cm、推定口径29cm、

径38.7cm、底径10.6cmで、ある。口縁部は無文で、休部には斜位回転の LR縄文が主体的である。調整は、

ハケメサ縄文の後に口縁部にミガキを施す。頚部に径約 4mmの補修孔(内聞は約 2mmだ、が周縁が 5'"'-'10 

組
閣
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S R300 

l 褐色土(IOYR4/6) 粘土、炭化物混入、回質。

2 Ii'lti'b色土(IOYR5/6) シルト、軟質。

3 t島色ゴ'.(IOYR4/6) シルト、炭化物・地 LLJ :Iこ混入、やや !1次 1~to

4 褐色土(IOYR4/6) 1'llj二i二~シルト、地LirJ二I見入、軟質。

5 ri'b色土(IOYR4/6) 粘土九シルト、炭化物混入、ややi副賞。

。掲色土(lOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物混入、ややJl~k'#rc

SR301 

S R301 

l 褐 在色oJ上二(什lOYR4引/6ω) 品利粘Ij二1二~シル ト、f地山iJ山Jμ…1土J混JιL入、Iが1[1リ次;質O

2 計，

3 褐 色 uけIOYR4引/6ω) iも粕i日古lj←!上二~シル ト、， J血山|山11 干十土l卜上→二-イi混j兄も入、ややi紋i欽次 ~~IしO 

4 褐 色 u川IOYR4引/角6ω) シjルLト、占炭t1化ヒ4物却“j地也山Li山111.il'E入、やや軟

5 褐色こi二(IOYR4/6) 粘土~シルト、淡化物・池山土混入、ややおi段。

SF司302
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モ~~y

1 fお色 1'.(lOYR4/6) 1'lli士、地11I l.i1L入、やや|刈t!tc
2 11計局色 1.(10Y只3/4) シルト、決fヒ物.1也IIIU1U.、ヤベコ川氏υ

3 褐 jこ(1OYR4/6) *li:1. ~シルト、炭化物 j也 ILJJ: iJ~入、 l，l ，l'ft

4 WtrEl色 1'.( 1 OYR5/8) 111i I~ ~.シルト、 iì~1ヒ物 j自 111J-.iJ~入、]，';Iftc

5 Wi'褐色一UIOYR5/6) すIlilチヘシ Jt--ト、炭化物 j自ILIU凡人、ややが

b 褐色 1~(IOYR4/6) 1'llîl:~- シルト、炭化物・地 1111:泌入、やや牧民。

7 お色 1:(IOYR4/白) 粘土、民化物iTt入、 11';lrto

日 初:1:.(10YR4/4) Wi 1ヘシルト、JUlLIII:ilt入、ペコペコi材質。
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物
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第 4章調査の記録

mmの範簡で拳IJ落)。底面には、穿孔と判断される径4cmX4cmの不整形の孔がある。内部の調整はT寧な

ミガキを施すが、それ以前のハケメは不明瞭。体部下端には、アスフアルトが割れ口断面に食い込んで

確認できる。また内面上位には煤状の黒色付着物を、内外面には黒斑が認められる。胎土には細砂を含

む。焼成は本来良好だ、ったと考えられる。色調はにぶい黄櫨色である。

16は小型の浅鉢形土器で、口縁部と体部の一部を欠損するミニチュア品である。突出気味の底部より

直線的に外傾する。器高3.2cm、口径7.9cm、底径3.5cmで、ある。口縁部には、幅約1mmの平行沈線が約 2本

巡り、縦の短沈線で欠損部を除く lカ所が連結する。体部には細い撚糸文を充填する。内面の口縁部に

も同じ様な沈線が l本あり、体部にはミガキを施す。内外面に黒斑がある。胎土には細砂を含む。焼成は

良好で、色調はにぶい黄櫨色である。粗製の土器である。

S R 302(第29-32-33図、巻頭図版 5“ 1、図版十 5.6、20、27、30)

A区東端のKE38.39区にあり、地山富で衰の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器よ

り僅かに大きく掘り下げる。平扇形は不整の楕円形で、規模は長さ0.49111X幅0.44111、深さ0.:39mであ

る。埋設土器は正立するが、健かに南西側へ傾く。

17は護形土器で口縁部の一部を欠損し、体部下端がJ腐れる。体部の上位に最大径をもち、口縁音I~は外

湾する。器高45.2cm、口径34.1cm、最大径39.7cl1l、底径11.6cmである。頚部屈曲部の直下に、 l 本がi陪 3~

4mmの平行沈線文4本を配し、更にその直下に縄文の原体圧痕による列点文を施す。口縁部は口唇部に

縄文を、それ以外にはハケメを意間的に残す。体部は下部の一部を除いて、 LR縄文を不定方向に施す。

調整は、ハケメ→縄文→圧痕→沈線文の順である。口縁には、 2個一対で径約 8mm(内面で約 5mm)の補

修孔があり、右下にはやりかけの痕跡がある。この補修孔に関わった下方の体部には、割れ口を繋いだ

アスフアルトの補修が明瞭に確認できる。底部には、約3.5cmX約3cmの方形状の穿孔がある。黒斑の痕

跡も明瞭である。内閣は、ハケメの後に丁寧なミガキを施す。胎土には細砂を含み、焼成は良好である。

色調は表面がにぶい黄様色で、 ある。粗製の土器である。

S R 303 (第34-35図、巻頭図版 2-3、図版 9-7-8、20、27、31)

A区東端のKC39区にあり、地山商で壷の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より

きめのもので、壁は組側が斜めに張り出し東側は僅かに食い込む。平面形は不整円形で、長さU.54n1

Xr揺0.49111、深さ0.35n1で、ある。埋設土器は正立しており、底部は掘り込みに食い込んでいる。

18は褒形土器で、口縁部を部分的に欠損するのみ。体部中央やや上位に最大径をもち、口縁部は緩く

外反する。体部及び底面は繍れる。器高42.9cm、口髭26.lcrn、最大径36.9cm、底径12.5cmである。頚部及び

体部の最大径部に、 1本がI幅約 2mmで4本一組の平行沈線文が巡り、体部上半の無文部は同じような沈

線文で4つに区画される。縦位沈線文の一組は、上位で 5本になるが下位では4本の沈線に修正されて

いる。縦位沈線文方向の口唇部には、欠損部を除いて 4単位の線刻文がある。横位沈線文の下位に沿っ

て長さ 1cm程の列点文(工具の先端による)が巡るが、下にある沈線文の上位にも、一区画の無文帯(体

部上位右)を除き河じように巡る。縦位沈線文の上下両端からは、それぞれ左右に長さ1.5~ 2 crnの短沈

線が縦の沈線に連続して平行に延びる。このうち、列点文が欠如した無文帯を区画する左右の沈線文の

上位部分だけが、短沈線の下に列点文が配置されており、他では上下に重ならない。調整は、体部の平行

線より上方では概ねハケメ→沈線→列点文→ミガキで、下方ではハケメ→縄文→沈線文→列点文であ

る。縄文は、縦位回転のLR縄文と考えられる。底面には約2.5crn四方の穿孔があり、周縁に沿った円盤

つω
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

状の割れ口も認められる。体部には大きな黒斑を認めるが、部分的に黒斑と異なる黒色部分もある。内

面には丁寧な横位のミガキを施す。胎土には海綿骨針を含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄樟色であ

る。半精製の土器である。

S R 306(第34・36図、図版10-3) 

A区東端のKA36区にあり、地山頭で棄と考えられる体部を確認した。掘り込みは、存在が観察でき

る程度である。埋設土器は45
0

程傾く。

19は護形土器と考えられ、底部と体部下位を残存。内外面が嫡れる。現在高13.3cm、底径11.3cmである。

体部には斜位回転のRL縄文を施すが、下端は無文である。内面の一部に黒色付着物を認める。胎土に

は 1'"'--2 mmの砂粒を顕著に含む。焼成は本来良好だ、ったと考えられる。色調はにぶい黄櫨色である。粗

製の土器である。

S R 307 (第34.36図、図版23)

A区東端の JT38区にあり、地山面で粗製棄と考えられる体部を確認した。掘り込みは、断面観察で

土器と密着している。規r模は、断面で上端の長さ0.25m、深さO.lmである。埋設土器は正立しており、僅

かに傾いている。

20は髪形土器と考えられ、底部と体部下位のみを残存。内外面が繍れる。現存高13.8cm、底径10.5cmで

ある。体部には斜位田転のRL縄文を施す。底面には円周に沿った割れ口がある。内外面には、黒色付着

物が顕著である。胎土には 1'"'--2mmの砂粒を顕著に含む。焼成は本来良好だ、ったと考えられる。色調は

にぶい黄援色である。

S R 309(第36.37図、図版20.31)

A医東端のKA38区にあり、地山菌で護と考えられる体部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設

土器より大きめの揺り鉢状を皇し、東側が最も低い。平面形は路円形で、規模は直径約0.3n1、深さ0.1111

である。埋設土器は正立している。

21は嚢形土器と考えられ、底部と体部下半の3/4が残存。体部の器肉は 3'"'--5 mmと薄く、底部はやや突

出したような形態で、全体が繍れている。現存高17.5cm、底径 9cmである。全面に斜位回転のRL縄文を

施す。上位には、横にrj届7I1lm前後のアスフアルトが割れ自に沿って見られる。そこから不規員ぜながら垂

直方向に、やはり同じ位の幅で4本のアスフアルトが認められる。これらは割れ目に沿うわけではなく、

流れ落ちた状態とも思われないので、先のアスフアルトを利用した文様の可能性がある。底部中央には、

穿孔部らしい割れ口があるが不明瞭である。給土には細砂を顕著に含む。焼成は不良で、色調はにぶい

樫色である。粗製の土器である。

S R 311 (第37.38.44図、巻頭図版 1-1、図版10-1 . 2、20、2、31)

A区東端のKC39区にあり、地山面で査の肩部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より

かに大きいもので、援は商東側に凹凸があり北側は土器と している。平田形は不整楕円形で、規模

は長軸0.57mX幅0.51m、深さ0.47111で、ある。埋設土器は正立しており、僅かに北西側へ傾く。内部から

は玉が 1点出土した。

22は嚢形土器で体部の一部を欠損し、口縁部は一部を残存するのみ。体部上位に最大径をもち、口縁

部は短く外反する。器高51.9cm、口径32.2cm、最大径44.3cm、底径16.1cmである。頚部には、幅 3'"'--4mmの

平行沈線文が3本巡り、その下端にも長さ 2'"'--2. 5cmの短沈線文が巡る。調整は、ハケメの後に丁寧なミ

に
リ

に
リ



第4章調査の記録
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第 4章調査の記録
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

ガキを施す。底部中央は分厚く、中央に約4cm>く約2.5cmの穿孔がある。底面の外周より 1.5cm内側には、

底が抜けたような割れ口があり、その一部にアスフアルトを認める。また体部には、 2カ所の大きな黒

斑がある。内面には、口縁部の口容側にI福3mm程の沈線文が2本巡る。調整はハケメの後ミガキを施す。

体部上位には横伎のハケメが顕著に残る。胎土には細砂を含む。焼成は概ね良好であるが、内外面には

J腐れた部分が顕著である。色調はにぶい櫨色である。精製の土器である。内部からは玉が 1点出土して

いる。

S44の玉は全面が丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は両側から施され貫通しているが、穿孔部として薄

い部分を選択している。石質は璃瑠である。

S R 312 (第37.39図、巻頭図版 3-3、図版10-4、21、27、31)

A区東端のKC39.40区にあり、地山罰で口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より

かに大きく、壁が湾曲して強く立ち上がる。平面形は不整形で、規模は長さ0.33mX幅0.29m、深さ0.37

mである。埋設土器は正立しており、底部が掘り込みに食い込んでいる。

23は壷形土器で、口縁部から体部上位の一部を欠損。内面は体部中央を中心に嫡れがある。全体的に

体部やや上位に最大援をもち、口縁部は直立してから外湾する。器高37.6cm、口径19.7cm、最大径32.1cm、

底径11.7cmである。頚部付近に幅 2"-' 3 mmの平行沈線文を巡らし、その直下に 1~ 1. 5cmの列点文を施

す。調整は、ハケメ→沈線文・列点文の後に全面的にミガキを施す。底面には直径約 3cmの半丹形の穿孔

アスフアルト

第39図遺構内出土土器(15)弥生⑮SR312 
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第4章調査の記録

がある。体部下部から底面穿孔部の直線に沿い、さらに反対側体部下端にかけて、一直線上にアスフア

ルトが確認される。体部上位には黒斑がある。内面下部には、幅2cm前後の酸化鉄と思われる環状部分が

ある。内面の調整には丁寧なミガキを施す。胎土には海綿骨針を含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄色

掻色や明赤褐色である。精製の土器である。

S R313(第40.41図、巻頭図版4-2、図版10-5 • 6、21、27、31)

A区東端のKC39区にあり、地山面で衰の口縁部を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より

きめの揺り鉢状を呈し、北東側は緩やかである。平面形は不整楕円形で、規模は長さ0.65n1X幅0.6m、

深さ0.3mで、ある。埋設土器は正立している。

24は嚢形土器で底部の半分を欠損。体部上位に最大径をもち、頚部は緩く屈曲し口縁部は外傾する。

現存高46.4cm、口径41.7cm、最大径51.1cm、底径13cmである。体部で、は粘土紐の痕跡が明瞭で、底部を除

く13の粘土接合帯が確認できる。「輪積みjの可能性がある。体部と口唇部には縄文を施し、頚部と口縁

部は無文である。縄文は斜位回転のLR縄文で、調整は縄文の後にミガキを施す。口縁部の1/3と体部の

には、少ないながら黒色付着物が見られる。内面には丁寧なミガキを施す。給土には約1mmの砂粒を

に含む。焼成は不良で、色調は樫色である。粗製の土器である。

S R 330(第40.42図、図版10-7 • 8、21、28、31)

A区中央LB37区にあり、地山街で査と棄を確認した。掘り込みは、断面観察で埋設土器より大きめ

の播り鉢状を呈している。規模は、断固で上端の長さ0.3m以上、深さ0.3mで、ある。埋設土器は、壷が正

し棄は北側壷中央部で横に被さる。

25は壷形土器で、体部上端より上部を欠損し内外面が欄れている。体部上位に最大径をもっ。現存高

25.2cm、最大径25.9cm、底径8.3cmである。体部では粘土組の痕跡が明瞭で、現存で10カ所の粘土接合帯

が確認できる。水平でない接合痕が観察される所もある。内外部は無文で丁寧なミガキを施す。底部中

央には1.7cm X 1. 2cmの、体部最大部のやや下に 5mmX4mmの穿孔がある。体部に薄く光沢のある黒色付

着物と、煤状の黒色付着物の 2つを認める。前者はアスフアルトかもしれない。胎土には細砂を含む。焼

成は不長で、色調はにぶい黄櫨色である。底部付近には円周に沿った割れ口がある。精製の土器である 0

26は菱形土器と考えられ、底部と体部下位を残存。内外商が部分的に嫡れる。現存高山.3cm、底径7.4

cmである。文様は縦位の縄文を施し、調整はハケメの後に縄文を施す。内面の調整は、丁寧な横位のミガ

キを施す。内外面に黒斑と考えられる痕跡がある。胎土には細砂を含む。焼成は本来良好であったと考

えられる。急調はにぶい黄掻色である。粗製の土器である。

S R 342(第40・42図、巻頭図版4-4、図版21・28・31)

A区中央部やや東側のLA38区にあり、護の体部を確認した。口縁部よりかなりの部分を部平してし

まった。掘り込みは、断面観察で埋設土器より大きめの搭り鉢状を呈する。規模は、断面で上端の長さO.

4m以上、深さ0.3m程である。埋設土器は正立している。

27は髪形土器で、底部と口縁・体部の一部を欠損。中央やや上位に最大径をもち、口縁部は緩く外傾す

る。器高44.4cm、口径22.7cm、最大径36.6cm、底径13.3cmである。頚部には、 l揺約 3mmで3本一組の王子行沈

線文が巡る。体部は縄文で口縁部は無文である。縄文は縦イ立回転のLR縄文である。調整は、ハケメ→縄

文→沈線文の後にミガキを施す。体部上位には、3.5cmX 3 cmの内面から力が加わった穿孔がある。内外

部の大半に、炭素の付着が認められる。内面はハケメの後にミガキを施す。胎土には、 1~ 2mmの白色砂

-60 
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SR313 

S R313 

l 褐色仁(けlOYR4引/6ω) 

2 r詰色 iト一(けlOYRミu斗4/4ω) 

3 黄奇十褐母色了士iト→二~ (υiωOYR5幻/6ω) 

4 "1改者計+禍再色 !ト一-.(けIOYRミ5幻/ι引) 

一一一-B 

↓iE二仁}シ)~ト、炭化物・地 LLJ ::I二 iH.入、やや[吉lî'L

1'<'î二仁~:.- )~ト、 j也山 Ult入、秋賞。

者Jiごトーへシ)[/ト、地山士混入、l主|賞。

6 賛i青Tηf褐島色二ゴuけlOYR5幻/6ω) 骨 5一…O肝Y

I'<'i-I今~シルト、炭化物・:liliLLJ+il'E入、やや軟質n

粘土~シルト、炭化物・地LLJj~混入、やや間質。

も1]:1二、 jえfヒ物・1出LLJ二i二混入、国資。

SR330 

，... 1 .... 

A一一一- :. ~ A Ui 一一一一 B
-

A --29.lm -一一-B

S R330 

1 褐色土 (lOYR4/4) シルト~砂、地山二1:ì1i\入、やや軟 í~îo

2 褐色二I=(lOYR4/6) シルト~砂、地111:上J見入、やや軟賞。

3 褐色:.1:(lOYR4/6J 粘土~シルト、j也山土泌入、ベベ:';J!次長。

第 2節

SR330 

第40関土器埋設遺構(8)弥生⑧SR313.330・342
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第 4主主 調査の記録

粒を顕著に含む。焼成は良好で、黒色以外の色調はにぶい黄澄色である。粗製の土器である。

2 土坑

S K224(第45図、図版12-1 ) 

A区中央やや東側のKR35区にあり、地山面で確認した。 SD495に切られている。平面形は楕円形で、

規模は長さ2.21mX幅1.92111、深さ1.53n1である。断固は、上端から深さ約O.8~O. 9111のところより上

方は広がり、下方では箱形を呈する。壁はかなり由凸があり、底面中央はやや高くなる。

S K227(第45図、図版122) 

A区中央やや東側のLA35.36区にあり、地山商で確認した。平面は不整の楕円形で、規模は長さL77 

〈二〉 S37 

縦 3.2cmX横1.7cmX最大厚 O.6cm

重量一 2.2g

く〉 S39 

2.25cm X l.lcm X O.5cm 

O.7g 

¥ I 

く > S41 

2.7cm X O.9cm X O.35cm 

O.4g 

/ ¥ 

くこ> S38 

2.45cm X O.85cm X 3.5cm 

O.6g 

/ ¥ 

てこ〉 840 

2.7cm X O.9cm X O.3cm 

O.3g 

く〉 S42 

2.4cm X O.95cm X 0.45cm 

O.3g 

第43~ヨ遺構内出土石器弥生 S37~S42 
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第 2節 弥牛時代の遺構と遺物
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S43 

1.1 cm X 1.0cm X O.55cm 

3.5mm X 3.5阻 O.3g

大きさ一縦 2.6cmX横 2.25cmX最大厚 l.lcm

穿孔径縦4.5mmX横 4.5mm 重量一 7.9g

1.9cm X 1.6cm X O.7cm 

4.5mm X 4.5mm 3g 

S44 (JJj 
3.0cm X 1.5cm X O.8cm 

6mm X 6mm 5.4g 
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第 4章調査の記録

111Xlj雇1.3m、深さ0.43mである。断面は、長軸の両端側が直立気味に立ち上がり、短軸側ではやや緩や

かな傾斜を示す。底面の南東端は、壁へ緩やかに移行する。底面は長軸の両端が僅かに低い。

S K228(第45図、函版12岨 3)

A区中央やや東側のKT35区にあり、地山商で確認したフラスコ状土坑である。平面は円形に近い楕

円形で、規模は長さ1.66mX I揺1.52mである。断面は、上端から深さ約0.61nのところより上方がやや開

き、下方では逆台形状に大きく広がる。特に南東側で著しい。底面は南東側に緩く傾斜する。

S K229(第46図)

A区中央やや東側のKT35区にあり、地山面で確認した。平面は楕円形で、長さ1.37mX帳0.6m、深

さ0.6mで、ある。壁は直立気味に立ち上がり、底面は平坦で北側へ強く傾斜する。

S K235(第46図、図版12-4) 

A区中央やや東側のLC.LD38区にあり、地山面で確認した。平面は不整の檎円形で、規模は長さ1.

23mX幅O.78n1、深さO.48mである。壁は、北西側の壁が湾出して直立気味に立ち上がり、反対側も直線

的に直立気味を呈する。

S K236(第46図)

A区中央やや東側のLD37区にあり、地山面で確認した。平面は不整の楕円形で、規模は長さ0.74m

x幅0.45m、深さ0.17mで、ある。壁はやや緩く立ち上がり、底面もやや丸みがある。

S K237(第46図、図版12“ 5)

A区中央やや東側のLD37区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ0.87

m)く幅0.47m、深さ0.28mである。壁は直立気味に立ち上がり、中央に僅かな段をもっ。底面には凹凸が

ある。西側短軸の上端が直線的である。

S K239(第46図、図版12-6) 

A区中央やや東側のLE37.38区にあり、地山部で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.36mX 

幅0.81m、深さ0.31Inである。壁は南側が湾曲して立ち上がり、北側は緩く傾斜する。底面は中央東側が

僅かに高い。

S K241(第46図、図版12四 7)

A区中央やや東側のLB35区にあり、地山商で確認した。平田形は不整の楕円形で、規模は長さO.77 

lnX幅0.421n、深さ0.33mである。壁は直立して立ち上がり、底面には僅かに凹凸がある。

S K242(第47図、図版)

A区中央やや東側のLB35区にあり、地山面で確認した。平面は隅丸長方形状で、規模は長さ1.33m 

x幅0.6m、深さ0.32mである。壁は北西側が連立気味に立ち上がり、南東側では緩い傾斜を示す。底面

は北西側で一段高くなる。北西上端と南東下端は直線的である。

S K243(第47図、図版12-8) 

A区中央やや東側のLA35区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.04 

mX幅0.53m、深さ0.2mである。援は北西側が直立気味に立ち上がり、南東側では緩い傾斜を示す。底

面には凹凸がある。

S K245(第47図、図版13-1 ) 

A区中央やや東側のKT36区にあり、地山面で確認した。平面形は隅丸の台形状で、規模は長さ1.27 

po 
po 



SK224 
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A 一一一ー …一一明 8 

X¥// 
A 一一一.28.7111 一一一 B

S K224 

1 盟褐色1:.(IOYR2/3) シル卜~砂、炭化物・地111:1二混入、やや軟質。

2 陪褐色二l二(lOYR3/4) シルト~砂、炭化物・地LLJ土混入、やや11次'fJo
3 rlll 色 ニI:(IOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物-池山二i二混入、困質。

4 褐 色土(IOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物-地 LLJ:上混入、やや悶 í~o

5 黄褐色一|二(IOYR5/8) 粘土~シルト、炭化物.j也LLJ土混入、|活11'10

6 lW褐色二1:(IOYR5/8) 粕ご|二、炭化物地山土混入、やや軟質。

7 防災禍色土(IOYR6/8) 粘土、炭化物・j也山二卜.iJ¥h入、困質。
8 lijji]i'!tlll色仁(IOYR6/8) もijl二、炭化物・池山土混入、やや)1次質。

第 2節 弥生時代の遺構と遺物

⑨ 
SK227 

A -一一一 一一一-8

A-一一一 29.1111 一一…吟 8

S K227 

I 11計局色土(IOYR3/4) シルト九百合、Jili山上浪人、やや間賞。

2 褐 色 土(lOYR4/6) シルト~砂、炭化物・地LLJ二仁混入、やや田技。

3 rむ褐色J二(IOYR3/3) シルト~砂、炭化物・池11I土混入、軟1L[υ

4 r月色一|て(IOYR4/4) 会ルト、地11I卜混入、やや軟質c

5 rlll色土(IOYR4/4) 会ルト、地rLI土混入、やや軟質。

司 SK228 

A一一一回 ー-8

、込~

A 一一一 一一一一白

町1

第45図 土 坑(8)弥生①SK224・227・228
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第 4章調査の記録

SK229 全日 SK235 

A 一一一一 一一一一 8 
A一一一叩 一一-B 

A 一一一向 29.1m 一一一一 B 

A -一一一 29.1m 一一一一 B

S 1¥:229 

1 11計局色ー1:(lOYR3/4) シルト、炭化物・地1I1土混入、やや|古1'&to 
2 11計局色土(lOYR3/4) シルト、炭化物・地LI仁i叩泌入、やや11次質。

3 !:IMl>b色 I~. (1 OYR4/3) シルト~砂、炭化物・J也山土悦入、やや軟賞。

4 筒包土(lOYR4/6) シJcト、炭化物・主l!L1.1二仁混入、ややil次獄。

5 褐色土(lOYR4/4) シルト、炭化物・地111こi二混入、やや軟質。

6 itr褐色土(lOYR5/6) シルト、炭化物・地LLJ:l二混入、ややlj!i，氏。

S 1¥:235 

1 i1，3i'l>b色二!二(lOYR3/3) シ)~ト、炭化物・地山土混入、やや秋貨の

2 褐色二十一(lOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物・地山土混入、やや!日氏。

SK236 SK237 

A一一一 0) 一一一一 B A一一一一 (とコ 一一一一 8

A-一一一 29.1m 一一一 B
A 一一一一 29.1m 一一-B

一~一

¥二三玄一
S 1¥:236 

1 IIjff褐色ニ|二(lOYR3/3) シルト、炭化物・地111土混入、やや軟質。

2 褐色 t(lOYR4/4) シル!、、池L11土混入、やや困質。

3 n計目色土(lOYR3/4) 粘土~シルト、炭化物・地山土混入、秋質。

4 n計局色土(lOYR3/4) 粘~1一一~シルト、炭化物地LU土混入、やや秋質c

SK239 

心ウ
SK241 

A一一一ー 一- B A-Cコ- - B

A 一一一司 29.201 一一 B ーモゴ
S 1¥:239 

1 褐 色 よ.(lOYR4/6) シルト、炭化物.J也山土混入、やや秋氏。

2 掲色土(lOYR4/6) シルト、炭化物.J也LLI土i見入、秋質。

3 褐色土(lOYR4/6) シルト~粘土、炭化物地I1JUJs入、やや|占i氏。

4 褐 色 HIOYR4/6) シルト、地111二ti.立入、やや軟質。

第46鴎土坑(9 )弥生②SK229・235'"'-'237・239・241
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

111XI福0.71m、深さ0.36mである。南北の上端は、南側が長く北側が短い。壁は南側が直立気味に立ち上

がり、北側では湾曲する緩い傾斜を示す。南側壁の直下は浅く窪む。底部は南端を除きほぼ平坦である。

S K246(第47図、図版13 2) 

A区中央やや東側のLF38区にあり、地山部で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.63111X幅1.

01111、深さ0.47111である。壁は南側が直立して立ち上がり、北側では直立気味に立ち上がる。底面には僅

かな凹凸がある。

S K247(第47.44図、巻頭図版 1-1、図版13-3 ) 

A区中央やや東側のLF39区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.11 

111X幅0.86m、深さ0.42111である。壁は北東側が直立気味に立ち上がり、南東側では湾曲して緩い傾斜

を示す。壁面には凹凸がある。底面はほぼ平坦である。内部からは玉が l点出土した。

S45の玉は白玉である。ザラザラした粗い作りであるが、穿孔部の穿孔痕は鮮やかである。石質は緑

色泥岩である c

S K248(第48.43図、巻頭図版トし図版13山 3)

A区中央やや東側の LF40区にあり、地山面で確認した。平面形はやや不整な隅丸長方形で、規模は

長さ0.84mX幅O.67m、深さO曇 38mである。壁は北西側がやや緩く立ち上がり、中央部に出っ張りがあ

る。南東側は湾曲して直立気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。内部より石飯が I点出土した。

S38の石鍛は円基鍛である。先端と基部の一部が欠損している。全面に細かく丁寧な調整を施す。石

質は硬質頁岩で、白色を呈している。

S K251 (第48図、図版13-4) 

A区中央やや東側のLA34.35区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.

6mX幅0.77m、深さ0.43mである。壁は北西側が直立して立ち上がり、南東側でも直立気味の傾斜を示

す。底面は南東側から北西側へ緩く傾斜し、僅かに凹凸がある。

S K252(第48.44図、巻頭図版 1命 1、図版13-5 ) 

A区中央やや東側のLA.LB34区にあり、地山間で確認した。平面形は整った楕円形で、規模は長さ

ずミコTハ 0 1___ 、Y713-.:>c-ハ円円一-_，.ー、cl-ヴ ロ立)-J・ τ壬=τ士;-[口rlL♂仁'- r主 .(riSL ノ…iザ+- 1 L ミ~ )パ ーII~ コヨゴ I口 !r~)--+-~-
1. ;) i 111 ;'¥ ijimv. o llTl、休己 V.00111l.の旬。室主同 j拘束1期 lPヤヤ阪'"_l_L ':::) _[二lPり、イし開聞に同γ ヤ強¥，;.¥1唄桁ゼ

示す。底面はやや凸凹している。内部より玉が I点出土した。

S46の玉は勾玉状の形態で、全面が丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は両側から施され貫通している。

石質は緑色泥岩である。

S K253(第48図、図版13四 6) 

A区中央やや東側のKT.LA35区にあり、地山間で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ

1. 03mX I1届0.75111、深さ0.37mである。壁は西側が直立気味に立ち上がり、東側ではそれよりやや緩い

傾斜を示す。底面は東側が次第に高くなっている。

S K255(第48.44図、巻頭図版 1-1、図版13-7 ) 

A[ま中央やや東側のKT.LA35区にあり、地山商で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ

1. 25mX 1福0.82111、深さ0.4mである。監は西側が緩く立ち上がり、東側は痕立気味に強い傾斜を

底面は西側で幅0.25111の短い平坦部を造り、そこから東側に徐々に高まる。内部より玉が 1点出士‘した。

S47の玉は元来全面が丁寧に磨かれ、光沢のあったものと推定される。石質は総色泥岩である。
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第4章調査の記録

ιヴ SK242 

A -一一司 一一一明 B

A -一一一 29.101 一一一回 B 

S K242 

1 褐色土(10YR4/6)

2 褐色土(10YR4/4)

3 H部品i色ゴー(IOYR3/4)

4 褐色土(10YR4/6)

5 時十日色ゴニ(10YR3/4)

6 褐色土 (10YR3/3)

7 褐色土(10YR4/6)

粘土~手)[，ト、地山こと混入、やや回質。

シルト~砂、焼土・炭化物・池山土混入、やや~手;質。

粘土~シ )l，ト、炭化物・地111よ混入、やや凶

Wí 卜~~シルト、焼士:炭化物・地L1 1ごi二混入、やや i孟IFf。

シルト、炭化物・J也山土混入、ややlW:質。

シルト、j也山 Li.見入、やや111質。
Wi:I二、炭化物・地ILu.i見入、間賞。

ね
付 SK245 

A-一一ー 一一一一 B 

A-一一一 29.001 一一一一 B

S K245 

1 褐色こ!こ (10YR4/6) 粘|二、地111土混入、問針。

2 灰lW褐色ゴ:(10YR5/2) シルト、炭化物-地山一UJ~入、やや殴Ino

3 掲 包土(IOYR4/6) シルト、炭化物-地山土混入、やや)1次質。

4 古r褐易 色 二士I~.二 (υIOYR5幻/6ω) i品利粘i世也Ji仁←了土一
5 t掲号 色 ゴ土二ゴ(lOYR4勾/6引) シルト、t炭党イ化ヒ凶4物旬.1地1也k幻!川11卜i日!t入、やや1問:占刈E司11'質

お SK247 

A-一一一 一一一 B

A 29.201 一一一一 8

時 SK243 

A -一一一 一一一申臼

A 一一一時 28.801 一一一一日

S K243 

1 褐色土(10YR4/6) シルト、炭化物・:li!lILI土混入、やや軟質0

2 褐色土 (lOYR4/6) シルト、炭化物・地山土混入、軟質。

3 }I有褐色二i二(10YR5/4) 粘土~シルト、炭化物・地LLJ土混入、やや軟質。

4 2者褐色 1-(10YR5/o) 料上~シ)[..ト、炭化物，主lllL!I.lft入、やや同質U

SK246 

A一一一 一一-8

A 一一一一29.201 一一一一 B

S K246 

1 褐色一1:_(1 OYR4/4) シルト、炭化物地山土混入、ややI古i'fJo
2 褐色二仁(10YR4/6) シルト、炭化物・地ILJ土混入、やや間賞。

3 議褐色土(10YR5/8) 粘土、炭化物地山土混入、WI質。

4 i焚i竜峠t討?揚号色 HけlOY只刃0引) 粕了ナ卜一~シルト~炭化物.地!山11土t混児入入一~ややp肉i司貿

5 11 

6 主黄t竹十禍詰色…1上上卜今:停(什10YR5幻/舟8別) す粘[1占I;J:~ シjルLト、封炭t1化ヒ物 .i地臨 il山j幻i仁二土l仁二{混昆入、やや i沼1丘j~1虫I :lJ質

行1
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

⑨ SK248 ⑨ SK251 

A 一一一一 一一一一 B

A 一一一一 29.2m 一一一-B 

1 3 

¥ 、¥2、ムJ タ'4rベ一一一一-
¥ ¥ 6，...ιJー/¥I 

¥7、 5/ J 

A -一一-29.0m 一-B

S K248 

1 /111褐色:1:.(1 OYR3/3) シ11ノト、炭化物・地iJ.!J.in入、やや軟'P{o

2 /1奇褐色:1:(lOYR3/4) シルト、炭化物・地 LLi ~Li1~入、やや秋賞。

3 褐色 j二(10YR4j<1J もIÎI-.~ シルト、戊化物・地 IJI土混入、ヤマ箆!質。

4 掲色二十一(10YR4/6) 粘土~シルト、炭化物・地1I1二i二混入、やや軟質0

5 /J奇禍色二1-(IOYR3/4) 粘土、炭化物・lt!!山二!こ混入、やや悶:UL
6 褐色二1:(lOYR4/4) 粘土~シルト、i也ILi:l混入、やや図

7 褐色土(lOYR4/4) 粘土、地山土混入、ややI!'!I'#to 

S K251 

1 にぶL、i計局ニ(lOYR5/3) 粘二仁~シJlト、ややi対質。

2 にぶいiff褐色土(IOYR5/4) 粘土、炭化物・地山混入、 WI質。

3 灰黄褐色土(lOYR6/2) シ I~' ト、炭化物・池山:1ニ混入、やや WI 質。

4 褐色土(10YR4/4) シA ト、化物 .J血111ニ!こi見入、やや国民。

5 n音褐色土(IOYR3/4) 会 J[.，トヘ砂、炭化物・地山土混入、やや敦賀 0

6 黄褐色 :1-.(1 OYR5/8) 粘土、炭イヒ物-池山士J見入、 1，'il'EJo

SK252 SK253 

A一一一 一一一一 B A-一一一 一一一一 B

A-一一一 29.0m 一一一一 B 
A -一一-29.1m B 

S K252 

1 褐色 1:(IOYR4/6) シルト、炭化物混入、やや秋fT。
2 褐 色 二L(lOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物混入、WI'l'J (1I1H白色…|二(lOYR3/4))0 

3 11計局色:1ニ(lOYR3/3) シルト~砂、炭化物混入、やや秋lJi。
4 掲 色 l二(lOYR4/4) シルト、渋化物混入、ややI欽氏。

5 褐色|二(lOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物・J!llLLiJニ混入、ややi浅質。

S K253 

1 F}.己資褐色 1:.(IOYR4/2) シルト~砂、地ILiI:il¥¥.入、ややJl次TT0
2 褐色二!こ (lOYR5/8) 粘土、 j色 11 1.:U1L入、 1，'司 ~to

3 褐 色 !:(lOYR4/4) シルト~砂、Ht1ヒ物-地LLiJ:in入、11次質。

4 褐色土(lOYR4/白) シルト、炭化物-地11仁l混入、やや秋EF:。

SK255 

A 一一ーー 一一一-B 

S K255 

I 11計百色 1:(lOYR3/4) シルト、 J;Jt化物・地1I1こ!二混入、やや，1次賞。

2 11tH局色 L(lOYR3/3) シルト、炭イヒ物・地111土混入、やや，1次氏。

3 f白色|二(IOYR4/6) お1;1:、地11I1混入、ややI;';I'['J。

4 /Ii'f間色 UIOYR3/4) シル i、、やや軟氏。

5 褐色 1:(1 OYR4/4) 私一!こ~シルト、J!llIII:Jこin入、11攻

A 一一一司28.9m 一一一一 B
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第 4章調査の記録

S K256(第49図)

A区中央やや東側のKT35区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さO.78 

mXI隔0.67111、深さ0.38n1である。壁は直立気味に立ちよがり、底面は北西から南東に傾斜する。

S K261 (第49.44図、巻頭図版 1 1、図版13-8 ) 

A区中央やや東側のKS35区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さO.73 

111X I福0.5111、深さ0.29111で、ある。壁は湾曲して直立気味に立ち上がり、底面は丸みがある。内部より

が 1点出土した。

S48の玉は白玉である。ザラザラした粗い作りで、

泥岩である 0

S K262 1 ) 

は両側から施さ している。石質は続色

A区中央やや東側のLD37区にあり、地山面で確認した。平面形は略楕円形で、規模は長さ1.03111 X 

i陣。‘63111、深さ0.3rnである。壁は、北西側が湾出し に立ち上がり、南東側は中央が強くせり

出し重重的に立ち上がる。

S K263(第49図、図版142) 

A区中央やや東側の LD34区にあり、地山富で確認した。平面形は隅丸長方形状で、規模は長さ1.44 

mX幅O.71m、深さ0.4111である。壁は、湾出して直立気味に立ち上がり、底面は南東側から北西側に傾

斜する。また底面には少し凹凸がある。

S K266(第49図、図版14-3) 

A[R中央やや東側のLC34区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の稽円形で、規模は長さ1.22 

111X幅0.61m、深さ0.46m(下面)である。壁は東側が直立して立ち上がり、西側は湾曲して直立する。底

面は東端が最も低く、底の平らな西側上位面と東側下位面に二分される。

S K268(第50図、図版14-5.6)

A区東端の JT37区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さ1.ll11X幅0.69

m、深さ0.27111である。壁は東側が直立気味

で、東から画へ緩く傾斜する o

S K269(第50図、図版14-4) 

よがり、西側はやや緩い傾斜を示す。底部はほぼ平坦

A区東端の JT37区にあり、地山部で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さ0.83111X幅O.

57m、深さ0.21111である。 上がり、底面は東から西へ徐々に高くなる。

S K270(第50図、図版14-7 ) 

A区東端の JT36.37区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さ1.18mX幅

0.74111、深さ0.19mである。壁は湾曲して立ち上がり、底面は中央やや北側が最も低い。

S K272(第50図、図版148) 

A区東端の JT.KA38区にあり、地山面で確認した。王子面形は不整な楕円形で、規模は長さ1.41mX 

I福0.7m、深さ0.2mで、ある。壁は痕立気味に立ち上がり、底面は平坦で東から西へ僅かに傾く。

S K274(第50図、図版15叩 1) 

A区東端のKA38区にあり、地山商で確認した。王子商形は略円形で、規模は直径約0.57m、深さ0.3111

である。壁はやや緩く 上がり、底面は丸みをもっ。
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争9 SK256 

A 一一一一 一一一明 B

A 一一一一29，001 一一一-B 

てE戸ア
S K256 

1 褐色 j二(IOYR4/4) シルト~砂、地Ll仁l:混入、やや困賞。

2 賞褐色l.(IOYR5/8) 粘土、地ILIゴゴ見入、間賞。

⑨ SK262 

-C[コ-
A 一一一時29，101 一一一叩 8 

S K262 

1 褐色 J二(IOYR4/6) シルト、炭化物.Ji1lLLJ土混入、同110

2 にぶい黄筒色土(IOYR5/4) 粘土~シルト、炭化物 .jilllkl-.混入， lj'i]'t'Io

3 褐色二iニ(IOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物・地山土混入、やや|羽質。

4 こ、禁掲色ゴ二(10YR4/31 3〆 JL.ト、地1.11~ヒ混入、やや軟~-

5 褐色一!こ(IOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物・地LLJ土混入、ゃくつ樹氏。

6 昨日色←|二(lOYR5/6) 粘士会~シルト、炭化物・地ILI土混入、 If;]1ft。

7 !l~掲色土(lOYR5/8) 粘ニi今~シルト、炭化物・地111土混入、i主]1'1。

SK266 

A-CJ-
A 一一一 29，201 一一-8

仁と

第 2節 弥生時代の遺構と遺物

長主 SK26i 

A 一一一一 一一一一 B

A 一一一一 28，701 一一二ご二ご B 

一一寸平雫二三d君子1
. \;る~ぶ~0J5
4/ i一一一

S K261 

1 Il計局色土(lOYR3/4) シルト~砂、炭化物混入、やや軟質。

2 tl¥¥色土(IOYR4/4) シルト~砂、炭化物・地山土混入、やや11次質。

3 にぶい黄掲色土(IOYR4/3) シルト~砂、炭化物・j也iJl:I:混入、やや11次質。

4 ~f!褐色上 (IOYR5/6) シルト~砂、炭化物.1也山土混入、やや軟質。

5 褐色土(IOYR4/4) シルト~砂、炭化物・地山土混入、やや軟質。

6 計局色ニヒ(IOYR5/8) シルト~砂、地IlJこ!こ混入、やや軟質。

⑨ SK263 

A 一一一 一一一嗣 B

一一一向 B 

j党首L

S K263 

1 に;j~v寸計局色j二(lOYR4/3) シルト -NT、災化物・JI!!III二LilL入、ややllix災。

2 にぶいず褐色ニ!一(lOYR5/4) じJoト、炭化物。地山ゴ二112入、ややli'il質。

3 にぶい 11~tr局色土 (lOYR4/3) シルト、炭化物・地iJlJ二混入、子や間質0

4 Wltl¥¥色二i二(lOYR5/8) 粘土、炭化物・地ILijぷ1入、j古]'flo

5 11計局色こi二(lOYR3/4) シルト~砂、炭化物・地LLJ二!こi見入、やや秋針。

6 褐色二|二(IOYR4/6) シルト、炭化物・地iJl:Iこ混入、やや軟質。

S K266 

i にぶしイ主褐色:l:(1 OYR4/3) シJoト、炭化物・地LlLL:ilE入、やや11次i'J。

2 Iタ(有褐色ニ!こ(10YR4/2) 粘土~シルト、炭化物・1也山土混入、ややl司250

3 rWl lJ'i:褐色土(10YR6/8) 粘土、池山土混入、間質。

4 にぶい1ft褐色ニI:(lOYR4/3) シルト、炭化物・池山!こ混入、やぞお]'ft 0 

m 

第49図土坑(12)弥生⑤SK256・261~263.266 
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第4単調査の記録

S K275(第50図、図版15 2) 

A区東端のKA39区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の格円形で、規模は長さ1.17111 X幅O.

75m、深さ0.24111で、ある。壁は東側が緩く立ち

がやや高い。

S K276(第51図、図版15-3 ) 

A区東端の JK38区にあり、地山富で確認した。平田形は不整の楕円形で、規模は長さO塑 88111X幅O.

り、西側は強い傾斜を示す。底面はほぼ平坦で、西側

58m、深さO.15111で、ある。壁は湾曲して立ちよがり、底面はほぼ平坦で、北西から南東側に傾斜する o

S K278(第51.52図、巻頭図版 6、図版15-4、23、28)

A区東端の JK35.36区にあり、地山面で確認した。平面形は略楕円形で、規模は直径約1.26111、深さ1.

26mである。壁は、北側上端から深さ約0.4mのところより下方が大きく開き、 司会

面は南側がやや低い。内部からは、壷@浅鉢@深鉢が出土している。

28は牽形土器で、ロ綾部の1/2を残存。器高9.8cm、口径6雀 3cm、最大径10.4cm、底径6.1cmである。外面は

無文で、調整は了寧なミガキを施す。黒斑が体部の1/3を占める。内面には粗いナデ、が明瞭である。胎土

には海綿骨針を含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄穫色である。精製の土器である。

29は浅鉢で、口縁部の一部を欠損。器高8cm、口径17量 6cm、底径9.1cmである。外国は、体部にLR縄文を

施した後に口縁部の幅 1~1. 5cmにミガキを施す。内面は全面にミガキを施す。底部から体部の一部と、

内面体部の一部に黒斑を認める。胎土には、 1~ 2mmの砂粒をやや顕著に含む。焼成はやや不良で、色調

は黄褐色である。粗製の土器である。

30は深鉢形土器で、口縁部の1/3を欠損。内傾する口縁部直下に最大径をもっ。外商の1/2がJ胸れてい

る。器高20cm、口径16.1cm、最大径18.3cm、底径8.7cmである。口唇直下は縄文で、その下に無文帯を挟ん

で幅 3"-' 4 mmの平行沈線文がある。体部は下端を除いて縦位の縄文を施すが、一部ハケメのような痕跡

を認める。体部のJ腐れている所以外は、黒色炭化物が付着する。内面の調整にはミガキを施し、部分的に

アスフアルトらしい付着物が確認れる。胎土には 1~ 2mmの砂粒が顕著である。焼成は長好で、色調は

樫色である。粗製の土器である。

S K272(第51図、図版15-5〉

A区東端のKD36.37区にあり、地山商で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さO.96111X I福

0.67m、深さ0.17111である。壁は北側が緩く

るが、北側にやや傾く。

S K280(第51図、図版15開 6) 

A区東端のKF37区にあり、地山面で確認した。中央付近には根による提言Lがある。平面形は楕円形

上がり、南側は強い傾斜を示す。底面はほぼ平坦であ

で、規模は長さ1.02mX幅0.68m、深さ0.24mで、ある。壁は直立気味に立ち上がり、底面は北側がやや高

い。底面にはやや凹凸があり、中央やや南側には径0.3m前後のピットがある。

S K282(第51.44図、巻頭図版 1-1、図版15-7 ) 

A区東端のKE36区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.42111X I揺O.

77m、深さ0.23mである 0

1点出土した。

S49の玉は全面が丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は南側から施され貫通しているが、貫通部は非常に

に立ち上がり、底面はほぼ平祖で東側がやや高い。内部より
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SK268 

A 一一一一 一一一-B 

A 28.3m 一一一司 B

S K268 

1 武75色上(1 OYR5/8) 'j'，!i 1、炭化物 .JU!.lld.ilしにやや償1r'lo 

2 清褐色 1:(IOYR3/4) Wi J: ~シ Iv ト ， h1t化物品1入、ペコペコ秋12n

3 守詰ト (10YR5iX) シ}t..1、地IkU見入、 lrlil'erη

SK270 

A一一一 一一一一 B 

A 一一一 28.5m 8 

S K270 

1 11部品色土(lOYR3/4) 粘:1こ~シ }vト、炭化物・j也111:1--_泌入、やや|司氏。

2 褐 1:(lOYR4/4) Wil: ~シルト、 J11lLl IJ: ì.比入、lHl 質。

3 褐色干!こ(I OYR4/6) :\，[';1二、地iJl.-L:i1~ 入、回氏。

I[-J褐色 1:(IOYR5/6) も'il-_、池ILI.UJl:入、ややJ;'!I}'[o

SK274 

A 。一一一叩 8

A 一一-2d.4m 一一一四 8

3足。ノ

S K274 

1 111竹局色二土仁(りlOYR3/μ'4) 1'，粘[，市'J:1仁二~シ jルLト、炭化物.1地自山11山

2 11川li'，'汗?褐詰色二j土|仁二メ(JωOYR3/μ'4) j'，粘1'，'川[，山';1上二~シ)ルLト、炭f化ヒじ!枚陶}.J池也山11山LI:U出比/入、、 1，附1主吋ヰ1t釘

3 焚褐色土(JOYR5/6) lVi!こ、地ILI+混入、 1，1，1質。

4 褐色ーl二(IOYR4/4) 1'['i:l:-ーシルト、JU!.IJLUn入、やや秋1fT。

長主

第2節 弥生時代の遺構と遺物

SK269 

一 一
A一一-28.4m 一一一-B 

一ーミミヨー
S K269 

1 褐色 j二(JOYR4/4) 1'r'i仁~シルト、池山土混入、やや|調Pfo

2 I1j"''f1s色仁(IOYR3/4) ，!'t'd-_ 、シ )c ト、 j也 1I1 二f= if~入、やや軟 1~r 0 

3 11音褐色 -I~_ ( I OYR3/4) 'h'i ~!: -シルト、|対賞。

H計号色 1-_t'IO-YR3/山 手 J!-- ト、災{ヒ~Zijig 入、軟

SK272 

A-一一也 …一一-B 

A-一一-28.3m 一一一四 B 

S K272 

1 褐色こ(IOYR4/6) も'il~ シルト、地山土混入、やや秋E50

2 11計百色 i二(IOYR3/4) 粘土~シルト、炭化物混入、やや軟賞。

3 焚褐色土(lOYR5/6) 粘土、 JÙ!. ILI-I~混入、やや IポJf-L

SK275 

A 一一一-B 

A 一一一-28.3m 

~二三己/
S K275 

1 思褐色 1こ(JOYR2/2) シルト、秋波c

2 附i情汚計?褐詰色こ土ヒ(りJOYR3刃/4心) i粘出上シルト、炭f化ヒ物.J地政i山11卜jJ¥

3 栂 色土(けIOYR4引/6ω) 粘:土上、i地也i山LU上二:11討汎j比2人、ややl悶j占羽{ヨ|質O

4 褐色:1♂(lOYR4/6) *['j上、地1111:混入、 1，'，J'fL

8 

m 

第50国土坑(13)弥生⑥SK268~270 ・ 272 ・ 274 ・ 275
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第 4章調査の記録

骨 SK276 

営

一 一

A 28.3m 一一-B

一寸足手ミ三志一

S K276 

1 n音褐色土(10YR3/4) シルト、地LLiこl二混入、ややz欽質。

2 禍色土(10YR4/6) 粘土、地LLU二混入、Ijl!]質。

3 褐色!こ(IOYR4/o) 1'dJ>シルト、地LL!J:i昆入、やや間賞。

4 褐色 1:(1 OYR4/6) 粘土、地 1I1土混入、ややllLf~ 賞。

SK2i匂

A-一一 一一一-B 

A ー』ー幽 28.8m 一一一 B

ミミミ\、~μL

S K279 

1 黒褐色土(10YR2/3) シルト、炭化物混入、

2 11斉褐色土(10YR3/4) 粘土~シルト、地山こ!こ混入、秋質。

3 黄褐色土(10YR5/6) 粘土、池山土混入、図質。

SK280 

A -一一一 28.8111 ー一一時 B

S K280 

1 掲 色 1:.(10YR4/6) シルト、炭化物・幼Ill+in，入、やや軟質。

2 筑褐色!こ(10YR5/6) 粘土~シルト、i也LL!J二IJt入、ややWI授。

3 i1'[褐色!こ(10YR5/8) i'.iil二、地LLiJ:混入、i主Ii'i。

骨 SK278 

A 一一一

S K278 

1 黒褐色ゴニ(lOYR2/3) シルト、地山士一混入、軟質。

2 軒高色こ(lOYR3/4) シルト、地Lil土混入、iilki1L

一一-B

一一一-B 

3 褐色ニ!こ(IOYR4/6) 粘土~シルト、地LlI土混入、やや軟質。

4 褐色土(IOYR4/6) 粘土、炭化物・地IL!土混入、やや軟質。

5 有褐色二l二(10YR5/6) 粘土、地LLi二i二混入、ややl認質。

6 11音褐色二|二(IOYR3/4) 粘土~シルト、池山土混入、やや閲覧。

7 褐色土(IOYR4/6) Wi~t、池山土混入、やや i主I 1"Jo

8 1i有褐色ゴ二(IOYR5/8) 粘土、地ILI土混入、間質。

9 褐色二1:(IOYR4/6) l'td> シルト、炭化物・地 111士混入、ややj;~1 質。

10 褐色了!こ(IOYR4/6) 粘土、地I.Li二i二混入、やや悶質。

11 褐色上(IOYR4/4) 砧上、炭化物・j也111上混入、軟質。

SK282 

A --28.8111 一一一一 B 

恒三万一一
S K282 

I 者褐@.土(10YR5/6) 粘土~シルト、池山土混入、おli'io

2 褐色土(IOYR4/6) 粘土、地1I1二i二混入、やや同質。

3 f自色ゴ二(lOYR4/4) 1告二i二~シルト、炭化物・池Lilこ1:.111'0入、秋'l'io

4 褐色←1:(lOYR4/6) i'.i仁l二、池I.IJこ|二混入、やや秋針。

行1

第51図土坑(14)弥生⑦SK276. 278"-'280・282
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第 2節弥生時代の遺構と遺物

30 

29 

32 

4 

τ二二;//
34 

第52図 遺機内出土土器(18) 弥生⑬28~31 、 弥生32~34
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第4章調査の記録

小さい。石質は緑色泥岩である。

S K283(第43.53図、巻頭図版 1-1、図版15-8 ) 

A区東端のKF37区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.47mX幅O.

88111、深さO.19mである。援は垂直に立ち上がり、底面は中央やや南東側で高まる。内部より石鍛が I点

出土した。

第 3表弥生土器の観察

( )は推定値・現存値

番号 出土地点 種類 器種 胎土(砂粒) 色 調(外・内) 口径×底径×高さ (mm)

S R188 弥生 宣τ三lt 1 mm微量 7.5YR7/6t登 7.5YR6/6fIf 202X 148 X 403 

2 S R190 弥生 笠E 1 mm少量 7.5YR7/4にぶい撞 7.5YR7/4にνぷい+登 196X 120X426 

3 S R190 弥生 笠三乏宣'" 1 mm微量 7.5YR8/4浅黄櫨 7.5YR8/4浅黄援 129X 93X31O 

4 S R192 弥生 護 1 rnm多量 7.5YR8/4浅黄掻 7.5YR7/4にぷい手登 205 >< 98 X 300 

。r:- S R193 弥生 笈豆 1 mm多量 7.5YR 7/6t登 7.5YR7/41こぶしヰ登 178X 93X360 

6 S Rl94 弥生 蚤 1 mm多量 7.5YR8/6浅黄櫨 7.5YR7/3にふくし斗霊 279X 83x373 

7 S R195 弥生 笈~豆ニご 1 mm少量 lOY R8/3浅黄櫨 7.5Y R 7/6t登 -X (124) X (403) 

8 S Rl96 弥生 宣2: 1 mm少量 7.5YR7/6t麦 7.5YR7/2明褐灰 280 X 160 X 469 

9 S R197 弥生 笠てまE宮 1 mm微量 7.5YR7/3にふくしヰ登 lOYR 7/2にぶい黄櫨 259X 136X478 

10 S R198 弥生 宣玄 1 mm多量 lOR5/8赤 lOR5/8赤 X 75X (284) 

11 S R199 弥生 護 1 mm多量 7 .5Y R 7/6t登 7.5YR7/4にふくい樟: 243X 97X362 

12 S R298 弥生 笠てまlt 1"-' 2 mm多量 7.5YR6/3にぶい褐 7 .5Y R3/1黒褐 一 X 94X (190) 

13 S R299 弥生 護 1 111m多量 7.5YR 7/6t登 lOYR6/1褐灰 329 X 112 X 385 

14 S R300 弥生 嚢 1 mm少量 5YR7/4にぷミい+登 5YR7/4にふくい4登 222X 90X322 

15 S R30l 弥生 費 1 mm多量 7.5YR8/8黄樫 7.5YR6/41こぶしヰ登 (290) X 106X427 

16 S R30l 弥生 浅鉢 1 mm多量 2.5Y R 7/1灰白 2.5YR7/2灰黄 79X 35X 32 

17 S R302 弥生 嚢 1 mm多量 7.5YR6/6t登 5Y R 7/8t登 341 X 116X452 

18 S R303 弥生 宣で三区'" 1 mm多量 7.5YR7/4にふくしヰ登 7.5YR6/3にぶい褐 261 X 125 X 429 

19 S R306 弥生 護 1 mm多量 7.5YR7/6t~ 10YR7/3にぶい黄櫨 X 113X (133) 

20 S R307 弥生 護 1 mm多量 lOYR7/3にぶい黄櫨 7.5Y R8/3浅黄樫 - 105X (138) 

21 S R309 弥生 護 1"-' 2 mm多量 7.5YR7/6t登 7 .5Y R8/4浅黄櫨 X 90X (175) 

22 S R311 弥生 写よ経"" 1 mm多量 7.5YR8/4浅黄櫨 7.5Y R8/4浅黄櫨 322 X 161 X 519 

23 S R312 弥生 盤 1 mm少量 7 .5Y R 7/6t~ 7.5YR 7/3によくしヰ登 197X 117><376 

24 S R313 弥生 嚢 1 mm多量 5Y R 7/8t登 5YR6/8楼 417X 130X (464) 

25 S R330 弥生 置 1 mm多量 7 .5Y R8/4浅黄掻 7.5YR8/4浅黄櫨 X 83X (252) 

26 S R330 弥生 護 1 mm多量 7.5YR8/6浅黄種 5Y6/1灰 X 74X (193) 

27 S R342 弥生 軍で法'" 1 mm多量 Nl.5/0黒 5Y3/2オリーブ黒 227X 133 X 444 

28 S K278 弥生 笠て去区ゴ 1"-' 2 mm多量 lOY R 7/1灰白 2.5Y5/1黄灰 63X 61X 98 

29 S K278 弥生 浅鉢 1"-' 2 mm多量 7.5YR8/4浅黄糧 7 .5Y R8/3浅黄燈 176X 91X 80 

30 S K278 弥生 深鉢 1 "-' 2 mm多量 2.5Y R6/6t登 5YR 7/61登 161X 87X200 

31 SK294 弥生 深鉢 1"-' 2 mm多量 5Y R 7/6t登 5YR7/6キ登 (225) X 86X216 

32 K034 弥生 笠τ宏豆之ご 1 mm多量 7.5YR7/2明褐灰 7.5YR7/2明掲灰 (153) X 94X244 

33 MF53 弥生 づ笠区=ご 1"-' 2 mm多量 7.5YR7/2明掲灰 7.5Y R5/1褐灰 X -X157 

34 L C35 弥生 笠τ土笠= 1 mm多量 7.5YR6/3にぶい褐 7.5YR 7/2明褐灰 X 84X (95) 

。。
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骨 SK283 

A-一一一 一一-8

A-一一-28.8m 一ー一一 B 

S K283 

1 にぶい黄禍色::I~(1 OYR4/3) シルト、炭化物・地LLJL混入、ややl古l'lt.
2 tお色 -I~_ (1 OYR4/4) 粘土ヘシ)~-ト、地 1[1 二!こiJ'二r.}，，-"，ベコや間賞。

3 を褐色二i二(lOYR5/8) 粘土~シルト、:lillrJlj'.混入、やや間賞。

4 にぶい政褐色土(lOYR5/4) 粘土ヘシ}vト、地111土混入、間質。

5 茨褐色土(lOYR5/8) 粘土、地山土混入、軟質。

SK285 

A-一一ー 一一一-8 

A -一一一 28.5m 一一一-8 

S 1¥.285 

I r月色一l二(lOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物混入、ややI古ltlf。

2 n計局色←!二(IOYR3/4) 粘土~シルト、炭化物・ J也 1[I~h.見入、やや軟。

争タ SK287 

A B 

A一一一一 28.2m

一一一一一n
一一一叩 B

S 1¥:287 

1 或褐色I'.(IOYR5/6) 名Ijl'.、炭化物・地IJ.I:.Li見入、回針。

2 褐色十ー(lOYR4/6) Wj二 1: 、 JillIJLUf~入、由貿。

3 r~ 8 トー(IOYR4/6) 名ljl二、池111.1混入、やや同氏。

S K288 

第 2節弥生時代の遺構と遺物

SK284 

A -一一一 一一一-8 

A -一一一28.8m 一一一-8

S K284 

1 渇 色 ヒ(IOYR4/6) 粘土、地LU土混入、i占|賞。

2 ~者掲色土 (IOYR5/6) î'~jL、地 L[J土混入、国質。

3 褐色 1.(IOYR4/6) 粘ゴニ~シルト、地rJ l 十 ir~ 入、 1;';1 't1:0 

4 詰色土(IOYR5/S) :h5J、j也11Ll二混入、同氏。

SK286 

A-一一 一一- 8

一下寺ミマー-
S K286 

1 褐色土 (IOYR4/6) シルト~砂、地LLJ土混入、やや軟'Eio
2 Iiy褐色j二(lOYR5/8) 粘土、J也山土混入、ややi品質。

3 ElI褐色土(lOYR5/8) 粘土、地rJ.I土混入、悶質。

4 計局色こ仁(IOYR5/6) 粘仁、炭化物.:lill山土混入、恒alJ'o

SK288 

-((コ-
A-一一-28.2m 一一一一 8

1 t白色 |二(IOYR4/6) 粘土~シルト、炭化物・地rLUこ混入、やや秋T10
2 掲色:上(lOYR4/4) もI仁トー~シルト、池山二卜混入、秋針。

3 t~ 色 :L (lOYR4/6) 粘土、地111:UJt入、j;'司氏。

4 !J'ttfd色土 (IOYR5/6) 、炭化物':liliLLJ←1:混入、 WI'ero

m 

第53図土坑(15)弥生⑧SK283"'-'288 

-79 



第 4主主 諦j杏の記録

S39の石鍬は先端と基部を欠損している。 を調整しているが、やや粗い作りである。石質は硬質

頁岩で、灰白色を呈している。

S K284(第53図、図版16四 1) 

A区東端のKE36区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の隅丸長方形状で、規模は長さ1.08111 

×幅O.ア7m、深さ0.2mで、ある。壁は直立気味に立ち上がり、底部には僅かな凹凸がある。

S K285(第53図、図版16-2 ) 

A区東端のKE38区にあり、地山題で確認した。平田形は不整の隅丸長方形状で、規模は長さ0.84111

xlj話0.62111、深さ0.12mである。壁は直立気味に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

S K286(第53図、図版16-3) 

A区東端のKD.KE39区にあり、地山市で確認した。平面形は不整な椅円形で、

幅0.64111、深さ0.25mである。壁は直立気味に立ち上がり、底面は中央部が最も低い0

S K287(第53図、図版16-4) 

さO.94nlX

A区東端のKD40区にあり、地山面で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.28m><幅0.62n1、深

さ0.19mで、ある。壁は直立気味に立ち上がり、底面は南東側が最も低い。

S K288(第53図、図版16-5) 

A区東端のKD41区にあり、地山商で確認した。 SD331に切られている。平面形は楕円形で、規模は

長さ1.17mX幅0.59m、深さ0.26mである。壁は、北西側が湾曲して緩く立ち上がり、南東側は強い傾斜

を示す。底面は北西側に強く傾斜する。

S K289(第54図、図版16-6 ) 

A区東端のKB.KC40区にあり、地山閣で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.11mX 

幅0.68rn、深さ0.251TIで、ある。援は緩く立ち上がり、底面の南側が一段窪んでいる。

S K290(第54図、図版16-6 ) 

A区東端のKC40区にあり、地山面で確認した。平田形は隅丸長方形状で、規模は長さ0.651TIX幅O.

47111、深さはピット底面までが0.48m、床までが0.2mで、ある。壁は垂直して立ち上がり、床面は北側に

緩い傾斜を示す。北側はピット状の深い落ち込みになる。

S K291 (第54図、図版16切り

A区東端のKE37区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長さ0.981TIX幅O.

55rn、深さ0.121Tlである。壁は直立して立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

S K292(第54図、図版16“ 8) 

A区東端のKD36区にあり、地山面で確認した。平面形は隅丸方形状で、規模は長さ0.77111X幅O.72 

m、深さ0.15111である。壁はやや湾出して立ち上がり、底面は中央付近がやや高まる。

S K293(第54図、図版17-1 ) 

A区東端のKC36区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で規模は長さ1.4mXI幅1.25 

m、深さ0.761TIである。壁は南北側が直立気味に立ち上がり、東西側がそれよりやや緩い傾斜を示す。底

面には凹凸がある。

S K294(第55図、図版17-2、辺、28)

A[亙東端のKA35・36区にあり、地山面で確認した。 SD493に切られている。平面形は不整楕円形で、
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爪
時

SK2S9 

A 一一一一 一一-8

1 2 
一一一日

S K289 

1 褐色土(IOYR4/6) 粘土~シルト、 LLi土混入、やや闘賞。

2 il計品位土(iOYR3/4) シルト、軟質。

3 r自色土(I0YR4/6) 粘土~シルト、地ilJ土混入、やや間賞。

4 褐色土(10'{R4/6) 粘土、シ JL-ト、地LIJJニ混入、やや軟質。

5 褐色土(10YR4/6) シルト、炭化物・池山土混入、やや間賞。

SK291 

一ぐっ --8

A二込モ丁ア?一一

S K291 

l 褐色土(10YR4/6) シルト、地111土混入、軟質。

2 2青梅色土(IOYR5/6) 粘土、地山土1ft入、由貿。

SK293 

A 一一一時 B 

A 28.6rn 一一一一 B 

第 2節 弥生時代の遺構と遺物

骨 SK290 

A -一一一 一一一一 B 

A 一一一一 28.3m 3 一一一四 8 
/ 

ト、_I/i4 } 

I 2 r r・-
I (51 

¥. 6)  

S K290 

i 褐色土(IOYR4/4) シルト、炭化物・主hill土混入、やや悶E50
2 褐色土(IOYR4/4) 粘土~シルト、地111土混入、軟質。

3 褐色二i二(lOYR4/6) 粘土~シルト、地11仁!こ混入、やや間賞。

4 f局色土(10YR4/6) 粘こJ:ヘシ)!-ト、炭化物-池山ニi二J昆人、やや|対220
5 2者渇色土(IOYR5/6) 粘土、地山土混入、軟質。

6 黒褐色土(10YR3/2) シルト、iillLLi二1:混入、軟質。

心
何 SK292 

A一一一-28.8m 町一一一 B

、'rNマ¥
S K292 

1 IYi賞褐色土(10YR6/8) 粘土、池山土混入、回質。

2 褐 色こi二(IOYR4/4) 粘土~シルト、地山こ|二悦入、やや悶氏。

3 褐 色土(IOYR4/6) 粘土~シルト、池山土混入、やや軟質。

S K293 

i 黒褐色ご土1-.二(りIOYR2/3幻) シ}ルl~ ト、 j地也山lけ山11 士 I混'}t見=~ユ入、、λベやコや 1ヰ粉秋i彩欽手次.:l!íしG 

2 11 

3 11陪1清音計十掲局色二土i仁二(りIOYR31μ4) 粘j土二~シルト、焼ヒ.}地也伽il山JI仁けご土Li混昆入、やや図F質[0
4 r掲島 色 二t(り10YR41μ'4) *花粘1占iゴ二~シルト、flllLLJ仁けこj土l上二ゴiJ昆t入、II次iii。
5 褐色 HIOYR4/6) 粘土~シルト、地111太混入、やや軟質。

6 褐色一HIOYR4/6) 'Wi士一~シルト、淡化物地LLJ土混入、II次官fo

7 者褐色ニ!守(IOYR5/8) 粘土~シルト、炭化物池山二1:混入、秋t1L
8 褐色土(IOYR4/6) 粘土、炭化物・地山土混入、やや軟質。

円1
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第4章調査の記録

規模は長さ1.3111 X幅1.2111、深さ1.25n1である。断面は、壁が上端から深さO.5~0. 7111のところより上

方が緩く開き、下方は内傾し逆台形状を呈す。底面は南側がやや高まる。内部からは深鉢が出土した。

31は深鉢形土器で、全体の約1/2を欠損。内傾する口縁部直下に最大径をもっ。器高21.6crn、推定口径

22.5crn、最大径24.1crn、底径8.6crnで、ある。口唇直下は縄文で、その下に無文帯(磨消縄文)を挟んで幅 1

'"'-' 2 rnrnの2本一紐の平行沈線文が 2つある。沈線文には磨消による不明瞭な部分がある。体部には下端

を徐いて斜縄文を施し、一部にハケメの痕跡を認める。体部の約半分に黒色付着物がある。内面には、ハ

ケメの後に丁寧なミガキを施す。胎土には径 1'"'-' 3 rnrnの砂粒を顕著に含む。焼成は良好で、色調は糧色

である。粗製の土器である。

S K295(第55図、図版17-3) 

A区東端のKA3白区にあり三地rlr面で確認した。平恋形は略円形で、

さ0.56mで、ある。壁は直立気味に立ち上がり、底面はほぼ平坦である o

S K296(第55鴎)

A区東端の JT35"36区にあり、地山屈で薙認した。平面形は略円形で、規模は長さ1.191Tl ><梧1.13n1、

大の 7QmXIU冨の

さ1.02mで、ある。壁は、上端から深さ0.15mのところより上方が開き、下方は直立もしくは直立気味

に立ち上がる。底部は中央部が最も低く丸みがある。

S K325(第44.55図、巻頭図版 1-1、図版17-4) 

A区東端のLD38区にあり、地山面で確認した。平面形は不整な楕円形で、規模は長軸0.68mX幅0.4

111、深さ0.2n1である。壁は北商側が湾出して直立し、南東側は緩く立ち上がる。底面にはやや剖凸があ

り、底面の中央部が最も低い。内部より玉が 1点出土した。

S50の玉は勾玉状を呈する。全面が丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は両側から施され貫通しているが、

正面穿孔部下位に欠損した痕跡がある。石質は璃弱である。

S K327(第56・44問、巻頭図版 1 1、図版17“ 5) 

A区中央やや東側の LA38区にあり、地山商で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ 1.04111X rj高O.

62n1、深さ0.28mで、ある。壁は南側が直立気味に立ち上がり、北側は誼立する。内部より玉が 1点出土し

十宇

S51玉は勾玉状を呈し、全面が丁寧に磨かれ光沢がある。穿孔は両側から施され貫通しているが、正

面穿孔部右側が偏って深く彫り込まれている。石質は璃瑠である。

S K329(第56図、図版17同 6) 

A区東端の LD38区にあり、地山面で確認した。平面形は不整精円形で、規模は長さ1.98mX r陪1.08 

m、深さ0.41mである。壁は北側が直立気味に立ち上がり、南側は湾曲して連立する。

S K333(第56図)

AIR東端のKG37区にあり、地山商で確認した。平面形は不整楕円形で、規模は長さ1.44mX幅0.83

m、深さ0.35mである。壁は湾曲して立ち上がり、底部の中央部が大きく落ち込む。

S K334(第56図、図版17-7 ) 

A区東端のKE.KF38区にあり、地山鹿で確認した。平由形は楕円形で、規模は長さ1.19mX幅0.68

m、深さ0.2mである。援は、湾曲して直立気味に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

S K346(第43図、巻頭図版ト 1) 
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第 2節弥牛時代の遣携と遺物

骨 SK294 

SK295 

A-一一回 一一一一 B A 

A 一一一一 28.6m 一一一一 8 

.，，" 1 _j 

¥ i ご~一---'; 31 
\3h.!.~寸J

Lヘ 5 4' ___i-ニヂ
¥. 7_ノ

A一一一一 28.4m

S K2Y5 

1 褐色七(lOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物地LLJ土iJL入、ややi古I'i"L
2 tめ色二七(lOY弐4/o) *"i 1: ~シルト、地 I[i i-.i昆入、やや囚:tL~
3 資格[立 l'(10'{R5i6l お1;I、j出1111.ilt入、ややr，'ilYl.c

4 Iftt島色上(10YR5/o) お1;1-)也111Iin入、やや軟PL
5 j]音計?褐詰色j土二ゴ(1ωOYR3/μ1

6 褐包土(け10YR4引/泊6ω) 1'，名粘，1占lil 、シ 1ルLト、地l山LJ仁:土i上:1.混見入、やや軟E笠
7 tBl色太(lOYR4/6) シルト、j車山一u見入、ややII攻210

S K2Y4 

J 11計局色土(JOYR3/3) 粘土~シルト、やや軟

2 tHl色 L: ( J OYR4/4) 者Ij-I:ヘシルト、炭化物・地IU-I→混入、1f吹質C

3 11青褐色 1::.( 1 OYR3/4) シルト、池ILJI混入、秋質。

4 褐色了l二(1 OYR4/4) i'，ld二、地LLi←Ul1':入、秋'Er。
5 黒f目色-1二(10YR2/3) シルト、子や軟ii，i.。
6 1倍掲色一!:(10YR3/4) 粘土~シルト、炭化物混入、やや軟質。

7 11斎橋色一UI0YR3/4) 粘土~シルト、炭化物 lililLl日昆入、やや!llk賞。

8 11M'褐色士一(IOYR3/4) 粘土~シルト、炭化物・地ILJ卜jl1':入、11日;賞。

9 褐色 -1→(10YR4/6) 粘土~シルト、炭化物・池 1I1土混入、 I~ij 質。

10 燭色 Hl0YR4/6) 市炭化物・地LLJj:i.見入、 WliJf。

11 褐色:J二(10YR4/6) 粘土、炭化物・池山 lj見入、ややWI'fio

12 1ft.渇色 U lOYR5/6) もljLJ也LLJ.-ヒ混入、やや軟賞。

i口3 11 

14 褐色← I~二(什10YR4/<伯6) 粘一 I~二~シルト、炭化物i混jιi入、軟質O

15 褐色 lニ(10YR4/6) 粘土、地LLJJ二ilt入、軟質。

金タ SK325 

骨 SK296 一 一
A一一一『

A 一一一 29.1m --B 

一一-B

S K325 

1 r局色|二(10YR4/6) シルト、JiliLLJ上浪人、やや軟

2 褐色土(10YR4/4) シルト、池山二|二混入、やや軟質。

A 8 

打l
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第4章調査の記録

@ SK327 時
)

SK329 

A -一一ー 一一一時 B 

A 一一一 29.0m 一一-B 

A --29.0m ー一一一日

S K327 

1 褐色十~(IOYR4/6) シルト~砂、炭化物地Jl.l二!こ混入、やや軟賛。

2 褐色土(IOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物・地|ねjニ混入、やや11次質。

3 f高色 j-(IOYK4jt1) 料 iて~シルト j完一ì-. ・炭化物・地 LÌJ 十 ill'.入、やや ì;l~ì 管内

4 黄褐色二上(IOYR5/8) 粘土、池LLi土混入、周質。

5 ~i主

長五
SK333 

A 一一一一

SK334 

一一一一 8 

一一一一 B A一一一四

A 一一一一 28.8m A一一一一 28.5m 一一一一 B 

S K333 

1 f~I褐色土 (IOYR5/6) 粘土、地111土混入、間質。

2 11階音?褐易色:土!仁二(りIOYR3/μ4) シルト、J池地山 i七二i混昆入、やや軟質。

3 11 

4 黒具褐色 1:(ωlOY良2/3幻) シjルLト、I秋i除次F錠to
5 黒褐色了i二(IOYR2/3) シルト、やや軟質。

6 r島色こヒ(10YR4/6) 粘土~シト、地山土混入、やや軟't!I

S K334 

1 褐 色 土(IOYR4/4) シルト、炭化物・地LLi土混入、ややWI質0

2 賀補色了t(IOYR5/6) 粘:+~~シルト、地 LLi土混入、 I~il 質。

3 筒 色 土(lOYR4/6) 粘土~シルト、JJt化物混入、平や目立l'&i。

eぁ SK348 

A一一一一 一一一一 B 

一一一 B 

S K348 

1 lIif褐i色色土(υIOYI沢u幻/4引) 私利粘i与ì.土!仁ニ~シル ト、i地由山lμ山11けijf

2 掲 f包E主L土(はIOY良4勾/角6ω) 布税粘lj二土1-.-シルト、1炭夫化物.1地色i山Liけゴ土二混入、やや防IEl質O

3 褐 色 二土iと二(りIOYR4引/6ω) 粘こ土1:二、f地血lけ山Li仁こ土1:二悦入、i街古司lばftしO 

4 褐色t(1 OYR4/6) 'l'id: ~シルト、地 L1Ll二i1t入、やや秋氏。

5 計局色ー!こ(10YR5/8) 粘土、地JlI:1二混入、ややWl'l'to

。 1m 

第56関土坑(18)弥生⑪SK327・329・333・334・348
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

A区中央東側のK J 39区にあり、地山面で確認した。内部より石鍛 3点が出土した。

石鍛はすべて凸基有茎嫉である。 S40は先端が僅かに欠損している。調整は本来了寧に施されたよう

であるが、摩滅が著しい。 S41は先端と茎の一部が欠損している。全体に細かく了寧な調整を施す。 S42

は摩滅が著しく、調整は殆ど確認できない。これらの石質は硬質頁岩で、すべて白色を呈する。

S K348(第56図、図版17-8 ) 

A区東端のKB35.36区にあり、地山面で確認した。平面形は略円形で、規模は長さ1.02mX幅O.96rTI、

深さO.721TIで、ある。援は、湾出して直立気味に立ち上がり、底面は北側がやや高い。

3 遺構外出土土器(第52図、巻頭図版 5、図版22)

32は、 A区中央東側のK035区から出土した壷形土器であるυ口縁部の殆どが欠損。休部上位に最大

窪をもち、口縁部は短く外傾する。部分的にJ腐れている。器高24.4cm、推定口径15.3cm、最大径22.7cm、底

径9.4cmで、ある。全体が無文で、内外面に丁寧なミガキを施す。体部に10cm前後の黒斑が 3カ所認められ

る。底部中央には、穿孔の痕跡が一部残っている。胎土には紹砂を含む。焼成は良好で、色調はにぶ

撞邑である。精製の土器である。

33はA区中央西側の:NIE53区から出土した。深鉢もしくは護形土器と考えられる。体部上位の1/3を

残存し、体部上位に最大径をもっ。推定最大径27.9cm、現存高15.7cmである。全面に、横位回転の LR縄

文を施す。調整は、縄文を施す前にハケメを施したらしい痕跡が一部確認される。上位には煤状の炭化

物が認められる。内面は粗いナデの後木口によるナデを施す。胎土には縮砂を含む。焼成は良好で、色調

はにぶい黄櫨色である。粗製の土器である。

34はA区中央やや東のLC35区から出土した。深鉢もしくは嚢形土器と考えられる。底部と体部下位

を残存。底径8.4cm、現存高9.5cmである。内面底部を除き平滑なナデを施す。外面には幅約 2mmの沈線に

よって、縦に長い菱形文様を施す。体部下端の一部に黒斑を認める。胎土には細砂を含む。焼成は良好で、

色調は褐色である。精製の土器である。

巻頭図版 5の左下の遺物は、 A区東端のKA38区から出土した髪形土器である。同区の SR190の付

近から出土した。ロ縁部の一部と、底部を含む体部の約2/3が残存する。器高34.5cm、推定最大径30.8cm、

底径10cmである。頚部にはI福3mmの平行沈線文を施し、口縁部と体部を区画している。口縁部は口唇部

直下に縄文が、その下には無文部を挟んで、縦位のハケメが施される。体部にはハケメの後に、 LRの縄

文を施す。体部の上半には、煤状炭化物が広範に認められる。内部には、全面的に了寧なナデを施す。ま

た、底部付近を除く体部下半には、煤状炭化物が厚くこびり付いている。底面には、径1cm程の穿孔部と

判断される割れ口がある。胎土には砂粒が認められ、海綿骨針を含む。焼成は良好で、色調は淡い褐色で

ある。粗製の土器である。

図版22の右側中央の遺物は、 A区東端のKL39区から出土した壷形土器である。体部上位に最大径を

もち、頚がやや長い形態である。底部から頚部付け根まであり、一部を欠損する。現存高23.2cm、最大径

22cm、底径 7cmである。体部全面に大きめな節のLR縄文を施す。内面の下半には木口によるナデを施

し、全体を薄く仕上げている。体部の中央に、対になるような形で 5"'-'10cmの黒斑がある。飴土には金色

の雲母を顕著に含む。焼成は良好で、淡い色調は茶褐色である。粗製の土器である。

一ihuoo 



第4章調査の記誌

第 3節 平安時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

S I07(第58図、図版44.49.51)

B区南東端のNF59・60区にあり、地山面で確認した。遺構に関する正確な内容が不明であるが、幾つ

かの土坑も存在したとされ、これらが北西側でS1371と切り合っている。新!日関係は不明。また南西側

をSD398が切り込んでいる。平語形は正方形で、地山面で確認した。規模は一辺4~ 5n1である。

遺物は、須恵器の有台杯(35)、土師器の有台杯(36)・丸底長胴護(37)・小護(38・39)などが出土した。35

は高台が短くシャープな作りで、底面端部も鋭い角度を成す。底南はヘラ切りで、渦痕が明瞭。36は僅か

に開く足高高台で、ロ縁が外湾する。内黒で、外面底部と高台内側にも炭素の吸着がある。外面底部には、

紐状に隆起した渦痕が認められる。37は口縁部が「く Jの字状の長腕護で、ロクロで調整している。38は

非ロク口調整で、底部はやや突出し口縁は揺み出している。外屈に粗いケズリ、内面に木口のナデを施

す。39は口縁部が「く」の字状を呈し、ロクロで調整している。底面は思転糸切り底のようである。

S I 69(第58・59図、図版32-1、44)

A区中央やや西側のME52区にあり、地山面で確認した。遺構に関する正確な内容が不明であるが、

一辺4m前後の方形を呈し南東辺に寵をもっ。床面には数個のピットが存在する。

遺物は、土師器の杯 (40~49) .有台杯(50).小護(51~53) .長銅嚢 (54~56) が出土した。40~47は、底径

が比較的小さくやや深身の形態で、日縁部は直線的か僅かに外湾する。底面は43を除いて回転糸切りで

ある。48は伯に較べると浅めで、口縁部は強く外;毒する。底面は回転糸切り底のようである。49は穿孔部

をもっ底部破片で、穿孔部は13mmX10mmで、ある。回転糸切りのある底面に、墨書の痕跡を認、める。50は深

身の形態で、口縁部は直線的である。内黒で底面には回転糸切りの痕跡がある。51~53は口縁部が「く」

の字状を呈し、ロクロで調整している。51の底面は、回転糸切りである。54は頚部が「く jの字状を呈し、

口縁部は外湾する。胴部は、外部が粗いケズリ内面には木口のナデを施す。口縁部はロク口調整のよう

である。胴部成形の粘土紐が明瞭。55は口縁部が「く」の字状で、平底であるυ外国は、休部上位より口綾

部まで口ク口調整で、他は主に縦位のヘラケズリを施す。内面も体部上位以上はロク口調整で、下方で

はナデを施す。56は、「く」の字状の頚部から口縁部が垂直に立ち上がる。外部は、体部上位より口縁部ま

でロク口調整で、他は主にヘラケズ1)を施す。内面は、体部上位の半分以上がロク口調整で、下半はナデ

底部付近にはハケメが認められる。

S I 71 (第57・60図、図版32-2、49)

A区中央やや西側のLT.MA50区にあり、地山商で確認した。平面形は隅丸の菱形状を呈し、中央や

や東寄りに大きな土坑を伴う。規模は長軸約3.3mX短軸3.1n1、床までの深さは0.3111で、ある。援は比較

的緩く傾斜し、床面は端から中央へ向かつて徐々に低くなる。土坑の規模は、長さ1.2111 X幅1.05n1、深

さ0.5111である。竃は北西辺の中央やや北側にあり、壁沿いの幅は1.1m と広い。柱穴は P1~P5まで確

認され、径O.3~0. 4mと径O.15~0. 2111に分けられる。柱穴は南から東側に傾斜している。

遺物は土師器の褒(57)が出土した。57は、口縁部が直線的に緩く外反する。底部は分厚く、全体に粗悪

な作りである。調整は不明僚であるが、外面に雑なヘラケズリを施す。
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

S I 107 (第60.61図、図版32-3) 

A区中央やや西側のLT44.45区にあり、地山面で確認した。西側隅がSDl15に切られる。平面形は

不整な長方形で、規模は長さ4.3rnX幡3.6rn、深さ0.3mである。壁は、北西側を除きやや緩い傾斜で立

ち上がる。床面には凹凸がある。南東壁には 2つの竃が付くが、遺存状況は悪い。北側の竃西側はその前

庭部であるが、他の落ち込みが本住居跡に伴うかは不明である。北西壁際には、いくつかの土坑が重複

するが、これらも本住居跡に伴うかは不明。

遺物は須恵器の壷@護、土師器の杯 (58~61) .長胴嚢 (62~65) 小警なと、が出土した。 58は、底部より口

縁部まで直線的に外傾する 9個の破片が接合しているが、うち 2点だけが褐色で他は灰白色である。二

次的な火熱によって、還元状態に変質したものである。59~60は、体部でやや膨らんで口縁部に至る。 60

の体部内面には、粘土紐の接合痕が認められる c底部は、静止糸切りの61を徐いた他は回転糸切りであ

る。62.63は、口縁から胴部上位の破片である。62は口縁部が短く外湾し、体部外面に粗いヘラケズリを

施す。非口ク口のようである。63は口縁部が短く直立し、体部外国にヘラケズリを施す。ロ縁部はロクロ

ある064065は、底部から体部下位の破片である。外語はヘラケズ J)内面はナデを施す。62と

個体のようである。底面は細かな砂を敷いた砂底と考えられる。65は底部が突出している。外面は縦伎

のヘラケズリで、内面には木口によるハケメが明瞭である。

S I 109 (第60~62図、図版33-1 、 44)

A区中央のLN38.39区にあり、地山面で確認した。南西側は調査区外で、平面形は方形状を呈する。

規模は、長軸約6.5n1X現存長5rn、深さ0.6mである。南東壁際から南側にかけての床面は、約O.lmの段

があり低くなっている。各々の床面は僅かに凹凸がある。壁は強い傾斜を示し、これに沿って周溝があ

る。周溝は最大幅O.4n1~最小幅O.lmで、深さはO.3mで、ある。中央には長軸約1. 3mX短軸lInの焼けた

面があり、この南側にも近接して 3カ所の焼けた面が確認された。ピットはP1~ P 12まで見つかった

が、主な柱穴はP3・P8 . P 11. P 12と考えられる。このうち、 P8は径0.55m、深さ0.5mの方形で、 P

3は長さ0.65rnX幅0.55n1、深さ0.4mで、ある。 P1.P2.P4は本遺構に伴うと判断しているが、深さ

は0.1~0.2m と浅い。

遺物l土、 σ1 (66)@士子(G7~73)@有台坪(75~81)e斐(87)、土部器の土手小嚢(82・83)・

(84~86) が出土した。 66は天井部が平埠で、端部は短く護立する。67~71は身が浅く、比較的大きな底径

から口縁部まで直線的に外傾する。71は殆どが褐色を呈しているが、生焼けと考えられる。底面はすべ

てヘラ切りである。たは底径が小さく、口綾部はやや外湾する。底部は回転糸切り。73は矯形を呈した底

部破片で、内外国に大きく墨と思われる痕跡がある。底面はヘラ切り。 75~77は小振りで、高台は短くや

や外傾する。76.77の底部はヘラ切り。78は大振りで79は細身で深い形態、である。80は綾が強く張る稜椀

の形態で、底部外面には墨書が認められる。81は底部外面を上にした転用硯で、そこには墨が全体に付

している。翠が割れ口にも認められるので、底部を円形に整えてから使用したと解釈される。87は、内

外面に平行沈線を基調にしたタタキを施す。

74は底径が小さく、日縁部は外湾する。体部外面に墨書がある。82は内外がロク口調整で、外部の体部

下端にヘラケズリを施す。底聞は回転糸切りで83~85は底部が突出し、外面には粗いケズリを施す。 83.

84の内面には、木口のハケメが明綴。底面は83が砂底で、84.85には簾状の痕跡が認められる。

1
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S 1 107 

1 階褐色土(10YR3/3)

2 赤褐色こUIOYR4/6)

3 11fT褐色二七(10YR3/4)

4 黒褐色土 (10YR2/3)

5 褐色土 (IOYR4/6)

竪穴住居跡(2 )古代②S1 107・109第61国



立コ
00 

察
側
市
川
饗
嫡
包
け
ず
}
皆
川
明
川
町

櫨
の
端
、

的
小

ド∞
J

N

ド
@
ヒ
恒
(N
N
〉
賠
刊
川
村
喧
宝
鰻
F関

図
Nω
批
判

r、、
00 

~・4

00 

f司
00 

子ミミ、宮

¥0 
p、

U可
「、

/' 



第 4章調査の記録

S I 122 (第57.63.64図、図版33-2、49、50)

A区中央やや西側のlvlB 48.49区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の隅丸正方形で、北西側の

壁は大きく張り出している。規模は約3.5mX約3.5111、床面までの深さは0.4111である。床面はほぼ平坦

で、援は垂直に立ち上がる。南東側の壁には中央北側よりに竃があり、北西側壁沿いには幅約0.2111の周

溝が途切れながら取り付く。竃は長さ約1.9mX幅約0.9111である。主なピットは 3つある (P1'"'-' P 3)。

遺物は、土師器の血(88).:坪(89.90).小護(91.92).長胴護(93'"'-'99)が出土した。88は、突出した底部よ

り口縁部まで連続して外反する。89.90は、体部が膨らみ口縁部が僅かに外反する。底面は回転糸切りで

ある。91.92は底部が壁かに突出しており、底面は回転糸切りである。服部は共に粗く J腐れるが、ロク口

調整のようである。91の内面には煤の付着が見られる。93.94は口縁部が「く jの字状を呈し、ロクロで調

している。96は頚部が緩く外反し、ロ縁部は直線的に外傾する。外面網部の上半以上はロク口調整で、

下半には縦位のヘラケズ1)を施す。97.98は頚部が緩い「く Jの字状を呈し、口唇直下で短く誼立する。外

面網部の上半以上はロク口調整で、下半は縦位のヘラケズリである。内面には木口のナデを施す。99は

鋼部下半に縦位のヘラケズ1);を、その下端には横位のヘラケズリを施す。底面はやや上げ底気味で、周

縁を削除した可能性がある。端には、直線的で途切れた縄自の痕跡が l条認められる。

S I 125 (第64.65図、図版33-3) 

A区中央やや西側のMB45.46区にあり、地山面で確認した。データ不足のため、図はあまり正確でな

い。平面形は隅丸方形状を景し、西側は新しい遺構に切られ立ちよがりは不明である。規模は、一辺が約

2.9m、深さは0.2mで、ある。南側壁はやや強い傾斜を示し、床面は北側が緩く 上がる。東壁の中央や

や南寄りに竃が取り付く。

遺物は土師器の小嚢(100)が出土した。胴部はやや膨らみ、底部周縁の端は鋭く突出する。腕部の外面

は縦位のヘラケズリで、内面はナデを施す。特に底部内面には、指頭によるナデが明瞭である。

S I 363(第64.66'"'-'70図、図版44'"'-'47.51)

B区南東のNJ 59.60区にあり、地山面で確認した。調査時点で竪穴住居跡と認識されたため、本項に

含めたが、種類の帰属は不明瞭である。平面では、いくつかの土坑状の掘り込みが集中しているように

され、結果として不整の形状を呈している。束壁断面では、大きめの土坑が南側から少なくとも 3

目、北側へ掘り進めていることが分かるが、別にこの直下に安定した広い床面がある。大きなまとまり

部分の規模は、長さ約6.3mxr幅約4.2m、深さ0.7111で、ある。

遺物は、須恵器の坪葦 104). 牽葦(105) 。有台皿(106~108) .:L1て (109.110.112~123' 。

(128~ 138) .長頚瓶(139.141.142)・嚢(143.144).大嚢(140.145.146)、土師器の杯(111).椀 (124~126) 

などが出土した。102'"'-'104は天井が比較的高く平坦で、 102.103の端部は短く内傾する。 104の摘み部に

は、螺旋状の沈線が認められる。105の天井平坦部は狭く、日縁部は垂直的に降りて外湾する。 107は高台

が外傾し、口縁部は外湾するが、 106も同一形態であろう。108は高台が直立し底部が厚い。 107.108は静

止糸切りかもしれない。 109.110.112'"'-'116.118は、底部から口縁部まで内湾もしくは直線的に立ち上が

る。そのうち、 113と118はやや深い形態である。 109・110.112.113の底部は回転ヘラ切りで、他は回転糸

切りである。113.116・118は墨書土器である。117.119'"'-'123.127は、底部から体部にかけて湾曲もしくは

直線的に立ち上がり、日縁部は僅かに外湾する。128.129は高台が高く腰部が張り高台は連立もしくは

やや外傾する。共に回転糸切りである。130'"'-'138は、短い高台部からすぐに立ち上がり、口縁部が直線的
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平安時代の遺構と遺物第 3節
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

で僅かに外反する深身の形態である。底部は135が不明で、 137.138が回転ヘラ切りの他は回転糸切りで

ある。 139は口唇直下の外面に稜があり、口唇部は短く内傾する。 141.142は共に、体部下半にヘラケズリ

を施す。142の内面には焼き膨れが見られる。143の口縁部は外傾し、口唇部は平坦でやや外傾する。 144.

146の内外国には平行タタキを施す。 145.146は同一個体である。口縁部は大きく外反し口唇部産下に強

い稜をもっ。底部は丸く、体部は球形を成す。口縁部以外の内外面に、平行なタタキを施す。

S I 364(第71.72図、図版34-1 ) 

B区梅東のNG57.58区にあり、地山面で確認した。調査時点で竪穴住居跡と認識したが、種類の|帰属

は不明瞭である。 SD399に切られ、平面では 2つの蕗ち込みが重複するように観察でき、結果として不

整の形状を呈している。南側にピットが集中している。東側の落ち込みと見られる部分は、長さ4.2mX

稿2.91豆、深さ0.6rnである。

遺物は、須恵器の有台血 (147~149) .杯(150~153) .有台杯(154.155)、土師器の杯(156.157)などがあ

る。有台血は底部が厚く、高台は三角形を呈し短く直立する。 147は底部から短く外湾する。 147~149は

回転糸切りで、渦の痕跡は細い。151には墨書が見られ、 151~153は回転糸切りである。 154.155の

高台は短い。155は回転糸切りで、この後箆で小さな丸を描く。 156.157は、底部より内湾もしくは内湾気

味に立ち上がる。底部は回転糸切りである。

S I 365(第64.72.73図、図版34-2、46、50、51)

A区東端のNB68区にあり、地山面で確認した。平顔形は稿のやや丸い正方形状で、 ある南側が

大きく歪んでいる。北西橋には大きな土坑を伴う。規模は長さ約2.35mX絹2.2m、床面までの深さはO.

25mである。壁は比較的緩く立ち上がり、床面は端から中央部へ向かつて徐々に低くなる。土坑はこ段

掘りで、その規模は長軸1.5n1 X幅1.3mで、ある。竃は南辺の中央やや西寄りにあり、前庭部から煙出ま

での規模は、長さ1.85n1X 踊0.55111である。 P1~P2 の柱穴は、径0.2n1内外の大きさである。

遺物は、須恵器の部(158).嚢(160).長頚瓶(161)、土師器の杯(159).護(101)がある。158は底部より内

湾して立ち上がる。底部には回転糸切りを施す。 159は深身の形態で、やはり内湾して立ち上がる。底部

は回転糸切り。160は体部の内外面に、平行なタタキを施す。161は肩が丸く張り口唇部は短く直立する。

頚部の成形は三段構成で、体部下半には横設のヘラケズリを施す。

S I 369(第73.74図、図版34-3、46)

AI玄南東端のNH59区にあり、地山面で確認した。平面形は隅のやや丸い不整の長方形で、西側を S

D399に切られる。床面の中央に設があり、東側の低い面と西側の高い面に分かれる。規模は、長さ3.4111

XI福3.25m、深さは低い面で0.35111である。壁は比較的緩い傾斜で立ち上がる。床面の段差は0.1111で、

全体に僅かな凹凸がある。南東側壁の中央南側には、長さ1.4mX栢O.5111の竃がある。柱穴はP1だけ

が確認できた。 3つの落ち込みは、本遺構には伴わない。

遺物は、土師器の士不(162.163).小餐(164~168) .護(169・170)がある。 162・163は深身の形態、で、底部は

回転糸切りである。 165は口縁部が緩く外湾し、 166は外傾する。どちらも、成形時の粘土紐が明瞭である

が調整は不明瞭。164.168は回転糸切りで、前者は胴部に縦位のヘラケズリを、後者はロク口調整を施す0

167は胴部下端に横位のヘラケズリがあり、底部は箆起こしの後ナデを施したと考えられる。169は口縁

部が緩く外湾する。成形持の粘土紐が明瞭で、胴部はヘラケズリを施す。内面には横位のナデを施す。

170は頚部が「く」の字状を呈し、口ク口調整である。
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S I 370(第74"'77図、図版35-1 . 2、46、47)

いものの中央部やや東側にA区南東端のN158.59区にあり、地山面で確認した。

床面の焼けた部分があることから、竪穴住居跡にした。平面形は隅丸の正方形状で、規模は長さ3.2mX

I揺3.1m、深さO.4n1である。震は強い傾斜を示す南辺を除けば、やや緩い傾斜の立ち上がりである。床面

には弱い凹凸があり、北側に向かつて徐々に低くなる。焼け揺は、径O.2n1の広がりで 3カ所集中して確

認された。柱穴は、中央部付近に P1"'P4が確認された他に、北側隅には径O.4mのP5が見つかった。
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第4章調査の記録

には方形と円形があり、径O.2~0. 3n1の大きさがある。

遺物は、須恵器の坪蓋 (171ト有台血瓶(202) 、土師器の i不 (173.~187) .有台椀(191-192)e小

(188~190.193.194) .餐(l95~199).手控ね土器(200ト支脚(201)などが出土した。171は低い天井で、端

部は短く屈折する。172は高台部が高く、僅かに外側に踏んばる。接地面は平坦で、「コ」字形のしっかり

した形態。体部は底部から内湾して立ち上がる。 173~181は、底部から口縁部まで内湾して立ち上がる。

183は体部は直線的で、口縁部は外湾する。183.184. 187を除いた杯は、すべて呂転糸切り底である。189.

190は、頚部が「く」の宇状を呈し口縁部は内屈する。どちらもロク口調整を施し、 190の底部は回転糸切

りである。 191は高台部がやや長く、「ハJの字形に外湾する。杯部は中央が丸く窪んで最も{尽く、体部は

内湾、口縁部は外湾する。内面は黒色処理を施し、その調整は下半は放射状の上半は平行なミガキを施

す。底面外側は、不整な敢射状の痕跡を有し192も向楳である。 195の底面には葉脈状の沈線があり三所々

に丸い小さな窪みを有する。200の口縁部は波打ち、体部には指頭による圧痕が顕著で、ある。201は天井

部に細かな砂粒が顕著で、体部には粘土紐の痕跡が認められる。製作時に、天井を下にして成形したも

のであろう。 197は口縁部が外湾する。胸部は外面が縦位のヘラケズ 1)、内部は横位の木口によるナヂを

施す。198は頚部が緩い「く」の字状を呈し、口唇部が短く産立する。外屈の口縁部と腕部上位は口ク口調

整で、他は縦位のヘラケズ1)を施す。内面はロク口調整である。 199は外面が縦位のへラケズ1)、内面は

底部がナデの他は口ク口調整である。

S I 371 (第75.78図、図版35-3、47、48)

A区南東端のNG60区にあり、地山面で確認した。北西辺から南東辺にかけて SD398に切られる。ま

た南東側は、 S107と重複するものの新!日関係は不明である。竃は撹乱で消失したと判断した。平面形

は南側で、半分が東側へ鍵状に張り出すものの、全体では不整の長方形を呈する。規模は、長さ4.6111X 

I福4.2111、深さ 0.2111で、ある。壁は緩く立ち上がり、成問は凹占が著しい。柱穴はP1~P5 までと考えら

れるが、径はO.3~0. 5111の大きさがある。他の落ち込みは時期が不明である。

遺物は須恵器の瓶類 (217) 、土師器の杯 (203~214) .小護(215.216)などが出土した。217は、体部外面

と底部にヘラケズリを施す。底部には浅い沈線状の痕跡がある。210.212は、底面より内湾して立ち上が

る深身の形態である。205~209は、底部より内湾し口縁部は直線もしくは外反する。210.212はやや浅い

形態で、口縁部は内湾もしくは直線的である。212の内面全面には、墨の痕跡が認められる。210.212.214

を除く底面は、回転糸切りである。215は内外面がロク口調整で、口縁部は屈折して口唇部が短く

るものであろう0216も内外面ロク口調整で、底面は回転糸切りである。

2 竪穴状遺構

S K I 54(第79図、図版36-1 ，48) 

B区西側のlVI056区にあり、地山面で確認した。平面形は偶丸 北西側が精円状を

する。規模は長さ約3mXI嬬2.4111、床面までの深さは0.3m最も深い北西側が0.4n1である。援は北西と

南西側がやや緩く、他は誼立気味に立ち上がる。底面はほぼ平唱であるが、北西の壁際で緩く窪む。西辺

の中央部に径2.3111の柱穴があり、床より0.2mの深さである。

S K I 362(第65図、図版36-2) 

A区南東端のNH61区にあり、地山商で確認した。東側隅は SD398に切られ、南側隅は SK372に切

。。ハυ
451 
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第3節ヂ安時誌の遺構と遺物

ヰ 、、BS''
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〆
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( )は推定値 e現存値

番号 出土地点 種類 器種 胎土(砂粒) 色 調(外・内) 口径×底径×高さ (mm)

35 S 107 須恵 有台杯 1 "-'2mm多量 5B4/ls音青灰 2.5Y5/2暗灰黄 125>< 82>< (39) 

36 S 107 土師 有台i不 1mm多量 7 .5Y R8/4浅黄櫨 N1.5/0黒 129>< 60>< 57 

37 S 107 土師 護 1 "-'2mm多量 7 .5Y R8/4浅黄掻 7 .5Y R8/3浅黄櫨 146>< ->< (62) 

38 S 107 土師 小葉 1 "-'2mm多量 5YR7/4にふミしヰ登 7 .5Y R8/3浅黄櫨 130>< 73 >< 148 

39 S 107 土師 小室 1 "-'3mm多量 5YR8/4淡燈 5YR8/3淡憧 146>< 67>< 132 

40 S 169 土師 好、 1mm多量 7.5Y R8/3浅黄櫨 7.5YR8/3浅黄燈 129>< 49>< 50 

41 S 169 土師 耳く 1 "-'2mm多量 5Y R 7/8燈 5YR8/3淡燈 135>< 58>< 49 

42 S 169 土師 拝= 1mm多量 lOY R8/2灰白 lOY R8/2灰白 130>< 50>< 54 

43 S 169 土師 ;界 1 "'--'2mm多量 5Y R 7/8t登 5Y R 7/8t登 134>< 56>< 56 HH S 169 土師 j不 1mm多量 7管 5YR8/4浅黄樫 5YR7/6m 126>< 46>< 55 

S 169 土師 ;坪 1mm多量 5YR7/41こぶくい4登 5Y R7/6t登 141>< 56>< 56 

46 S 169 土師 f不 1mm多器 7.5Y R8/3浅黄控 7 .5Y R8/3浅黄憶 131 47>< 55 

I S 169 十締 耳、 1."'-'2mm多最 R8/4淡撞 .5Y R8/6黄掻 130>< 54>< 65 

48 S 169 土師 上不 1mm多量 7.5YR6/6t登 7.5YR7/4によくしヰ登 130>< 57>< 51 

S 169 二i二部 坪 1mm多量 5YR8/4?炎t登 7.5YR8/2灰白

50 S 169 十五市 有台坪 1mm多量 7 .5Y R8/6浅黄権 ]¥Tl.5/0皇

51 S 169 土師 IJ、、資 1----2mm多量 7.5-'{ R8/4浅黄偉 7.5Y R8/6黄梅 98>< 52>< 67 
戸Fつ- S 169 土師|小笠 11~3mm多量 15Y R7/6撞 5Y R 7/8t歪 141 (86) 

iS3 S 169 二部 IJ、三更 l---::3mm多量 7.5YR7/8黄撞 5)' R6/8掻 137>< (l2Q) 

54 S 169 二仁郎 受 l I fJa2mllimil多多量量 SY RR87//84淡1雪稽 57Y .5Y R8R1471淡3撞4詮
219>< ><90 

S 169 土師 袈 5Y 199>< 74X320 

56 S 169 
土土師師 護斐

1 "-'2mm多量 7.5三ァ R8/6浅黄櫨 7 .5Y R8/;3浅黄櫨 206X 80><311 

57 S 171 1 "-'3rnm多量 5YR5/6明赤褐 5YR6/8ネ登 157>< 80>< 149 

58 S 1 107 土師 向〈 1 "-'2mm多量 7.5YR8/1灰白 7 .5Y R8/1灰白 134>< 52X 49 

59 S 1 107 土師 ;向く 1mm多量 7.5YR7/1明掲灰 7.5YR6/1掲灰 121>< 54>< 53 

60 S 1 107 土師 j不 1mm多量 7.5Y R 7/6糧 7 . 5 Y R 7/6m 160>< 62>< 53 

61 S 1 107 土師 j不 1 "-'2rnm多量 7.5YR7/3にふくしヰ登 7.5Y R 7/3fこぶしヰ笠 145>< 48>< 55 

62 S 1 107 土師 護 1 "-'3mm多量 7.5Y R8/4浅黄撞 7.5YR8/3浅黄樫 197>< >< (130) 

63 S 1 107 土師 嚢 1 "-'3rnm多量 5Y R 7/6t登 5YR 7/6楼 225>< ->< (126) 

64 I S 1 107 土自111 護 1 "-'3rnm多量 7.5YR7/4に」ミしヰif 7.5YR7/4に」ミい4登 X 88x (135) 

65 S 1 107 土師 費 1mm多量 5Y R 7/6t笠 5Y R7/6t:登 X 97X (90) 

66 S 1 109 須恵 蓋 1へ.2mm多量 5B5/1青灰 5B4/ls音青灰 134>< >< (29) 

67 S 1 109 須恵 i不 1 "-'2mm多量 5B5/1青灰 5B5/1青灰 120>< 70>< 27 

68 S 1 109 須恵 耳= 1 "-'2mm多量 5G7/1明緑灰 5G7/1明緑灰 133>< 80><307 

69 S 1 109 須恵 持〈 1mm多量 10YR8/1灰自 lOY R8/1灰白 122>< 60>< 33 

70 S 1 109 須恵 坪 1 "-'3rnm多量 lOYR8/1灰白 lOY R8/1灰白 129>< 64>< 37 

S 1 109 王，貝守司忠、 j不 101m多量 10Y R8/4浅黄櫨 lOY R8/4浅黄櫨 129>< 70;;< 31 

72 S 1 109 須恵 向く 101m多量 lOYR7/1灰白 lOYR7/1灰白 139>< 48>< 51 

73 S 1 109 須恵 坪 1mm多量 10Y R8/1灰自 10Y R8/1灰白 × 74×(26) 

74 S 1 109 土師 i千; lmm多量 7.5Y R8/3浅黄掻 7 .5Y R8/3浅黄霞 l三 55

75 S 1 109 須恵 有台部 1 "-'2mm多量 5Y8/1灰自 5Y8/1灰白 110>< 56>< 52 

76 S 1 109 須恵 有台i不 1mm多量 5Y7/1灰白 15Y7/1灰白 111 62>< 56 

77 S 1 109 須患 有台部 1mm多量 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 114>< 64X 55 

78 S 1 109 
須須車恵 有有台台坪坪 1"-'3多rnrn量多量 7.5Y7/1灰白

77..55YY67//lI灰灰白
157>< ->< (71) 

79 S 1 109 7.5Y6/1灰 >< 56>< (68) 

80 S 1 109 須恵 有台坪 101m多量 5Y5/]灰 5Y7/2灰自 85>< (38) 

81 S 1 109 須恵 有台杯 1rnm多量 N6/0灰 N6/0灰 >< 57>< (19) 

82 S 1 109 土師 小護 1 "-'2mm多量 7 .5Y R5/2灰掲 7.5YR7/2明掲灰 >< 78X 62 

i 83 S 1 109 土師 小笠 1 "'-'2mm多量 7.5YR7/4にぶい燈 7 .5Y R7/3によくし斗 x 50>< (30) 

84 S 1 109 土師 護 1 "-'2mm多量 2.5YR6/6ネ登 2.5YR7/4淡赤種 x 78>< (27) 

85 S 1 109 !土師 平主士1互d 1 "-'3m日}多量 7.5YR7/3にふくしヰ登 7.5YR8/2灰白 x 77>< (32) 

86 S 1 109 土姉 護 1 "-'2mm多量 5Y R 7/6t登 7.5YR8/3浅黄樟 >< 76>< 66 

87 S 1 109 須恵 費 1mm多量 lOYR4/1灰 lOY R6/1灰 × × 

88 S 1 122 土師 思 1 "-'2mm多量 7.5Y R8/4浅黄詣 7.5YR8/4浅黄樟 131>< 50>< 34 

89 S 1 122 土師 坪 1 "-'3mm多量 2.5YR7/4淡赤樟 2.5YR7/4淡赤櫨 135>< 58X 52 

90 S 1 122 土師 好く 1 "-'2mm多量 7.5Y R8/4浅黄櫨 7 .5Y R8/4浅黄櫨 134X 52>< 49 

91 S 1 122 土師 小護 11淵多量 5Y R 7/6t登 5YR7/4によくしヰ登 >< 52>< (53) 

92 S 1 122 土師 /ト嚢 1 "'-'3mm多量 7.5Y R7/2明掲灰 5Y R8/4tOH登 ->< 66>< (77) 

93 只 T 122 ! ~l二師 るぢ1乏; 1"-'311101多量 10γR8/2f頁向 10Y R8/3i斐黄椅 213>< X (104) 

94 S 1 122 j二師 護 1"-'30101多量 7.5Y R8/4浅黄樟 7.5YR8/4浅黄櫨 185>< ->< (77) 

95 S 1 122 I土師 護 1 "'-'301m多量 lOYR8/2灰白 lOY R8/2灰白 248 ->< (312) 
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第 4章調査の記諒

5 ( 2 ) 

( )は推定値・現存植

番号 出土地点 種類 器種 胎土(砂粒) 色 調(外・内) 口径×底径×品さ (mm)

96 S 1 122 土師 護 1 "-'3mm多量 7.5YR8/3浅黄穫 7.5YR8/3浅黄樫 204 x -x (231) 

97 S 1 122 土師 護 1 "-'2mm多量 10Y R8/2灰白 lOYR8/2灰白 209X -X (304) 

98 S 1 122 土師 護 1mm多量 2.5YR 7/6t登 2.5Y R 7/6t登 227X -X (255) 

99 S 1 122 土師 護 1 "-'3mm多量 2.5YR7/4淡赤撞 5YR6/3にふくしヰ登 一 X100X (134) 

100 S 1 125 土師 小斐 1 "-'3mm多量 2.5YR6/4にふくしヰ登 7.5YR 7/2明掲灰 92X (118) 

101 S 1365 土師 護 1 ""3mm多量 7.5Y R5/1掲灰 7.5YR8/3浅黄撞 -X 100X (85) 

102 S 1363 須恵 芸 1 "-'3mm多量 2.5Y7/1灰白 2.5Y6/1黄灰 152X 72X 40 

103 S 1363 須恵 議 1mm多量 2.5Y R8/1灰白 2.5Y R8/1灰白 158X 79X 34 

104 S 1363 須恵 ~ 1 "-'3mm多量 5Y6/1灰 5Y5/1灰 X 82X (23) 

105 S 1363 須恵 薬 1 "-'2mm多量 N7/0灰白 5Y6/1灰 149X 69x (32) 

106 S 1363 須恵
有有台台皿国 11m~m3多m量多量 2N.55/YO6オ11リ黄ー炭ブ灰

N6/0灰 148X -X 20 

l1O08 7 
S 1363 須恵 2.5Y7/1灰白 124X 55x 31 

S 1363 三塁恵 有台間 1 "--2mm多量 lOYR7/1灰白 ]OYR8/1灰白
132×× 7703×× (4380 ) 

109 S 1363 須恵; 杯 1mm多量 2.5Y7/1灰白 15Y8/1灰白

110 S 1363 現恵 持く 1.~211l1ll多量 5Y8/1灰白 2.5Y8/1灰白 139 x 75:< :35 

111 S 1363 土師 坪 1.--.__2mm多量 7.5YR7/8黄櫨 7 .5Y R8/2灰白 129x 66>: 41 

112 S 1363 須思 上手 1mm多量 2.5Y7/1灰白 2.5Y7/1灰白 130X 60x330 

I 113 S 1363 須忠 芹 1~3I1lm多量 luY6/1灰 lOY6/1灰 132X 59>< 43 
114 S 1363 須恵 坪 1~2I1lm多量 lOYR8/1灰白 lOYR8/2灰白 136 >< 62>( 41 

115 I S 1363 I須恵| i不 1~3m01多量 5B6/1青灰 5B5/1青灰 118>< 56X 35 
S 1363 須恵 j不 11.----201Ill多量 15Y7/1灰白 5Y7/1灰白 131 59x 38 I 

117 S 1 :363 須恵 掠 1~31澗多量 5B6/1青灰 5B5/1青灰 132X 62x 36 

118 S 1363 須恵 坪 1 '"'-'2mm多量 2.5Y8/1灰白 2.5Y7/1灰白 133X 69x 40 

119 S 1363 須恵 杯 1 "-'3mm多量 2.5Y7/1灰白 2.5Y8/1灰白 135X 58X 35 

120 S 1363 須恵 巧〈 1 '"'-'2mm多量 lOY6/1灰 10Y6/1灰 128X 51X 35 

121 S 1363 須恵 坪 1~2m01多量 7.5Y7/1灰白 7 .5Y7 11灰白 130X 35 

122 S 1363 須恵 坪 1 "-'2mm多量 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 123x 63x 40 

123 S 1363 須恵 珂= 1 '"'-'201m多量 5Y8/2灰白 5Y8/2灰白 144X 80X 34 
124 S 1363 土師 擁 1 "-'2mm多量 7.5YR 7/6t登 N1.5/0盟 119X 55X 59 

125 S 1363 土師 特d 1mm多量 10Y R8/2灰白 N 1.5/0黒 123x 54x 55 

126 S 1363 土師 椀 1 "-'2mm多量 5Y R 7/6t登 5Y R 7/6t登 123X 51X 53 

127 S 1363 須恵 i不 1'"'-'2mm多量 5G Y7/1明緑灰 5Y7/1灰白 132X 52X 39 

128 S 1363 須恵 有台杯 101m多量 N4/0灰 N5/0灰 -X 61X (32) 

129 S 1363 須恵 有台部 1 "-'2mm多量 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 一 x 73X (29) 

130 S 1363 須恵 有台土不 101m多量 N5/0灰 N7/0灰白 143x 76X 80 

131 S 1363 須恵 有台;郎 1mm多量 N5/0灰 7 .5Y R6/1灰 137X 71X 68 

132 S 1363 須恵 有台i不 1 '"'-'3mm多量 N5/0灰 7 .5Y R6/1灰 146x 67>< 72 

133 S 1363 須恵 有台坪 1 "-'201m多量 N5/0灰 N5/0灰 122X 59X 58 

134 S 1363 須恵 有台:坪 1 "'-'2mm多量 ト.J4/0灰 N5/0灰 148X 76 
1ヌ5 S 1363 酒〆ノV 王〕宮、 有台i不 1'"'-'2mm多量 7‘5Y6/1灰 ? .5Y6/1灰 141ス 72

136 S 1363 須窓 有台i不 1'"'-'2mm多量 7.5Y5/1灰 7.5Y7/1灰白 -x 78X (58) 

137 S 1363 須恵 有台i不 1 "-'2mm多量 5Y8/1灰白 5Y8/1灰白 -x 71 (28) 

138 S 1363 須恵 有台杯 1 '"'-'201m多量 N4/0灰 N5/0灰 x 70X (23) 

139 S 1363 須恵 長頚瓶 1 '"'-'201m多量 5B G6/1緑灰 7.5Y7/1灰白 120X x (67) 

140 S 1363 須恵 大嚢 101m多量 7.5Y6/1灰 5Y6/2オリーブ灰 -x  -

141 S 1363 須窓 長頚}甑 1mm多量 5B6/1青灰 N5/0灰 (117) X (113) X (215) 

142 S 1363 須恵 長頚瓶 1 "-'301m多量 N1.5/0黒 7.5Y4/1灰 (123) x 97X (164) 

143 S 1363 須恵 護 1mm多義 7.5Y5/1灰 7.5Y5/1灰 220X X (230) 

i 144 S 1363 須恵 費 1"-'20101多量 N4/1灰 7.5Y5/1灰 409 X -X (230) 

145 S 1363 須恵 大饗 101m多量 5Y6/1灰 5Y6/1灰 X -X  -

146 S 1363 須恵 大護 1'"'-'2mm多量 7.5Y7/1灰白 7.5Y7/1灰自 × X (128) 

147 S 1364 須恵 有台皿 1"-'20101多量 5B4/1暗青灰 5B4/1暗青灰 130x 61X 29 

148 S 1364 須恵 有台皿 1 '"'-'2mm多量 5B4/1暗青灰 5B4/1暗青灰 一 X 57X (21) 

149 S 1364 須恵 有台風 1'"'-'2mm多量 5Y6/1灰 5Y7/1灰白 一 X 58X (9) 

150 S 1364 須恵 i不 1"-'30101多量 5Y6/1灰 5Y6/1灰 115X 65X 45 

151 S 1364 須恵 坪 1'"'-'2mm多量 5Y8/1灰白 5Y8/1灰白 一 X 60X 26 
152 S 1364 須恵 坪 1"-'20101多量 N5/0炭 N5/0灰 123X 60X 36 
153 S 1364 須恵 珂〈 101m多量 lOY R 7/3にぶい黄掻 lOYR 7/3にぶい黄掻 X 61X 22 

154 S 1364 須恵 有台i不 1 "-'3mm多量 5Y8/1灰白 7.5Y8/1灰白 75X (34) 

155 S 1364 須恵 有台杯 1'"'-'2mm多量 lOY7/1灰白 7.5Y7/1灰白 X 72X (27) 

156 S 1364 土姉 士不 1 ，，-，301m多量 7 .5Y R8/8黄様 7.5YR8/8黄櫨 133x 60X 47 
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

円。 ( 3 ) 

( )は推定値・現存値
番号 出土地点 種類 器種 胎土(砂粒) 色 調(外・内) 口径×底径×両さ (mrn)
157 S 1364 土師 持く 1 "--'2rnm多量 7.5YR 7/8黄撞 7 .5Y R6/8;j:登 130X 60X 43 
158 S 1365 須恵 釘く 1 "--'2rnrn多量 5B5/1青灰 5B5/1青灰 131X 55X 53 
159 S 1365 土師 i不 1 "--'3rnrn多量 7.5Y7/1灰白 7.5Y7/1灰白 133X 60X 47 
160 S 1365 須恵 費 1 "--'2rnrn多量 lOY6/1灰 lOY6/1灰 -X -X (66) 

161 S 1365 須恵 長頚瓶 1rnm多量 lOY6/1灰 5Y6/1灰 82X - (183) 
162 S 1369 土師 妻子 1 "--'2rnrn多量 7.5Y R8/8黄樟 7.5YR8/6浅黄櫨 128X 52X 50 
163 S 1369 土師 杯 1 "--'2rnrn多量 5Y R 7/6t登 7.5YR7/31こぶし):t登 125X 54X 56 
164 S 1369 土師 小護 1 "--'2mm多量 7 .5Y R6/6;j:登 7.5YR7/8黄楼 X 66X (35) 
165 S 1369 土師 小護 1 "--'3rnm多量 7.5YR4/2灰掲 2.5YR 7/8宇登 140X X (75) 

! 166 S 1369 土師 小護 1--3mm多量 5YR6/3にふくしヰ登 5YR8/4淡糧 120X X (64) 

167 S 1369 土師 小嚢 1~3mm多普 2.5YR 7/6撞 5YR7/4にぶい樫 X 66X (36) 

168 S 1369 土師 IJ、養 1~2mm多量 2.5YR7/6干登 5YR8/4淡糧 -X 86>< (59) 

S 1369 土蹄 斐 1.~:irnrn多量 2.5YR 7/8Hi 15YR7/6境 189 >< - (164) 
170 S 1369 土師 嚢 1 "--'3mm多量 2.5Y R6/8;j:登 5YR7/8:t登 229X -X (106) 

171 S 1370 須恵 i芸Z奈E 1.--._.2mm多量 lOY7/1灰白 5Yア7/1灰白 154X 74X (22) 
172 S 1370 ?喜事 有台皿 1 "--'3mm多量 5B3/1暗青灰 5B3/1暗常灰 133>< 58>< 41 
173 S 1370 土師 i不 1mm多量 17.5YR8/6;j:歪 /ぺSYR8/6浅黄程 130>< 55>< 51 

I 174 S 1370 土師 封二 1 "--'3111111多量 7.5YR8/2灰白 7.5YR8/2灰白 1:32>< 44>< 50 
175 S 1370 土師 土不 1~2mm多量 7.5YR7/4にふくしヰ室 7.5YR7/3にぶしヰ霊 129X 58~< 56 

! 176 S 1370 土師 好; 1~3mm多量 7 .5Y R8/4浅黄樫 7 .5Y R8/1灰白 130>< 47>< 50 
177 S 1370 土師 向く 1mm多量 lOY R7/1灰白 lOYR8/2灰自 135~< 53>< 57 

I 178 S 1370 土師 部 1.--.._..3mm多量 lOY R 7/2にぷい黄謹 10Y R8/2灰白 135>:: 60>< 51 
179 S 1370 土師 坪 1mm多量 7.5YR8/4浅黄撞 7.5YR8/4浅黄樟 130>< 52>:: 54 
180 S 1370 土師 向〈 1 "--'2mm多量 5YR7/4にふくい4登 5YR7/4に」くい4登 141X 46>:: 48 
181 S 1370 土師 坪 1 "--'3mm多量 2.5Y8/1灰白 2.5Y8/1灰白 137X 60>:: 50 
182 S 1370 土師 苅く 1 "--'3mm多量 2.5YR6/8ネ登 2.5YR6/8t~ -x 67>:: (47) 

183 S 1370 土師 坪 1 "--'3mrn多量 5YR7/31こぶしヰ登 5YR7/3にふくしヰ登 136X 55X 52 
184 S 1370 土師 持く 1mm多量 5YR7/6:t登 5Y R 7/6:t登 X 60>:: (38) 
185 S 1370 土師 持く 1mm多量 7.5Y R8/4浅黄楼

75Y .5Y R6R/86/f登4浅黄櫨
>:: 57>:: (31) 

186 S 1370 土師 土不 1 "--'2mm多量 7 .5Y R8/3浅黄櫨 X 59>:: (26) 
187 S 1370 土師 上不 1 "--'2mm多量 lOYR8/2灰白 lOYR8/2灰白 X 45>:: (45) 
188 S 1370 土師 小護 1 "--'2mm多量 7.5YR8/3浅黄桂 7.5YR8/3浅賀桂 >:: 57>< (37) 
189 S 1370 土姉 小嚢 1 "--'2mm多量 2.5Y7/1灰白 lOYR8/2灰白 103>:: ->:: (31) 

190 S 1370 土師 小護 1 "--'2mm多量 7 .5Y R8/3浅黄櫨 5Y4/1灰 100>:: 59X 84 
191 S 1370 土師 有台椀 1mm多量 5YR8/4淡控 N1.5/0灰 156>:: 74>< 81 
192 S 1370 土師 有台椀 1mm多量 5YR7/6~ 5YR 7/6糧 >< 44 X (15) 
193 S 1370 土師 小嚢 1 "--'2mm多量 lOY R7/2にぶい黄 7 .5Y R8/3浅黄櫨 x 48x (55) 

194 S 1370 土師 小護 1 "--'2mm多量 lOYR8/3浅黄櫨 lOYR8/3浅黄櫨 x 70X (29) 
195 S 1370 土師 議 1~3mm多量 7.5YR5/6明掲 7.5Y R5/6明掲 一八 1υυ(20)

196 S 1370 土師 護 I 1''''2mm多量 I 2.GY R6/8t豆 2.5Y R6/8t~ 80>< (36) 
197 S 1370 上富市 棄 1 "--'2mm多量 7.5YR6/4にふくし叶登 7.5YR7/3にぷミい+登 217X -X (196) 

198 S 1370 土師 歪 1.~3lìlm多量 7.5YR7/4にふくしヰ章 7.5YR8/4浅黄櫨 188X 74X275 
199 S 1370 土師 護 1 "--'3mm多量 7.5Y R 7/6t登 7.5YR8/4浅黄櫨 x 96x (165) 
200 S 1370 土師 手控 1mm多量 lOYR8/3浅黄擾 10γR8/3浅黄境 62>:: 42>< 39 
201 S 1370 土師 支脚 1mm多量 2.5Y R6/8t登 2.5Y R6/8t登 112X 112X 56 
202 S 1370 須恵 }甑 1mm多量 5B4/1暗青灰 5B4/1暗青灰 X -X (77) 

203 S 1371 土師 坪 1 "--'2mm多量 2.5Y R6/8;j:登 2.5Y R6/8;j:登 111>< 63x 48 
204 S 1371 土師 坪 1 "--'2mm多量 5YR7/6燈 5YR7/6ネ登 138X 69>:: 53 
205 S 1371 土師 釘〈 1 "--'2mm多量 7.5YR7/2明掲灰 7.5YR7/6樟: 134X 54x 51 
206 S 1371 土師 坪 1mm多最 7.5YR8/6櫨 7.5YR8/6浅黄櫨 127X 43>< 52 
207 S 1371 土師 珂〈 1mm多量 7.5YR8/3浅黄燈 7.5YR8/4浅黄櫨 113X 42>< 43 
208 S 1371 土師 ;坪 1mm多最 7 .5Y R5/3にぶい褐 7.5YR6/3にぶい掲 135X 63X 45 
209 S 1371 土師 j不 1 "--'3mm多量 5Y R 7/8t~ 5Y R 7/6i'登 138X 48>:: 54 
210 S 1371 土師 坪 1 "--'2mm多量 2.5YR7/6糧 2.5Y R 7/6t登 128 X (54) X 42 
211 S 1371 土師 ;坪 1 "--'2mm多量 2.5Y7/1灰白 7.5YR 7/3にふくしヰ笠 一 X 51X (37) 

212 S 1371 土師 向く 1mm多量 7.5YR8/2灰白 7.5YR7/4iこぶしヰ歪 122X 54X 42 

213 S 1371 土師 土不 1mm多量 7.5YR5/3にぶい褐 7.5YR7/4にぷミい4登 X 67>< (32) 
214 S 1371 土師 坪 1 "--'2mm多量 7.5YR7/6機 7.5YR7/6i'登 >< 60>< (28) 

I 215 S 1371 土師 小棄 1nun多量 7.5Y R5/3にぶい掲 7.5YR6/3にぶい掲 >:: 91>< (119) 
216 S 1371 土師 小褒 1 "--'2mm多量 7.5YR6/1掲灰 7.5YR8/3浅黄櫨 X 71X (68) 

217 S 1371 須恵 持五 1 "--'3mm多量 5B7/1明青灰 5B5/1青灰 ->< 112>< (53) 
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第 4章調査の記録

られる。平面形は隅のやや丸い長方形で、東側はやや歪んでいる。規模は、長さ2.75111X桔2.55n1、深さ

は0.25111である。壁はやや強く立ち上がり、床面はやや凹凸があるものの全体には平坦である。柱穴は

P1"，-， P6まで確認され、 P3は長径0.3111X

ある。

S K I 377(第79図、図版36ω3)

A区東端のNB71区にあり、地山頭で確認した。平面形はやや隅の丸し

8m、深さ0.2111、P5 17mX短径0.15111で、

んで

いる。西側壁際に大きな土坑を伴う。規模は一辺が約2.2n1で、床面までの深さは約0.3111である。

い傾斜で立ち tがり、床面は端から中央部へ、向かつて徐々に高くなる。第79図中の一点鎖線は、臨く締

まった貼床の範囲である。土坑の規模は、長さ0.96111X幅0.82m、深さ0.25111である。杵穴はPl"，-， P5

まで確認され、径O.21Tl内外の大きさである。屋タトで竪穴隅の近くには、北側を綜いて径局外のピッ

トが検出された。上屋の構築に関わるものであろう。覆土上位には、多量の擦がレンズ状に堆積してい

た。

S K i 413 

A区東端のNK63区にあり、地山で確認した。南側から西側にか

形は方形状を呈すると考えられる。規模は残存する北東側の一辺で約5.5111で、

ある。床面には比較的凹凸があり、北東から南西にかけて緩く傾斜する。壁は緩く

ける。

さは約O.lrnで

上がる部分が多

く、平面観察では蛇行が著しい。北側隅付近のピットが伴うか

3 掘立柱建物跡

S B 70(第80図)

A区西端のNB58. N C59. ND60区に中心があり、地山面でP1"'-' P 24まで確認しピットの配列か

ら描立柱建物跡とした。柱聞は桁行6間×梁行 2問で、それぞれ約15.6111と約6.2111で、ある。主軸方向は

N “ Wである。 P22"'-'P24より、庇が取り付いていたと考えられる。 P7. P 8、P9.10、P14.15の

重複関係より一部立て替えも想定される。 P21より、桁行4間×梁行 2簡に梁行 2間×桁行 2間を付け

した可能性がある。ピット

ある。

S B 200 (第81図、図版37-1 ~ 3) 

AIR中央東側のLE36. L F36. L G37. L H38区に中心があり、地山商でP1 ~ P24まで確認しピッ

トの配列から掘立柱建物跡とした。本選構は、柱間が桁行 5間×梁行 2問と桁行 2関×梁行 2間の建物

者{_;'lP 只 さ0.9111 梧0.7111、小さい P20が長さ0.4111 O.4mで、

した形態で、それぞれ約13.3rnと約7.7rn、約5.31nX約5.2rnである。大きい方の主軸方向はN

39
0 -wで、その桁行にはP14. P 6の柱穴が認められる。この南端と小さい方の南西には、ピットが検出

されなかった。ピットは、大きいP5 

S B440 (第82悶)

A区と B 区の境ND~N F62区に中心があり、地山面でP1~P9 まで確認しピットの配列から掘

さ1.6111X r臨1.1m、小さいP20が長さ0.8X幅0.7111である。

立柱建物跡とした。 P4でSB450と切り合い、本遺構が新しい。梁行の西側が張り出し、対辺が斜めに

なる形態であるが、南西隅の柱痕跡が確認できなかコた可能性がある。梁行の東側中央にはピットがな

く、 P7. P 8関はSK366に切られていると判断された。柱問は桁行4関X梁行 2間で、それぞれ約9.2

ρ
0
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t
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S K 154 

1 r日E0.:L(IOYR4/6) 

2 前掲色土(IOYR3/斗)

3 l1iH品色土(IOYR3/3)

4 島包二上(IOYR3/2) 

5 ずf褐色-上(IOYR5/6)

6 111Hsl色:ヒ(IOYR3/4) 

7 I1fHsl色こL:( 1 OYR3/3) 

8 iA栂色二UIOYR5/8)

シ}vト

シルト、池LLJこu見入、11次資。

シルト、炭化物..)Jt土・池JlIオー混入、ややm，l'fIo 

ト、地ILJご1:混入、やや11次氏。

シルト、地けj土混入、やや|古I'[:![o

シ }Lノト、 lÚJ. LLJj~浪人、やや'1次額。
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SKI413 2 

1 ~I対話色士、 (IOYR3/2) 粘土~地JlJ士、炭化物(づけ混入、間賞。

2 褐色土(10YR4/6) 粘土、地111こu多)浪人、 [;'ilt'[。

3 泉¥r日色土 (10YR2/3) 粘土~シルト、やや|主Ji't。

4 11計赤色上 (IOYR3/4) 粘二上~シルト、焼:仁(中)・地ILt二u中)混入、やや附段、

5 赤色土 (IOYR4/6) 粘二1>シルト、焼ーu多)i.比入、防1'1"[0.
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i 明演褐色二1:( 1 OYR6/8) シルト~砂、地LLJ二un入、やや軟賞。

2 にぶv'，黄桜色土(lOYR6/3) シルト~砂、:tl!lILt土混入、中だ丘0

3 潟灰色ゴゴ IOYR4/1) 砂、11l!LLJ:I:ifL入、11次質。

4 にぶい徒桜色二!こ(10YR6/3) 砂、地山土ig入、やや軟質。
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第4章調査の記録

mX9.2mである。主軸方向はN子4
0 -wである。ピットは、大きいP8が長さ1.35mX幅0.95m、小さい

P2が長さ0.7111X幅0.65111である。

S B450(第82図)

A区南東端のNF62. N G62区、 NG63区に中心があり、地山面でP1，，-， P9まで確認しピットの配

列から掘立柱建物跡とした。 P1でSB440と切り合い、本遺構が旧い。梁行の東側が張り出し、対辺中

央にはSK408が帯在するもののピットが存在しない可能性が高い。とすればSB440と類似する。柱問

は桁行 3問×梁行 2間で、それぞれ約8.3mX約 5mである。主軸方向はN-740ωWである。ピットは、大

きいP5が長さ0.8mX幅0.7m、小さいP4が長さ0.65mX幅0.6mで、ある。

S B453(第84図、図版38-1 ) 

B区中央南東側のNJ 62.63区に中心があり、地山留でP1 ~ P 10まで確認しピットの配列から

柱建物跡とした。 P1はSD399と切り合い、本遺構の方が!日い。柱問は桁行 3間X梁行 2間で、それぞ

れ8.7mと5.4mである。主軸方向はN-13
0

-Wである。梁行は南側が狭く、全体に台形状を呈するピット

は、大きい P6が長さ0.96111X幅0.9m、小さいP2が長さ0.5111X幅0.43111である。

S B454(第84図、図版38-2) 

B区中央南側のNJ 62.63区に中心があり、地山富でP1~P ぬまで確認しピットの配列から掘立柱

建物跡とした。桁行の商罰側は、 SD399や SK425に切られ消失したピットもある。柱間は桁行4間×

梁行2間で、それぞれ約9.2mX約 5mである。主軸方向はN-50
0

-Wである。ピットは、大きいP6が長

さ0.8mX幅0.5m、小さいP9が径0.5mで、ある。

S B 459 (第83函)

B区中央北東側のN174区、 NJ 75・76区に中心があり、地山面でP1，，-， P14まで確認しピットの配

列から掘立柱建物跡とした。桁行 3間×梁行2間の建物の、桁行側にそれぞれ l間四方の建物が1つず

つ取り付いた形態である。 3問X2潤の建物は商西側に迫り出した不整の長方形で、取り付いた建物も

矩形を成す。前者の大きさは9.4111X6. 6mである。主軸方向はN-38
0

-Wである。ピットは、大きい P1 

が長さ0.65n1X幅0.57111、小さいP10が長さ0.5mX幅0.4mである。

4 井戸

S E465(第85図、図版43 卜 2) 

C区南東地区のOK83区にあり、地山面で確認した。大きな楕円形の黒褐色土の広がりに、小規模な

黒色土の楕円形プランが重複するように検出された。平面形は上端が不整の楕円形で、底部及び底から

O. 4--0. 45m上位の段で、は隅丸長方形状を呈する O規模は、長さ3.35mX椙2.45m、深さ1.7mである。底

面は長さ1.3mX幅1.1m、その上では長さ1.35mX幅1.6mである。壁は底部から段までが垂直で、段は

0.25"-'0. 3mのテラス状部分となっており、そこから上端まで緩やかに立ち上がる。底面の四隅には、厚

さ5mm前後の杉と思われる尖った材を差し込んでいる。西側隅には、 I隔15mm内外、厚さが1.5mm前後の板

端が出土した。湧水が激しいため常に水かきが必要であったが、そのために下部の断面が崩壊した。

5 土坑

S K04(第86図、図版39-1・2)
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第 3節平安時代の遺構と遺物
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第84国 掘立柱建物跡(5 )古代⑤SB453・454

8E465 

A 

~ー~ヘ~一一ー/ " 

-
S E465 

1 黒色土(7.5YR2/1) 地LLJJ:(微)混入、ややl盟賞。

2 11 

1 黒褐色-イ士!上-.(け7.5Y只R2ν/β2引) J地血山!け山lハこつブF口 ソク(少)川社出tυユ入、、やや困里笠

4 11音計十褐島色土(け7.5YR3ν/3引) 1丸却地ti由1111山LU~二フ 口 7 ク(多)i.混足入、i悶主羽|質G

5 Ili吉褐色J:.(7.5YR3/3) 地ILi土(1絞)混入、ややWJ質。

6 fI計局色ニi二(lOYR3/3) j也111土フ'ロック(多)混入、図:&io

7 黒褐色土(lOYR3/1) 地LLij二フPロック(多)混入、信J'llio

8 黒褐色土(7.5YR2/2) 池山二i二(多)滋入、やや11的資。

9 t品色 i二(lOYR4/6) 地山土(微)混入、やや間賞。
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第4章調査の記録

A区西端のNB61区にあり、地山部で確認し 円形で、

47m、深さ0.3n1である。

床面には凹凸がある。

S K44(第86図、図版39-3) 

して立ちよがり、西側床面は東側床面よりもO.

さ2.03InX r悟1.

でいる。東側

A区西側のMP.MQ57区にあり、地山面で確認した。平面形は隅丸方形状で、規模は長さ1.55n1X幅

1.48m、深さ0.35111である。壁は湾出して連立し、床面には細かな凹凸がある。

S K 102(第86図、図版39-4) 

A区中央やや西側のJ¥1l¥.48区にあり、地山屈で確認した。王子面形は不整形で、規模は長さ1.82mxrl冨1.

6111である。壁は南西側が緩く傾斜し、北西側は直立気味に立ち上がる。床面は中央部が最も低く、端部

はやや高くなる。

SK什 6(第86図、図版39司 5. 6 ) 

A区中央やや西側のJVIC44区にあり、地[11面で確認した。北東部と

さ之 28mXrl属工 88、 さ0.36mで、ある。

り、 :::1と東側では緩い傾斜を示す。底面は、 りが最も高い。

S K i23(第87図、図版39-7) 

A区中央やや間側のMA.JVIB44区にあり、地山面で確認した。平間形はやや不整の楕円形で、規模は

長さ1.96mX幅1.17n1、深さ0.46n1で、ある。震はやや緩く立ち上がり、底面には僅かに凹凸がある。床面

東寄りは最も高く、東西に傾斜している。

S K 124(第87図、図版39-8 ) 

A区中央やや西側のMB46区にあり、地山商で確認した。平面形はやや不整の楕円形で、規模は長さ1.

6mX幅1.13m、深さ0.23mである。壁は直立気味に立ち上がり、他はやや緩い傾斜を示す。底面はほぼ

平坦である。

S K 126(第87~、図版40-1 ) 

A区中央やや西側のJVIA46区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の稽円形で、規模は長さ3.3111

>< rl思3.15mで、ある。壁は、南東側で湾出し直立気味に立ち上がり、他は緩い傾斜を示す。底面は中央やや

西側で最も高く、中央やや南側が最も低い。円形の竪穴状遺構にすべきかもしれない。

S K 129(第88図)

A区中央やや西側の LT45匿にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.05 

111X幅0.81111である。援は直立気味に立ちよがり、底面はほぼ平坦である。

S K366(第88図、図版40-2) 

B区南東端のNE63区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.21mXr揺O.

95111である。監は、北西側で湾曲し直立気味の立ち上がり、他はi直線的に直立気味に立ち上がる。底面は

中央やや南東寄りが最も低く、凹凸が激しいo

S K367(第88図、図版40-3) 

B区南東端のN 161区にあり、地山面で確認した。新しいピットに切られている。平面形は楕円形と

され、規模は長さ推定0.8111Xr福0.64111、深さ

底面は湾曲する。

124 

45111で、ある。 し 上がり、
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A一一一一

A 30，9口1

ら1¥04 

1 1市出色 Lー(IOYR3/4i シト、地111二i二混入、ややi主il"L

2 黒褐色土(!OYR3/2J シ!l-ト、炭化物・J也LLi上混入、やや敦賀0

3 褐 色 i二(IOYR4/4) :ftld: 会Aト、池山j二泌人、やや!j次質。

4 日前詰色二仁(I0YR3/3) シルト、炭化物・j也11しl混入、軟質。

5 黒褐色土(IOYR2/3) シルト、炭化物・:llli山ゴニ混入、秋?!o

6 幻自在L土(IOYR5/8) 粘土、罰質G

7 褐色土(lOYR4/引 粘土~シルト、:llli山土混入、やや間賞。

8 黒褐色土(IOYR2/3) 粘仁~シルト、j也111仁浪人、'1次質。

9 資褐色 !-.(lOYR5/6) 粘二i、やや軟質。

SK102 

ー一一-B 

A 

S K102 

1 号渇色 'I~， (IOYR2/3) シルト~砂、焼土混入、やや軟tJL

2 f1i:t褐色ニ!二(10YR3/3) シルト~砂、炭化物・焼ニ!こ・地 LLi j:iJ~入、秋 rïo

3 f1iHil¥色[，(1 OYR3/3) シルト、炭化物・池LLiこj二J見入、やや1m針。

4 盟j巳i掲包 |上:(り10YR3幻/2幻) シ1ルLト、地Li山|ハl仁けごゴ士ト→.i)

5 亦 色 了士上1:，(υIOR4引/8幻) シル ト砂沙、J焼先t占け了ゴ土ト上'.i滋f昆t入、|い防問」古苅;司1'1"質

6 IliH詰fu二!二(IOYR3/4) シルト~砂、地山二混入、ぞや軟質。

7 1Ii}褐色ー1:，(1 OYR3/4) シルト、 j，'ijI1t。

8 j'J'tf品位 1二(10YR4/3) シルトラ、やや

9 褐 色 ーl二(IOYR4/4) シルト~砂、やや軟針。

第 3節 平安時代の遺構と遺物

SK44 

A 一一一 B 

一一一-B 

A -一一一 3J.Om 一一一巳

8 

日K44

1 Ui~千品色J守i. 10YR3/31 シ!l-ト、 itiJ，Ll J+iJ~'，入、ヤヤ i古

2 的見色 1(10日お/自 :h1j ト、 Jll! 1111 混入、 ~;I'l![c

SK116 

一一一一 B 

B 

S KI16 

1 1磁褐色 1:，(1 OYR3/4) もシルト、炭化物・焼←1:混入、ややWI?to

2 j計局色 1:，(1 OYR2/3) 1'，lj1二~シルト、炭化物・焼士混入、ややi!!}:no

_，悩褐色 1二(I OYR3/4) 1'，li J二~シルト、j出Ult混入、ややi孟i授の

4 訪日色土 (IOYR2/2) Ï'l'jJ:~ シルト、 j也 IIU'，混入、やや ijlk 'fJo

5 IIj持品色:1ゴlOYR3/3) 粘 1> シルト、炭it~却m，入、秋針。

6 褐色こ!二(10YR4/4) 粘|二、焼 lγ地ILII:混入、おl針。

? にぶL寸幻自色J:(10YR4/3) Wi L、げし1，'Jl!!l LJj~i，見入、 IHlno

第86国 ( 19)古代①SK04.44・102.116
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第 4章調査の記録

SK123 SK124 

A 一一一ー 一一一 8

A 一一 回一一一日

一一一一 B

A -一一一 29，5m 一一一 B

S K123 

1 陪褐色 1~(lOYR3/3) 粘土~シ}[/ト、炭化物・焼土混入、|材質。

Z 褐 8J:.(lOYR4/6) 粘土、地UIJ二泌入、i将'l'tu

3 褐色仁 (lOYR4/6l 粘こ仁}血111:1-.浪人、やや料;賀行 S K124 

1 U斉褐色 -I~ (1 OYR3/3) シルト、炭化物・焼←1-.'地LlI十j見入、やや悶

:'. 11古褐色土(lOYR3/4) シ!l-ト、地ILI土浪人、ややil氏支。

3 t高色二仁(lOYR4/6) h1i 上、JiliIJI:I:混入、肉質c

品
⑦

SK126 

A 一一一一 一一一時 B

A 一一一“ 29.4m 一一-8

S K126 

1 I総1情奇針f褐品色了土1:(り10YR3ν/μ4幻) シルト~砂、i地也山←土i仁:1混見入、やや軟質O

2 褐包 t(什lOYR4勾/必6ω) シル卜、焼ご土1:二.地山ご土I~二A滋1入、ややi軟!飲次質 O

3 U 

4 赤 色 土(υlOR4勾/必6ω) シルト、焼ゴ土二{混f比tυJ入¥、やや悶E質

行1

第87函土坑(20)古代②SK123・124・126
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

SK129 SK366 

A 一一一ー 一…-8 
A -一一一 一一一一 B 

A 一一一一29.6m 一一一-B 

A 一一一一 30.2m 一一一・ 8

S K129 

1 il音渇色二1:.(JOYR3/4) 粘←iこへシルト、i血LiI:J.i比入、ベJや軟1lo

:2 fIIi色土il0YR4/.:tJ 粘土」シ A r，池ILJ土混一人、やや S K366 

1 黒褐色二i二(10YR3/2) シルト、焼士.111¥入、ややi欲望:。

資信包 1(10YR8/6) も'jI、シルト、}:l'tJ'.[多j浪人、やや'iLl;質n

3 褐灰色!→ II0YR4/1) 粘土、地ILi:J二混入、やや軟Eι
4 に...;~ lt ~炭褐色!こ (10YR5/4ì 砂、やや軟g。

5 11斉褐色j'，( 1 OYR3/3) 地[[1'十混入、やや阿賀ヮ

SK367 
SI<368 

A 一一一四 一一一一 8 

A一一一一 30.7m 一-8

A 一一…四 30.3m 一一一一 B 

S K367 

1 褐色上(10YR2/3) 粘上~シルト、 j也山土混入、やや軟~r。

2 黒褐色ニ!こ(lOYR2/3) 粘土~シルト、池山土(多)混入、やや|苅賞。

3 黒褐色土(10YR2/3) 粘土~シルト、J也山二i二(少)/見入、やや|翠賞。

4 黒掲色土(10YR2/2) 粘土~シルト、地LLJ=l二(少)混入、軟質。

5 渇灰色二|二(10YR4/1) 紡土~シルト、地ILiニヒ(多)混入。

6 D('/IH品g，j二(10YR4/2) 粘土~シルト、地111ニヒ(多)混入、伊1:1-'1'0

7 黒色土(10YR2/J) 粘土、シルト、地LLi土(少)混入、やや11次:Rfo
8 黒色土(10YR2/J) 粘土~シルト、軟質。

S K368 

1 黒褐色士一(JOYR3/2) も'd-，~シルト、焼土炭化物混入、やや軟賞。

2 灰黄禍色+仁(lOYR4/2) 占土、地 IlLUl~入、閲覧。

SK373 

A 一一一-8

A -一一-30.9m 一一一一巳

-E7 
S K373 

1 11青褐色上(10YR3/3) i'，'j二!こ~シルト、地Lil土(多)混入、やや岡氏。

2 黒 褐 色 U10YR3/2) シルト， JiliILJj~ (中)iH.入、やや秋flo

3 ~I~ 褐色土(lOYR3/2) 1'，'iJこ~シルト、地LLJ土(多)混入、やや軟fyfO

4 褐色土(10YR4/6) ~'，~j二、地 LLJ土(多)混入、間質。

5 泉街色 jニ(lOYR2/3) シルト、焼土(i紋)・炭化物(少)・地iJ1U少)混入、秋f20
6 褐色ニ!二(10YR3/l) シルト、il!i:no

7 I天武裕色 I二(10YR4/2) 粘シルト、J也IlJJ:(多)混入、やや軟'&io
町1

第88図土坑(21)古代③SK129・366"-'368・373

門
J
S

Q
L
 

寸

1
4



第4卒調査の記録

S K368(第88図、図版40-4) 

B区南東端のNJ 59区にあり、地山言語で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.3mX幅1.14n1で

ある。壁はやや緩く立ち上がる。底面には凹凸があり南側が最も低い。

S K372(第65図)

B区南東端のNH60.61区にあり、地山部で確認した。北側がS1362と重複し、本遺構が新しい。平面

形は隅丸方形状で、規模は一辺約0.92m、深さ0.45mである。壁は湾曲して立ちよがり、底部は中央部が

り上がる。

S K373(第88図)

B区南東端のN159区にあり、地

揺0.92n1、深さ0.39rn'である。

S K3i6(第8色弱、図版40-5 .6) 

B区南東端のNG.NH63区にあり、地山面で確認した。

した。平面形は方形状の不整形で、規模は長さ0.99mX

し、 ち上がる。底面は東側が最も低い。

64m、深さO.25n1 (最深部)である。断面は西側の壁が段を形成し、

にほぼ平坦で、中央やや東寄りが緩く窪んでいる。

S K378(第89図、図版40司 7.8) 

B区南東端のN162区にあり、地山面で確認した。北側と南東側が、新しいピットに切られている。

L

ち

面形は不整の楕円形で、規模は長さ2.64n1Xrl重工9n1、深さ0.26mである。壁は南側が直立気味に立ち上

がり、この他は緩い傾斜を示す。底面は凹凸が著しい。

S K379(第89図)

B区南東端のNG63区にあり、地山商で確認した。平面形は不整形で、規模は長さ0.77mX幅O.

深さ0.2111である。壁は湾曲して緩く立ち上がり、底面も湾曲する o

S K383(第89図、図版41-1 . 2 ) 

B区中央のNL72区にあり、地山富で確認した。 SK489と重複し、本遺構が新しい。平面形は不整形

で、規模は長さ1.52mX幅1.12m、深さ0.36mである。壁は北西側で緩く立ち上がり、南側では湾曲して

るの

S K386(第90図、図版41町 5) 

B区南東端のNC. ND631Lにあり、地山面で確認した。 SK387と重複し本遺構が新しい。平面形は

不整形で、規模は長さ1.5111 X幅1.33m、深さ0.25n1である。壁は南側で緩く立ち上がり、北側ではやや

緩い傾斜を示す。底面は中央が最も深く、北西側は段階的に高くなる。

S K387(第90図、図版41-5) 

B区南端のND63区にあり、地山面で確認した。 SK386と重複し本遺構が!日い。平面形は隅丸正方形

状で、規模は長さ約1.41m、深さ0.17mである。援は誼立気味

S K388(第90図、図版41司 3.4)

B区中央やや北側のNL.NM76区にあり、地山面で確認した。 SK389と重援し本遺構が旧い。

上がり、底面には凹凸がある。

形は不整形で、規模は推定長さ1.6mX幅1.43m、深さ0.3mである。壁は西側が直立気味に立ち上がり、

東側ではやや緩く傾斜する。底市には凹凸がある。

S K389(第90図、図版414、48)
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一一 B

11¥ V // 
S K378 

I IIff赤色ごl二(IOYR3/6) シルト、焼土・炭化物・池111土混入、[，'，I:I'[。

2 褐色二i也(IOYR3/2) シ}"/. ，'f.de土炭化物・地111ご|二侃人、やや11';j氏。

3 日一掲色ニ!こ(10YR3/2) シルト、地 111土混入、ややjlV~í4í o

4 11青梅色 l'(10YR3/3) シルト，Jlhllr+混入、ややli'iI質 η

5 品位一i二(10YR4/6) 1'，5J:， J色IIU:混入、ヤヤ秋

b 褐灰色こ|二¥10YR4/1) シルト、地山土jiEノ人、ややI!';I'Hυ

7 Il計島色上(10YR3/3) シJ"ト、地Ur土混入、やや民主lc
¥斗¥ ヌミf 02C 5 

8 黒褐色土(IOYR3/2) 粘土~シルト、ベコや軟賞。 一，'" 
9 JW掲~上( IOYR312) シ;"トJ白山 l'混入、やや牧民三

10 rl¥il火色 LtIOYR4/1) òl'ii-I ヘシ)~ト、 j也Llr 了I~ 混入、ヤヤ!!L{~ 賞。
u 

A 31.8111 υ 一一一-B 

7 

SK376 

A 一一一司

A 30.7m 

S K376 

1 陪褐色こ1:(IOYR3/3) 粘土~シルト、ち!と:t.(少)・炭化物・地111土混入、[占1't'L
2 褐灰色|二(IOYR4/1) シルト、地111上混入、やや軟質。

3 褐灰色 UIOYIと5/1) *，5::1二、地Li l:ljj~入、やや 1;i;jUo

6骨 SK383 

SK489 

A 一一一ー

A 31.9m 

第 3節 平安時代の遺構と遺物

。

SK378 

一一一一 B 
SK379 

A 一一一 四一一一日

一一一目 B 

A -一一-30.7m 一一一一 B

~ 

S K37LJ 

1 褐色←iニ(IOYR3/2) シルト、l!l!IIU二混入、やや図質。

2 r品位一L(IOYR4/6) *，1; 仁~シルト、 J也 LLJ こUJ~入、やや lílli 授。

一一-B

S K383 

1 褐色 1:(10YR3/1) シルト、炭化物 .l!l!illl二iJt入、l羽針。

tis灰色 UIOYR4/1) Wd> シルト、 i出 ILI:UJ~ 入、 'jií;1Jl 。

3 11]":補色ニ!こ(IOYR3/3J Wi二!こ~シルト、焼jニ混入、ややIj'TIT!o

4 Al~褐色二!二 (IOYR2/2) シルト、回 l~.o

一一一 B

。

第89国土坑(22)古代④SK376・378・379・383
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第 4章調査の記録

⑨
 

SK387 
SK386 

A 一一-

O
I
l
t
s
 

SK388 

S K386 

l 架橋色土(I0YR3/2) I'，ljjニ~シルト、炭化物(少).)也IkJ二(少)混入、

やや秋fT0
2 11計局色土(IOYR3/3) 粘土、}也ILII-.(少)iH.入、やや軟質0

3 褐!ポ色 l二(lOYR4/1 ) '{'，Ii土、地111十一('1')混入、ややおI'fJ."

一一一.6

S K387 

I ~~掲色 -1-. (1 OYR3/2) シルト、|尚氏。

2 IljS;iJIミ色寸'.( 1 OYR3/6) Ni :1:. -シルト、焼二| 炭化物混入、やや軟質 0

3 黒褐色 1:.(IOYR3/2) 押し!こヘシルト、焼土(少)・炭化物(少)混入、

やや!I次賞。

4 褐色 1:.(IOYR4/6) 粘土、地LLij二混入、秋賞。

一一-6

。

SK390 

SK389 

A-~\YJi ))  -6  

S K388・389・390

I .'_I!J})l色土(IOYIと3/l) シJlト~砂、地111'1混入，11話

2 黒褐色 L:(1 OYR3/2) シルト、炭化物.)出Ili.L混入、やや!i次立。

3 11計局色ニヒ(IOYR3/3) シルト、やや軟質。

4 f局J天色j→ (IOYR4/1) ↓i1i二i二~シルト、JUllli:l二iえ入、やヤ出質。

5 1'})l灰色!こ(IOYR5jl) 粘土、Jlli;lj__l二{九入、iS託。 。

A 一一一-31.5111 一一一一 B 

SK391 

/τ~ 
A 一一一 一一一一 B 

S K391 

i 赤色 l二(IOR4/8) シルト、焼こ混入、同氏。

2 ~I~ 褐色 j二 (IOYR3/2) シルト、焼土地山土iJL入、やや11m0 

3 氏1計局色L:(IOYR4/2) I'九

A一一一一 31.9111 一一 6
打1

第90図土坑(23)古代⑤SK386~391 
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

B区中央やや北側のNL76区にあり、地rlr商で確認した。 SK388.390と重複し、土坑では本遺構が最

も新しい。平面形は不整の楕円形と考えられ、規模は長さ2.5mX幅1.34m、深さ0.39mである。壁は、北

東側が直立気味に立ち上がり、南西側では緩い傾斜を示す。底面の北東と南西側には、中央部が最も低

い浅く窪んだ落ち込みをもっ。

S K390(第90図、図版41-3 ) 

B区中央やや北側のNL76区にあり、地山面で確認した。 SK389と重複し本遺構が[6い。平面形は不

整の楕円形で、規模は推定長さ1.41nX推定幅1.2mである。壁は緩く立ち上がり、底面は平坦である o

S K 391 (第90図、図版41“ 6) 

B区南東端のNE58区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.271nX幅1.

16111、深さ0.2n1である。謹は東側が直立気味に立ち上がり、南西側では緩い領斜を示す。底面には緩い

出凸があり、東端の立ちよがり部分は角張っている。

S K407(第91図、図版41削 7) 

B区中央のNJ =NK71区にあり、地 した。 偶丸長方形状で、規模は長さ2.

45111 ><幅1.05n1、深さO‘36n1である。北側には、浅く緩やかな不整形の落ち込みを伴う。壁は直立気味に

上がり、底面はほぼ平坦で南側に緩く傾斜する。

S K408(第91図)

B区南東のNH63区にあり、地山面で確認した。平面形は楕円形で、規模は長さ1.29mX幅1.15m、深

さ0.4mで、ある。壁は、南側を除いて直立気味に立ち上がり、底面は中央部で最も低い。

S K409(第91図、図版41-8 ) 

B区南東のNH63区にあり、地山面で確認した。平面形はやや不整の楕円形で、規模は長さ1.47mX 

幅0.97m、深さ0.26mである。壁は、北西側を除いて緩く立ち上がる。底面は東壁際が最も低く、西側に

向かつて徐々に角度を増す。

S K411 (第91図、図版42-1 ) 

B区中央のNJ 69.70区にあり、地山面で確認した。平面形は隅丸の平行四辺形状で、規模は長さ2.46

m><r揺1.02m、深さ0.7rnである。壁は直立気味に立ち上がり、底面は中央部が最も低い。底面には凹凸

がある。規模は、長さ2.46mX幅1.021n、深さ0.7mである。

S K414(第91図、図版42-2) 

A.B区の境ND.NE58区にあり、地山閣で確認した。平面形は不整の楕丹形で、規模は長さ1.48m

xrj届1.31m、深さ0.22n1である。壁は北東側が直立気味に立ち上がり、南西側は緩い傾斜を示す。

S K415(第92図、図版42-3) 

B区南東端のNH59区にあり、地山面で確認した。 SK416と重複し本遺跡が新しい。平面形はやや不

整の楕円形で、規模は長さ1.06mX幅1m、深さ0.29mと0.51m(最深部)である。援は直立気味に立ち

がり、底面は平坦な東側から最も低い西側に傾く。

S K416(第92図、図版423) 

B区南東端のNG.NH59区にあり、地山面で確認した。 SK415と重複し本遺構が[6い。平面形は不

整の楕円形で、規模は長さが1n1X稿0.9111、深さ0.161Tlで、ある。壁はやや緩く立ち上がり、底面には凹凸

があり中央部が最も低い。

1
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第4章調査の記銭

SK407 尾監 SK408 

A 一一一一 一一-B 

A-一一一 一叫-B

A 32.0m 一一-B

A 一一一一 31.6m 一一 B

S K407 

1 黒褐色←i:.(IOYR3/2) シ)~ト~砂、炭化物・士山 ILJI二混入、やや欽賞。

2 ~，ì).r自色j~(IOYR3/1 ) シJ!ノト、 1";11"[心

3 色 !:fIOYR2/1) 会 Jl-ト、やや軟質。

4 t~灰色上 (10YR4/1) 'Wi上ヘシ n ~ ，:ttll山士混入、ややliil!~:t 0 

.5 1'&11;1ミ色←i二(IOYR5/1) Wi 1ーへシ J"ト、J'J!UI'j'iJt入、ヤベ>li1ij笥に

SK409 

A一一一 一一一 B

A一一一-31.6m 一一一一 B 

父三三w-
S K409 

1 渇!天色 1:.(10YR4/J) シルト、池山一l二(少)1見入、やや]1次110
::: r話灰色 i二(10YR:li1) シ}~ト、地 1 Li:Lilt入、il¥!:賞。

3 子高灰色l(IOYR4/1I 粘土~シルト、イt物・地LLJ!:混入、やや]1段才一

4 褐色|二(IOYR4/6) I'!'j!:-シルト、J出III:UJE入、i司i!{。

SK414 

A 一一日

A 一一一一30.4m B 

A 一一

A 一一一一 32.0m

S K414 

S K411 

S K40X 

i 黒掲色 !:(IOYR3/山 手Jl-ト、炭化物・池山土混入、ややi主It'L

2 黒褐色二!こ (10YR2/3) 粘土~シルト、lllilll土混入、料、

.'色 I~ ( 1 OYR2/1 ) 手)l-ト、治山土混入、料、

o~t&\ 色 1'. ( 1 OYR3/3) 'h!d~ ~手}"ト、地 111 了I~.i見人、似、官

SK411 

一一一時 B

一一一一 B

1 !;I;!，褐色太(lOYR3/l) シルト、焼ゴニ混入、やや図質。

2 Ilfj褐(!!.:J二(lOYR3/4) 粘土~シルト、炭化物混入、 l!iiJr!f。

1 黒褐色土(IOYR3/2) 粘!こ~シルト、炭化物.:tllillJ j~ilt入、やや rl!Ilt4{η

2 ~\H局 (!!.j: (IOYR3/2) 粘土~シルト、焼 1:.'JiliIJ'"I:ils入、やや秋1'[0
3 褐@. U IOYR4/6) *，Ij十、地IIU-.iJt入、やや軟賞。

。 1m 

第91図 (24)古代⑥SK407~409.411.414 
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

S K417(第92図、図版42-4) 

B区南東端のN161.62区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.54mX 

幅1.3m、深さ0.31TIである。断面は、南北の壁が湾曲して立ち上がり、底面にはやや凹凸がある。

K424(第92図、図版425) 

B区南東端のNJ 58区にあり、地山面で確認した。平面形は不整の楕円形で、規模は長さ1.2mX幅O.

95m、深さ0.45n1である。壁は北側が直立気味に立ち上がり、南東側ではそれより緩い傾斜を示す。底面

は南東から北西にかけて傾斜する。

S K426(第92図、図版42-6 ) 

B区南東端のNG58.59区にあり、地山商で確認した。平面形は不整形で、規模は長さ1.51mX幅1.05 

m、保亘0.45n1である。南東端に方形状の落ち込みがある。壁は直立気味に立ち上がり、北東側ではrS J 

字状の形態を示す。底面には凹凸がある。

7
f
 

勺/」一
a
A
吋v

n
 

e
d
 

ー 7) 

B区南東端のN にあり、地ill屈で確認し

さO.44n1である。南側に小さな落ち込みがあり、それは床下の可能性がある。

94mX耀0.58m、

北側が湾曲し

に立ちよがり、南側では直立気味に立ち上がる。底留は僅かに湾曲する o

S K428(第93図)

B区南東端のNF58区にあり、地山面で確認した。 SD398と重複し本遺構が!日い。東側は削平されて

いる。平面形はやや不整の楕円形で、規模は長さ0.821TIX幅O.72m、深さ0.18mである。壁は、西側でや

や緩く立ち上がり、底面は西端が最も低い。

S K439(第93問、図版42-8) 

B区南東端のNF58区にあり、地山面で確認した。 SK488と重援し本遺構が新しい。平面形は不整の

楕円形で、規模は長さ2.391TIX幅0.961TI、深さ0.131TIである。援はやや緩く立ち上がり、底面はほぼ平坦

である。

S K488(第93図)

B区南東端のNF58区にあり、地山富で確認したυSK439と重揮し

円形で、規模は長さ0.99mX幅O.γ6m、深さ0.3nlである。

く傾斜する o

S K489 (第89図)

B区中央のNL72区にあり、地山函で確認した。 SK383と重複し本遺構が旧い。平面形は円形と推定

!日し io

に立ち上がり、底面は北側に緩

され、規模は誼径1.2nド深さO.18mである。壁は重立気味に立ち上がり、底面には緩い凹凸がある。

6 性格不明遺構

S X393 (第93図、図版43-3) 

B区中央部のNL68区にあり、暗褐色土で確認した。ほぼ完全形の餐が、暗褐色土の中で横倒しの状

態で出土した。掘り込み面は不明であるが、褐色土や瀬移層がすぐ下

土の下限が掘り込み底面になる可能性がある。

る。このことから、暗褐色

円

ο
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第4章調査の記録

。 。
SK424 

A-一一ー 一一一一 B 
A -一一一 一一一一 B 

SK415 SK416 

A -一一一 30.6m B 

ιJ 仁J

A 一一一-30.9m 一-B

S 1¥:424 

1 黒褐色二仁(IOYR3/2) 粘土 3 シルト、焼ニL(少)・炭化物 ("1_1) 地山上(<lJ)iJ~人、やや|封賞。

S K415 ¥}Jf 22立掲包土(IOYR3/2) 粘土へ手!l-ト、J也111土(少)混入、ややffil賞。

l 旦王子高色土 (10YR3/2) 粘土、シルト、地LLd.(少)ilI入、やや111賞。 3 1天ril渇色土(lOYIミ4/2) 紘一i二、j血LLiJ二(多)混入、やや軟質。

l1it t!J!J色 iて(10YR3/お粘 L---シ}cト、 JIQIIJ1-(/j...)混入、やや阿f有

3 11白褐色一上 (10YIミ3/3) 地山 1-.(少)混入、やや軟路。

4 黒筒色一]-.( 10YR3/2) シルト、j也Ul-]-_(少Ii.見入、やや悶質。

5 筒 色 ]..(10YR3/2) h1j-] 九シ il.. ト、 tlliIJI-]-.( 少 )ülo 入、やや ]'~I'ば C

6 黒色一!て110YR2/1) 'hlj+~ シルト、地 111-1て(少)混入、軟質c

7 }火故褐色二i二(lOYR4/1) 粘土、地 1L1:I二(多)浪人、ややlW~~ro

8 黒褐色ゴ二(IOYR3/2) シルト、地1LU二('I")混入。

9 黒褐色二iニ(10YR2/2) シルト、池山二!ニ(少)混入、秋演。

S 1¥:416 

1 1者燈 色土(10YR8/8) î'，lj~1二~シルト、焼::1二混入、やや|白!質。

2 黒 褐 色 土 (10YR3/2) 粘土~シルト、地LLi土(少)!見入、やや軟質。

3 黒褐色ニヒ110YR2/3) 粘土~シルト、地L[J j二(少)混入、ややが:~l1f 0 

4 I*-黄褐色二|二(IOYR4/2) 粘土、地LL1土(多)混入、やや軟質。

@ 8K417 

4 照褐色 1-( 1 OYR2/3 i 粘[---シ J[， ト、ややi初、

官 SK426 

A 一一一一

A一一一ー 一一一-B 

ー一一一 8 

A-……ω30.9m 一一一一 B 

A -一一-31.6m 一一一喝 B 

おZ百L
S 1¥:426 

1 黒潟色二UI0YR3/2) WU-.-シルト、地LLi土(少)混入、やや11i11'{o

2 褐色土(10YR4/6) 粘土、j也111"1二(多)混入、!i'i]'l'f。
3 褐灰色 l二(10YR4/l) 1'r'd~~ シルト、 j也 LLJJ二(多)混入、やや ml'?Jo

4 ~~H品位 ~j-_ (1 OYR3/2) 1'r!i二1-.-シルト、j也LLJ:L(少);11¥入、!欽質。

5 11計局色 U 1 OYR3/4) 1'，lj I~ ~シルト、地 1J !I二(多)混入、やや悶 í~o

6 ~1~禍色 UI0YR2/3) Wd~~ シルト、 lIi! I11J.(rl');Jj\入、中止質。

7 十日色土(10YR2/3) もシルト、軟質。

S K417 

1 黒褐色ゴ_(10YR3/2) 粘土~シルト、j也LLJ-[こ(少)i1E入、やや軟質。

2 浅黄桜色ニi二(1 OYR8/3) î'，ld~ ~シルト点目二混入、やや軟質。

3 黒褐色土(lOYR2/3) 粘土~シルト、やや軟質。

4 灰黄禍色土(10YR4/2) 粘 i二、地山土(少)混入、ややWI賞。

5 た掲色二上(IOYR3/2) おIjj二~シルト、地L[J:L(少)混入、秋賞。

m 

第92図 土 坑(25)古代⑦SK415'"'-'417・424.426
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

SK427 SK428 

A -{9 -B 
A一一一一 一一一時 8

A-一一-30.9m --B 

A 一一一-30.9m 一一一一 B 

一万三三テ¥一

S K427 

1 占I~掲色二|二(I 0YR3/2) 粘jヘシルト、地111二|二(少 )1.凡人、やや|主i質。

2 褐灰色j二 (lOYR4/1J シルト、 J也Jl I 二|二(多Ìi見入、やや l羽 t~ ，"

3 議褐色!二f.]OYR2/お 仁~シルト、地LLU二uノづ ilU、、ベJや杉言。

4 褐色二!こ(lOYR4/6) 粘土、池山二!こ(多)混入、軟質。

5 ~~tl\\色 I:Î10YR3/2) 1.'，1; 1-一~シルト、地IIIU少)混入、軟質。

b 褐灰色←L:(IOYR4/1) Wi二!こ、tililJI二i二(多ii見入、やャ軟質υ

7 黒褐色土(lOYR2/3) 粘土~シルト、地ILJニヒ(少!i見入、jl攻

S K428 

1 褐色 1.i lOYR3/ヨi 紘一シJ[.:句、地111ゴニ討入、Iljl'i'L

2 掲灰色二L!IOYR4/1) 1'，占土1 シ!vト、i也はJ:l二(多)!n入、図220

骨
SK439 

A 一一一-B 

A一一一 31.9m 一一一-B 

町1

SX393 SX393 

A --32.4m B A 32.4m 一一ー- B 

4壬ヨョ
S X393 

1 111作品色二i二(lOYR3/4) シルト~砂、やや秋賞。

2 t局色二|二(lOYR4/ヰ) シルト~砂、池山Jニ混入、やや軟質。

3 褐色一l:(1 OYR4/4) シルト~砂、地11仁t混入、やや笛I'fL
4 11斉摘色二j~(IOYR3/4) シルト -(i沙、軟質。

第93臨 土坑(26)古代③SK427・428.439、性格不明遺構(1)S X393 
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第 4章調査の記録

第 4節中世

l 郭

S H490(付図)

すでに、館の上館の第N郭として知られている部分である。舘の上館は成合台地の南端部が、空堀に

よって第 I郭から第N郭まで確認されており、第N郭はそのうち最も北にある。範留は、 SD491より

側の平坦な部分で、東西約50n1X南北約20n1の北にやや張り出す弓成り状の地形である。

2 空堀

S D 171 (付区])

S D172と並行し、その西側に佐寵する。規模は、最大幅約3.5mX基底!幅約O.5~ 1. 5m、深さ 2m前後

で、長さは約15mで、ある。形状はほぼ同じi揺で直線的であるが、南側でやや西側へ向かう。底面は、中央

部より南北両方向に鎮斜する。

S D 172 (付図)

S D171と並行し、その東側に位置する。規模は、最大幅約4.5m 基底幅約O.8~ 1. 51五、深さ約 2m前

後で、長さは約18mで、ある。形状は中央の僅か南側で少し括れ、ほぼ直線的に延びる。底面は、中央部よ

り南北両方向に傾斜する。

S8460 

。
ロP12

行1

第94図擁立柱建物跡(6) SB460 
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第 5節時代不明遺構

1 掘立柱建物跡

S B460(第94図、図版38 3) 

A区東端のKA.KB.KC37区などにあり、地山面でP1 "-' P 12まで確認し配列から掘立柱建物跡

とした。柱間は桁行 3問×梁行 2間で、それぞれ7.52111と4.52111である。桁行は中央の間が最も長く、他

の2つが共に長い。主軸方向はN-89
0

司 Wである。ピットは、大きなP9が長さ1.9mX幅1.8111、小さなp

lが長さO.9111X幅O.γmである。

2 土坑

S K 127(第95図、図版52-1 ) 

A区中央部のNIA46区にあり、地山面で確認した。 SK128と重複し、本遺構の方が!日い。平面形は不

円形で、規模は推定長さ1.25n1 X r幅1m、深さO.18mで、ある。 ミ段を形成して立ち上がり、底

面には丸みがある。

S K 128(第95図、図版52-1 ) 

A区中央部のMA46区にあり、地山面で確認した。 SK127と重複し、本遺構の方が新しい。平面形は

不整形で、規模は長さO.95111X幅O.9m、深さO.4mである。壁は西側が緩く立ち上がり、東側は段を形成

している。底面はほぼ平坦である。

S K222(第95図)

A区中央やや東側のLH37区にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。規模は、大きさが1.

67n1、深さO.4mである。壁は、片側が直立気味に立ち上がり、反対側は内傾して立ち上がる。底面は、中

央部が 5mm程の深さで窪んでいる。

S K265(第95図、図版52国 2) 

A区中央やや東側のLD33区にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。フラスコ状土坑と

えられる。規模は、大きさが1.2111、深さO.87mで、ある ο壁は、上端から深さ約O.4mのところより

はほぼ垂直に立ち上がり、下方では膨らんでいる。底面は片側に緩く傾く。

S K374(付図)

B区中央やや南側のNM64区にあり、地山面で確認した。平@断面図とも紛失している。

S K375(付図)

B区中央やや南側のN065区にあり、地山面で確認した。平 e断面図とも紛失している。

S K384(第95図、図版52-3) 

日区中央やや東側のNK74.7512互にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。規模は、大きさ

が1.8111、深さ0.25111で、ある。断面は壁の両側が緩く立ち上がり、底面も緩く丸みをもっ。

S K405(第95図)

B区中央やや東側のNJ 76区にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。規模は、大きさがO.

75111、深さ1.2n1で、ある。断面は、援の片側が直立気味

ぼ平坦である。
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上がり、反対側は緩い傾斜を示す。底面はほ



第4章調査の記録

SK128 

A一一一

SK222 

A 29.3m 一一一-B 

B 

A -ー一一 29.5m 一一一色

S K222 

i 賛褐色こ仁(10YR5/4) シルト~砂、iJt1凶却・地ILJ二!こ混入、ややl!ik!f[。

2 者褐色ニUIOYR5/6) 粘土~シルト、炭化物.}也J] IJ~ij~ 入、おl 'ff。

3 褐色土(10YR4/4J シルト、 j也山土混入、やや!lv~ 資。

4 '1古橋色二上(10YR5/4) シルト。l也111土混入、やや秋11["
5 者福色ご!二(10YR5/6) '{'，~ニ!こ、 lÙl ILJ 二!こ iJtノ人、。

2 黒褐色一UIOYR2/JJ ↓，Id.~ シルト、やや]1次質。

3 !i音褐色 iイ IOYR3/3) シ)vト、やや'I皮質

4 褐色土(lOYR4/4) おliI:~シルト、 j也 LLJ.I.混入、やや|付

S 1¥.128 

1 I1計局色:上(IOYR3/3) 1，"， 1..-砂、炭化物混入、敦賀L

2 n汚褐f立-r.(lOYR3/，I) 1'~j_l- シ !L ト、地 1I1 ←1-.混入、ややが:質 C

3 11奇?品色二l:(lOYR3/4) 'h1i +. ~シルト、池山土{比入、やや [~!il 1"[ c 

4 日計品色ニヒ(1OYR3/3) j，liJ:-シ)[ト、地iJlJ:i.tl:人、やや秋

5 黒褐色土(IOYR2/3) 仙←ト~シルト、句!と土・!也111こi二混入、やや軟買っ

6 褐色土(10YR4/6) シルト、地山土混入、ややおl質。

7 褐色ニ!こ(10YR4/4) 粘土~シルト、地111ご!こ悦入、ややj吉In。

SK384 

A 一一一 一一一-B 

SK265 

A一一一一 29.2m B 

A 一一一-31.7m 一一一一 B 

S 1¥265 

1 抗馬色!こ(IOYR3/1) シルト、軟賞。

2 褐色 L:(IOYR3/2) シルト、地LLJj二混入、やや!j次質。

3 11前島色土(IOYR3/4) 粘シルト、民化物・地111二卜混入、ベコや軟TI，

4 ti!l色二i二(10YR4/4) :j'~j二!こへシルト、炭化物・ JÙliJ仁i二 j見入、やや軟針。

5 褐色土(I0YR4/6) *，li:1こ~シ Jv卜、池山ニi二混入、やや!万Ii'Io
。にぶしる干詰色J二(lOYR5/3J 中市 1>シJvト、J出LLrL記入、ヤヤ訳

7 :rTb色ゴニ(10YR4/心 粘二I-~. -~シト、!えfヒ~t~{} . J色LL!ゴニi見入、やや!お質σ

S K384 

1 11計局色二|二(lOYR3/3) 粘土~シルト、地 LLJJ:.iえ入、やや1I次 í~ro

2 褐色こ!こ(10YR4/6) シルト、地111:Ul't入、ややi百l1"i。

SK405 SK406 

A --31‘6m 一一-B A 一一一一 3J.5m 一一-B

一寸ミ三三三ニプ

S 1¥405 

1 灰災褐sニヒ (JOYR4/2) シルト~砂、炭化物・地山土混入、やや軟1t[u
2 褐 色=1:.(10YR4/6) 粘土~シルト、池山 i二iJI'.入、ややj.';I'D。

S K406 

I I1]J資褐色上(IOYR6/日) シJvト~砂、焼こ!二混入、11次質。

2 にふ:v \ll~tH子色二UJOYR7/4) i'，ii:[二~シルト、j也IJI:1:iJ'Io入、 I}';I'['{。

3 に.-;~ v寸i'ti景色士(IOYR7/3) 1'tIjj二~シ Jvト、地LLJ:Iこ混入、やや秋賞。

SK425 

8 

第95図土坑(27)古代⑨SK127・128.222・384・406.425
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第 5節 時 代 不 明 遺 構

S K406(第95図)

B区中央やや東側のNJ 76.77区にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。規模は、大きさ

が1.05111、深さ1.7mである。壁は霞立気味に立ち上がる。底面は中央部が大きく盛り上がり、両側とも

丸みをもっ。 2つの遺構が重複している可能性がある。

S K425(第95図、図版52-4) 

B区中央やや南側のN065.66区にあり、地山商で確認した。 SD410とSD492が切り込んでいる。平

面図は紛失している。規模は、大きさが3.25m、深さ0.55mである。援は西側が直立気味に立ち上がり、

東側では強い段を形成する。底面は、中央部に小さな落ち込みを認めるものの、ほぼ平明である。

S K467(第96図、図版52-5) 

CEの南区南端のOK76区にあり、地山富で確認した。 SD466.470と切り合い、半面で本選撞が!日い

と判断した。覆土は両溝のものである。平密形は路円形で、規模は長さ2.15m><幅軸1.7m、深さ0.3111で

ある。壁は湾曲して立ち上がるが、底面は不明である。

3 焼土遺構

S N474(第96図、図版52-8) 

C区の北区東側のPQl16区杭中心にあり、地山面で確認した。平面形は不整形で、規模は長さO.25m

X幅0.2m、深さO.lmである。壁はやや強く湾曲し、底面はほぼ平坦である。覆土上位には、やや希薄な

焼土が堆積している。

4 溝

S D 17(第97図、図版54-1・2) 

A区のMM64区から OD68区にかけて、東西方向へほぼ直線的に延びている。地山面で確認した。現

状の長さは約124.8mで、 A“Bはi幅0.5m、深さ0.16m、C-Dは幅O.42m、深さO.16mである 0

S D18(第97図、図版53-1 ，54 -3・4)

A区のME44区からJ¥1T65区にかけてあり、南東 m 北西方向へほぼ直線的に延びる。 SD17に連結し、

地山面で確認した。現状の長さは約106.6mで、 A-Bは幅0.19m、深さO.16m、C-Dは幅0.32m、深さO.

19m、E Fは幅O.36m、深さ0.29111、G-Hは幅0.32111、深さO.25m、I司 Jは幅O.35m、深さO.25m、K-

Lは幅O.44m、深さ0.38111で、ある。

S D56(付図)

A区のJ¥1:M60IRから1¥1S 56区にかけてあり、北東“南西方向へほぼ直線的に延びる。南西端は窄まっ

て消滅する。地山面で確認した。 SD64の北西端も類似するので、本来は連結して区画を形成していた

可能性がある。現状の長さは約32.2mで、ある。

S D57(付額、図版53 1) 

A区のM061区から NB54ほにかけてあり、北東山南西方向へほぼ直線的に延びる。北東側で狭くな

り消滅する。現状の長さは38.6mである o

S D58(第97図)

A区のM054区から同MS 571Rにかけて、南東 m 北西方向へほぼ直線的に延びる。MT57区にかけて

ハ日，
b

つり
イ

2
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調査の記録第 4章

B 

一一重量!

SN474 

百A -一一ー

母
一一一“ 8

SK467 

A 一一一『

焼ゴ二.tお色土混入、秋

シ!~ト、もと1.(少、川見入、秋宮口

県褐色 1'1少)混入、軟質己

ill!IILI.(中弘人、

S N4i4 

1 IV1赤褐色七 i2.5YR5/8J

2 塁色:1ゃ (iSYR2/1)

3 渇色 J:.(75YR4/4)

4 褐色Lii.5YR3/2)

一一一一 B 30.2m A 

粘土~砂、地山土混入、やや軟質。

粘土~砂、地山土混入、やや軟質。

シルト、地山土混入、やや間質。

S K467 

1 11百十島色上(lOYR3/3)

2 Il斉褐色こ1:(IOYR3/4) 

3 偶色土(IOYR4/6)

事

B 

SX479 

A 一一一周

一一一一 白

SX472 

A -一一一 31.9m

一一一 8A 一一一一30.9m

おli:1二ヘーli'歩、j也IliJこiJt入、次官[。

もli二1-.-シルト、地111上混入、やや|主I'PJo
rι 

S X472 

1 11白褐色 1:(1 OYR3/3) 

2 IlMii)色上(IOYR3/4) 

3 掲色 j二(10YR4/4)

褐色土(微)混入、Ililrtu

t+~ 色土(少)混入、田氏。

砂、褐色ニi二(I}')i見入、やや軟氏。

褐色トー(íWzJ 混入、やや軟~f。

S X 479 

1 褐色土(10YR4/6)

2 褐色-1こ(luYR4/4)

3 褐色 i二(10YR4/6)

4 偶色 lニ(10YR4/4)

打1

S X472.479 S N474、性格不明遺構(2 ) 

140-

土坑(28)古代⑩ SK467、焼土遺構第96図



第 5節時代不明遺構

8017-1 8017悶2 8018-1 

A 一一一 27.5m 一一一-B C一一-28.8m 一一一-D A-一一一 30.3m 一一一一 B 

S D17ぺ

1 1Ii"¥ 褐色t.(IOYR3/3) シルト、やや I~il 賞。

!lj<'i掲色仁(IOYR3/4) もIi上、シルト、j也ILIJ:i凡人、ペコペコ。

S D 17-2 

1 1I音褐色 H10YR3/3) シルト、やや|世i氏。

!lf~褐色 L.(IOYR3/4) 粘土ヘシ)~ト、 j血 11IU記入、ややいH'L

S D18-1 

1 1I{'f褐色土(lOYR3/4J シルト、炭化物・地1111-.混入、やや間賞。

8018-2 8018-3 8018崎4

C 一一一一30.4m 一一-D E -一司 30.4m 代
}

30.5日1 H 

~ 
S D 18-3 

1 日計自主L土¥lOYR3/4J シルトヒ物・!色ILJ土混入、やや

2 Ilij褐色J-.(10YRJμ) シ J~ ト~妙、 lilllliJ.iJ1:入、やや Ij~l'gη

t己う υ 18但2

1 1焔li的倍A奇計寸f褐島色 i仁:(けlOYR31刈4心) シjルLト、j炭え化物 j地也似i山Li一JjJ見1入、ややi作怖削1訂吋t司1):釘

2 11 

.3 r掲再 包 1-.♂(け10YR'1/バ4) 'fl粘，古占 ヒ~シ}凡Lι.)ト、、討芝t1化ヒ物.地!山)1けゴ土二j混旦;入L九、、やベやコl防隠苫洩i質質十οウ

S D 18-4 

I IIg:禍色 l.(10YR3/斗) シルト、民化物'fl1!1Li)-.混入、やや問t1u
2 IIj:Y褐色土(IOYR3/4) シルト~百台、 j也 LU←仁 il~入、やや 181 í'r u

3 褐色 I'.I10YR4/4) 粘土~シ)~ト、炭化物・地 I11 ←!こ混入、やや n';lt~L

8018匂5 S018-6 S058イ

l 一一一-30.6m 一一一 J K -一一一 30.8m 一一一一 L A --31.0m B 

で三ア一一

S D 18-5 

1 11百十gg"L(10YR3/4) シ)~ト、炭化物・:i1l! 1111 混入、やや i苅 '[!l ハ

1 11計自色仁川OYR3/4) シルト~砂、地 LII 上混入、やや I ，~I 賞。

3 褐色 i二(IOYR4/4) 粘土~シルト、炭化物・地山土混入、やや防IfL

S D58-1 

1 11計局色了1-.( 1 OYR3/4) シ)~トヘ li，!;，地 LLi j二混入、やや軟110

2 褐色土(10YR4/4) シルト、地IkU1E入、ややWI段。

S D18叩6

1 11前島包/'.(1 OYR3/4) シルト、炭化物・地111:1二混入、やや間氏。

2 11斉褐色 I~ (10YR3/4) シルト~砂、JI1!111. t-.il~ 入、ややJj1il 'ëln

3 褐色 J:(lOYR4/6) Wi上~シルト、炭化物・l也山 i二混入、ややml質。

8058-2 8059ぺ 8059-2 

C一一一 31.0m 日一一一 D A -一一一 31.0m D 

Uブー-

S D59-2 

SD58-2 1 lIi!f掲色上(10YR3/3) シルト、地IL!J:混入、ややIi'il'elo
I 11針品色ごiニ(IOYR3/4) シルト~砂、地111土iJ1':.入、やや秋賞。 SD59-1 

2 揚色土(IOYR4/4) シ)~ト、 JI1! IJIこ!二混入、やや間賞。 111fT掲色:L:(IOYR3/3) シルト、地IIJjjn入、ややli'iI1)1"

第97霞 ;蕎状遺構(1) S D 17. 18.58.59 

-141一



第4章調査の記録

緩く湾曲する。地山部で確認した。西端はSD63と るが、5j1j遺構と判断される。現状の長さは約24

111で、 A-Bは幅0.23111、深さ0.09111、C-Dは幅0.311n、深さO.llrnである。

S D59(第97悶)

A区のM054区からMQ571Rにかけてあり、南東側北西方向へほぼ直線的に延びる。地山面で確認し

た。現状の長さは約15.81nで、 A-Bは幅0.36m、深さ0.181n、C-Dは幅0.311n、深さ0.31mで、ある。

S D60(付図)

A区のMM61区からMQ61区にかけてあり、東商方向へほぼ直線的に延びる。地山面で確認した。現

状の長さは約17mである。

S D61 (付図)

A区の1¥1N66区から B区のNA67区にかけてあり、東西方向へほぽ直線的に延びる。地山鹿で確認し

た。現状の長さは約29.8111である 0

S D62(第98図)

A区のN1N64区から MQ63区にかけてあり、北東 m 南西へほぼ直線的に延びる。北東端は SD

結し南西端は消滅する。地山首iで確認した。現状の長さは約12.4111で、 A “ B は~.雇0.24n1、深さ 0.08n1で

ある。

S D63(第98図)

A区のMT58区から B区のNB54区にかけてあり、北東ー南西方向へほぼ直線的に延びる。一部が途

切れる。地山面で確認した。現状の長さは約1l.4111で、 A-Bは幅0.21m、深さ0.08mである。

S D64(イ寸図)

A区のMQ50区からMS54区にかけてあり、南東ー北西方向へほぼ直線的に延びる。北西端は窄まっ

て消滅する。地山面で確認した。 SD56の南西端も類似するので、本来は連結して区画を形成していた

可能性がある。現状の長さは約20.6mである。

S D65(付図)

A区のMQ60区から1v1R59[2互にかけてあり、北東ー南西方向へやや湾曲して延びる。両端は消滅する。

地山富で確認、した。現状の長さは約4.51Eで、ある。

S D 101 (イ寸図)

A区のMK57区からMM54区にかけてあり、北東"南西方向へ直線的に延びる。両端は消滅する。地山

面で確認した。現状の長さは約14.6mである。

S D 102(イ寸関)

A区のMK57区からMN55区にかけてあり、北東開南西方向へ直線的に延び、る。途中が途切れ、両端も

消滅している。地山面で確認した。現状の長さは約1l.6mである。

S D110(第98図)

A区のLJ 41区から LL37区にかけてあり、北東 m 南西方向へ直線的に延びる。地山面で確認した。現

状の長さは約19.4111で、 A司 Bは幅0.57m、深さ0.25mで、ある。

S D111(第98図)

A区のLK40[玄から LM38区にかけてあり、北東“南西方向へ直線的に延びる。地山面で確認した。北

東側は SD110と連結し、同溝を共用している可能性がある。現状の長さは約121nで、 A-BはI揺が0.4m、

川
恒



第 5節時代不明遺構

S062 S063 SD110 

A --30.0111 一一-8 A 一一-31.0m 一一一- 8 A一一一 29.3m 8 

ヤ↓
S 063 

1 11音褐色 i二(IOYR3/4) シルト~砂、i也山 1→_i11入、ややjl次'(!(。

2 褐色j-_(IOYR4/4) W， 1-_ ~シルト、 j也 LLI_ L: iJt 入、やや lili]t'[。

S D62 

1 ng:褐eL:(1 OYR3/3) シルト-_(i'J;、やや軟質。

2 'o'tll¥¥色J:(IOYR5/8) 粘シルト、 j忠 ILIJ:i}~入、やや秋氏。

S 0110 

1 11音褐色 lニ(10YR3/3) シルト~砂、やや11次氏。

2 t品色ニ1:_(1 OYR4/4) シルト~砂、i也IljUJj¥_入、ややI占1tJto 

S0111 S0112ぺ S0112同2

白ノA
 

門口
。

S 0111 

1 il計月色 1(10YR3!3i シJt"ト~砂、やマl!次官、

2 褐0. J-.(IOYR4/4) シルト ~ÌÎ'J; 、地 111 二1-.混入、やや Wl'j/し

S 0112-1 

1 Ilir褐色J-.(IOYR3/4) シルト、 i;~ 化物.tili.L1IJ:浪人、やや軟 !l4

2 均色 J:(lOYR4/o) シルト~妙、J也1I1上dtJ人、ベペJ凶

s古Dl12-2

1 11 

2 r掲品色ご土I~一 (υ10YRミ~4引/6ω) シルト~砂、JUlLIJ士i混I比Lυ}入¥.，、ベやつや悶E質[0

S0112-3 S0118-1 

m
 

Q
ノrr】 一一 F A -一一-29.6m 一一一周 B

80112田4

G 29.2m 一一一-H 

S 0118-1 

1 lI~f褐色一 I~ (1 OYRJ/4) シルトヘ 1沙、やや!iJ!;質心

2 褐色ごし(IOYR4/6) シルト~砂、池山土iJt入、やや同質。
S 0112-3 

1 fI[f褐色こ!:iIOYR3/4) シルト、炭化物・1白山;仁混入、軟質。

S D112-4 

j 治色 L(iO'{R3;斗/

2 t見色 !IIOYIミ4/ら)

し !-!I7'1手

ンルド、五て司王1'3也 IIU二iITJ、、ヘ'γγへ

!l ト-@、 i也III:-;JI:人。ーやーヮli1il'ft-

80117 
80118-2 

A 一一-2R.9rl1 一一一一 8 C 一一一-29.6n1 D 

『、、、ト一一 一一一司一一一一一一ーー一一一一一一一一一“一一一一一一一一一一一一

'¥. "'-- 1 

" ~ ，/" ¥ 2 "--、、

S DI17 

1 11f[褐色 1'_(IOYR3/4) シルト~砂、池山 Uft入、や千秋賞。

2 i計品位 1:( 1 OYR5/6) 1'，1， J:、JUlIJll-.混入、ややI，'il'n。

3 褐色 I:(IOYR斗/4) シルト~砂、炭化物・地ILJI二i見入、ややil!!;針。

S 0118-2 

1 II[H~~ 色.!:(IOYR3/4) シルト~砂、やや秋校。

2 r品色 1:(IOYR4/6) シ)~トヘ li'歩、 J Úl lll:I-_混入、やや WI Z'l o

3 褐色J:(IOYR4/6) 粘土~シルト、地1I1二1:混入、やや1¥1，11'[.，

第98~ヨ (2) S D62.63.110~112.117.118 

143 



第主

さがO.lmである O

竹山第銘密)

A区の LL42区から L

西側は、 S 109を切り

にかけてあり、 した0

C D いる。 さ

さO.

さな

51rn、深さO.12n1である。ハ
リ 15日1，E Fはi福O.

3(付図〉

A LP らLS41区にかけてあり、 -
駒
山

I
T
J
 

し

西側は SDl15と る。 さ る。

けであり、

している 21nである。

にかけてあり、 1Ld-J t十L干 .0 S る。

"2 ユてd 8n-lである。

にかけてあり、 る。J¥1E と1¥1F 

し S K150.153. り いる。 さ 4 

る。

にか

した。 SK154を切り込んでいる。

O.65m、深さO.29mである 0

3む132(付図)

あり、南東-北西方向へ緩く湾出しながら延びる。地

さは約60.8mで、 -Bはrl属。.491五、深さ0.171在、 C叩 D

λ IvI F らNIG51区にか あり、 る。 る。地i心

1" iら づ玄 7rnである c

S 013ヰ(イ寸図)

一三r
( 
) 

あり、

9 111で、ある c

。SDと して

いろ

lv1K48区からIvIL 

し

にかA 

S 0331 (付図)

A区のKD41区からK

まで南北方向へ延び、 K

さは約30mで、ある。

S 0398(第99図、図版54同 5) 

B区のND53区から C区のOF87区にかけてあり、僅かに湾曲するもののほぼ直線的に延びる。地山

田で確認した。現状の長さは約149.9mで、 -Bは幅O“87m、深さO.241TI、C句 Dは幅O.79m、深さO.15m、

E“ Fはi揺O.74m、深さO.17m、G-Hは幅0.89111、深さO白 24m、1-JはI揺O.7m、深さ0.25111、K Lはi福O.

にかけてあり、東西方向へ直線的に延びる。そし

はさらに南北方向へ延びている。地山

出して、 K

した。

8rTI、深さO.26m、M-Nは幅0.771口、深さO.2rTI、O叩 Pは幅が1.02m、深さO.12rTIである。
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第 5節時代不明遺構

S0398-1 S0398之

A 一一一 28.7m B C 28.9111 一一一司 。

S D398-1 
S D398同2

1 lIi}f局B:Iこ(10YR3/3) シルトヘ砂、やや軟賞。

2 Hib (::>. J: (10YR4/斗) シルト~砂、地IliL.i比人、ペコペコ矧段。

1 IIj}fあ色土(10YR3/3) シルト~砂、やや11次氏。

2 r~ 色1-.( 10YR4/4) シルト-ii'J;、JUlIJI!-iJt入、わや[";J'l'[。

S0398-3 SD398四4

E -一一-28.2m 一一一-F G 一一一 2ザ]111 一一一-H 

ら])398斗

1 II ì'it~ 色 1'.(JOYR3/3) シルト~的、やや'11た変。

?品 iミイ二 ilOYIミヰμj 二I(ト¥砂、 JUlIII.:Iこiえ入、ヤヤ[，';1'[;'1。
D3リ8-3

J jii:け見色上(JOYR3/31 シ1，ト-_ii');、ャベ1卒

2 褐色土 (10YR4/4i シルト-(沙、地ill.J:ift入、やや|潤

SD398-5 S0398“6 

!一一一-29.2m …一一 J K 32.1m 一一一"し

S D398-5 S D398-6 

1 n~:f褐色L( IOYR3/3) シ1，トヘ砂、ゃくっ駄目。 I lIiH!¥¥色 J.(10YR3!3)シ j[，_ ト¥砂、十

2 褐色 J.(IOYR4/4) シルト -ii-J;、地ILI.U見入、やや 鼠色 1.(10YR4/4J シルト '-IJ手、地ILir'ilt人、ぞや[;1;1氏。

S0398・7 S0398・8

M -一一-31.2111 トJ 0 一一一一 30.9m 一一一-p 

\くに~

S ])398-7 S D398-8 

I 11計局色トー(IOYR3/3) シルト~砂、ペコペコ 1 II;~ 褐色L!lUYR3/3) シルト~砂、やや秋1't。

2 i同色十一(IOYR4/4) シルトヘ{沙、 J Ùl II Jj二 (r~入、ーマベコ jバ ft 。 2 褐色l.(IOYR4/4) シルト ~i沙、 JÚll1 I!:iJL入、やや[，'，1'[1[，

(3) S D398 
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80399-1 80399-5 

8
 

28.om ー一一一 J 

30399-3 

29.6m 一一一 F

S D399-1 

1 ilfJr詰(0.L¥ i OYR3/3) シルト ---ii:J，;、やや牧民。

:'. r品 上(10YR4/-lJ シルト~砂、j山LI.!jJf_入、やや]，'il氏。

1 llt~~t~ 色 -j-_(!OYR3/3) シ}!， l、 1;'歩、やや11次氏。

2 褐色 1:(10YR4/ヰ) シルト~砂、地Ili'l:汎入、ややI-I!llrr。

S D399-3 

1 IIj'i褐色一1:(10YR3/3) シルト~砂、やや秋11T。

褐(0.j:(10YR4/4) シルト~/ゆ、 J I1! II [jこ ifi入、やや j;li]'f!し

30399-2 30399-6 

C一一-3り.<)m 。 iく一一一-尽 hm

3D399-4 

G 一一一 2iUm H 

S lJ3りり:2

1 11;，，'褐色-1:(IOYR3/3) シルト~1i'J;、やや軟 rl 。

f白色 L: (10YR4/4) シルト~砂、地111二|二混入、やや悶22c

S lJ 398-6 

1 11白子詰(0.-]-(10YR3/3) シルト ~.{í'J;、やや軟白内

2 掲色了|→(IOYR4/4) シルト~件、JI1!LiIUJE入、ややI，'i]針。

::; 1):;りリ 4

1 !I斉褐色卜(10YR3/3) 乙)[. ト~砂、ベコや!り

3D408イ 8D408-2 

A 一一一-30.2m 一一一 B C 一一-30.0m 一一一-D 

S D408-1 

1 II~H詰色 U IOYR3/3) シルト~砂、やや'/iJ:1Jl，
2 褐色!二(IOYR4/4) シルト~砂、地iJI.LiJE入、やや[Bl伎の

5わ408-2

! 日夜治色 IOYR3/3) シ}~，ト~砂、やや秋

2 r詰色…トー(10YI<.4/4) シルト --/i'久JI1!ILU二社-L入、やや]，I，m

3D410イ 3D410-2 3D410-3 

A --31.5m 一一一-B C 一一一-30.5m D E 一一-30.1m 

S D410-1 

1 11計局色二1:(1 OYR3/3) シルトヘ砂、やや秋賞。

2 r&¥色トー(10YI<.4/4) シルト~砂、地IIIJ:iJt入、やや]，'jJ'e10

S D410-2 

1 lIii掲色:J-.(10YR3/3) シルト~砂、やや軟

t易色←i二(10YR4/4) シルト ~I沙、地 11 1. 1 :in入、やや Im t'l 。

S D410-3 

1 IIff褐色一!こ(10YR3/3) シルト ~Ij歩、やや '1次官{リ

2 r自立~ 1: (10YI<.4/4) シルト -li1;、 JtlJ ll iLjJ~ ノ\、やベコ]，l，I 'tT。

00臨 (4) S D399.408.410 
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第 5節 時 代 不 明 遺 構

6 ) 

らNK62区にかけてあり、南東-北西方向へ直線的に延びる。そして直角に屈曲し

て、 NG67区まで南西飾北東へ延びる。地山商で確認した。現状の長さは約55.6mで、 A Bはrl高0.71111、

ハ
U
M

G
U
 

勺
1
u

hν 
門

v
d

さ0.18m、C Dは幅0.58m、深さ0.31111、E Fは幅0.45111、深さ0.16m、G即 日はi憾0.47m、深さ0.24

111， 1 -Jは中高0.35111、読をさ0.3111，K -L は ~i高O.

却 8(第100図)

BlRのOC83区から C区のoJ 76区にかけて直線的に延び、後に直角気味に屈曲し、さらに C区のO

P例区まで直線的に延びる。そして直角気味に屈曲し、 OJ ままで直線的に延びる。現状では大きな

「コJの字状を呈する。 A-Bはl福0.95n1、深さ0.26m、C Dは幅1.02m、深さ0.16mである。

さ0.21n1である。

B区のNL 玄から C区のPG105区にかけてあり、緩く蛇行しながら

S D408に切られる。ちはIP&;O.38rl1、深さO.12111、C回 Dは幅O.

さ O~ 24ITIでるる。

る。地山

さ0.18rn、E山 F

Dヰ 2

5区のN068区から NR64区にかけてあり、北東尚南西方向へ車線的に延びる。北東側は SD1 

結する。地出頭で確認した。現状の長さが約20.4111で、 A-Bは幅0.84m、深さ0.24mである。

S D434(第101図)

B区のN068区から NP78区にかけてあり、南北方向へ直線的に延びる。南側は SD17に連結し、北

端は消滅する。地山面で確認した。現状の長さが約42mで、 A-Bは幅0.28111、深さ0.8m、C Dは幅0.35

m、深さO.16m、E-Fは中高0.4m、深さ0.21mである。

S D462(付図、図版54ア)

C区の南区中央、やや北側のOL89区から OM89区にかけてあり、北東-南西方向へ護線的に延び、る。

南端がj自滅する。現状の長さは約0.98mである。

S D463(付図)

rrマ刀it3ヨIマイレ1811刀、iD口
、~I.é-ょ νノ I~Iゴド二L 、 ~iw 1只~Vノ1... ..LJ 

;三 D r 1ハ氏iてア 1ザム¥1斗 勺 戸 太 lペ イレ百二干叩百年主主主Tイゴ『士lA 干古 y白 ohl平".4-n:ア"主主 ι!.h rf r;:;zr干
'_./ '-'よvvμ三'-~'- /-J < V J '-L1二Jソ、寸しにこi け-J?i又ノ.)IHJ- 'sIWJ屯μ:Jv，-えとと U''aJ 0 }-L!_JI--Ll jJ:ij 

で確認した。方向性から SD410と

ある。

S D464(付図)

C区の南区、北西端のPE100区から PG105区にかけてあり、 PH103区から PH1041Rにかけて直角

に屈曲する。地山面で確認し、北端は SD463を切り込む。両端が消滅する。現状の長さは25.9mである。

ると思われるが、ここでは別個に扱った。現状の長さはあmで

S D466(付図、図版54-8) 

C区の南区、中央のOP91区から OQ94区にかけてあり、僅かに湾曲している。地山商で確認した。 S

D410に切られ南端が消滅する。現状の長さは14.3mである。

S D468(付図)

C区の南区、南東端のOK76区から OL75区にかけてあり、議線的に南南西側北北東方向へ延び、る。地

山面で確認した。 SK467を切り込んで SD408と連続するが、同時期かは不明である。現状の長さは4.2

mで、ある。
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S04i2 S0434-1 

A一一一欄31.6m 一一一一日 A 30.1m 一一一一 8 

\ー~ー

S 0412 

1 1I計百色 1:(IOYR3;:;) シルト~砂、やや秋

2 褐色 1:(IOYR4/4) シルト~砂、111¥1111二jj-i入、ややliiil賞。

S0434司2 S0434-3 

c -一一-30.9m 一一一一 D E一一一-30.9n1 

一¥___/ ~ 

SKP429 

A ゐ-
A 31.9m 一一-B 

n
，ι
 

つ
u

λω1 

D
Z
 

V
H
 

C
U
 

A 一一-B 

A --30.7m 一一一-B 

~ 
S K P'129 

1 悩色上(lOYR3/2) i'，'i 1. ~シルト、地1111.( 多 J/J主人、やや lil;I~'し

!.I.¥褐色了上(IOYR3/2) 粘土、地1I1こu少)出入、|舌1tJto 
3 掲!火0. j~ (10YR4/1) もシルト、:lililll二I::.OIf!J混入、秋fyf。

4 褐}ポI'.'.十一(10YR4/lJ Wd時~シルト、Jiliill二u少)i1υ、、やや秋氏。

S K 1コ432

1 .tjヨ褐色J:(IOYR3/2J 粘!こ~シ JleトJ也LLi←|二(少)混入、やや1，lilf1lo

:2掲色-1.(IOYR2/3) î'，tL~ シルト、焼J:(少) il~人、やや初、

3 褐灰色 UIOYR4/1) :i'，li上下シ JLト、地Illlこ(多)混入、i!ik質亡l

SKP480 SKP4R1 FミKP4R? SKP483 

。 。
SKP484 SKP485 SKP486 SKP487 

巳 。 。
101 ( 5) S D412.434、 ピット SK P 429.432. 480~483. 484~487 

認1
1
4
 



第 5節

(討図〉

C 北端の ら E

め

にかけてあり、

ある。

。地山面で確

さ 3111である。

B N 

ある。

らN にかけてあり、 NR 曲する。地山面で確

(付図)

A 。地 した。 4つの

.1111で、あるの

三

にかけてあり、 に北北東に 。土也山面で確認した。 SB

200と切り合い、

497(付図)

九区北西端のMN66区からlvl 尽にかけてあり、東西に

ら1と切り合うが、新IB関係は不明である。現状の長さは13.6111である。

しい。現状の長さは17rnで、ある。

。地山面で確認した。 SD

S D498(付図)

B らC NS とOJ にかけてあり、 に北西一南東へ延び、る。地山面で

し huu 
Q〕

〆し
丸町田 が、奈万!日 ある。 -:':c 

'- ある。

に
u

k

ucu 

ピット

B 
守、 γ

1 ¥.) あり、 7 
1し/ 63rl1中孟O.41TL {菜さO.45rn-Cある。

429(第101図)

B NF  にあり J也 し さO.5111X幅0.48m、深さ0.49111である。

SくPヰ80(第101図)

C区の南区、北西側の PF99区にあり、地山商で確認し

mである。

S P481 

さ0.29mX幅0.25m、深さ0.31

C区の北医、東側のPQ

ある。

S K P482(第101図)

にあり、地山面で確認した。規模は、長さ0.4111X幅0.2111、深さ0.31111で
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第 4叢調査の記録

C区の北区、東側の PQl16区にあり、地山

である。

S K P483(第101殴)

C区の北区、東側のPQl15区にあり、地山商で確認した。規模は、長さ0.28111X栢0.25111、深さ0.17m

した。規模は、長さO.38n1XI福0.33111、深さO置 21n1

である。

S K P484(第101図)

C区の南区南東側のoF87区にあり、地山商で確認した。規模は、長さ0.3111X I福0.27n1、深さ0.21111

である。

S K P485(第101図)

C区の南区南東側のOE にあり、地山富で確認し 27m 抱0.23m、深さO.l1'n

D
 

の

)

指

い

図

東

山
十
四
…

1
1よ第

一
込

駅

南

誌

の

る

p

区

太

ω
げ

抗

日

「

」

で

3

にあり、地面で確認した。規模は、長さO.34rnX [臨O“33n1、深さ0.25

111で、ある o

S K P487(第101図)

C区の宿区、南東側のOD85医にあり、地山面で確認した。規模は、長さ0.32mXI揺0.3m、深さ0.26111

である。

6 性格不明遺構

S X472(第96図、図版52-6) 

C区の北区、中央やや東側のQAl17区にあり、地山面で確認した。平面図は紛失している。平面形は

円形で、規模は大きさが0.881五、深さ0.2n1で、ある。壁は緩く立ちよがり、底面は中央部が部分的

に窪む。

S X479(第96図、図版52-7 ) 

C区の北区、西端のQLl18区にあり、地山面で確認した。平面形は不整形で、規模は大きさが0.75111

XO.5m、深さ0.2111で、ある。|新聞は壁が直立気味に立ち上がり、底面は大きく凹凸がある。

6節 時代不明の遺構外出土遺物

1 石製品(第102図)

6点の砥石が出土した。厚みのあるもの (S52.S53. S54)と薄いもの(S 55. S 56. S 57)があり、殆ど

が表裏面以外の側面も利用している。 S57は上国を利用している。

2 土製品(第103図)

11点の土錘が出土した。上下端部が平坦な紡錘形が殆どで、227の俵形も見られる。227については、破

いており、当初から用途が違うかもしれない。表面にもナデの痕跡が明瞭である。すべ

て硬質で、219.220.224.225は赤褐色、221は暗灰色、他は黄褐色を呈する。

〈ハ
U

に
U

4iよ



LJ 

「(二

擦り面

S53 

5.1crn X 4.3crn 90.1g 

:第6節 時代不明の遺構外出土遺物

縦 9.3cmX最大11I富5.1cm 重量 191.7g

S52 

フ

ru:.t:" 

;::U.) 

6.2crn X 6.1 cm 74.1 g 

02国

114 

「
へ
リ

寸

'z'

亡二コ

S57 

8.7crn x 6.5clll 155g 

(6) S 52~ S 57 

S54 

6.9cm >< 5.5cm 133.7g 

S56 

6.5cm X 5.3crn 82.4g 
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1節舘の上遺跡から出土し 遺物に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科

(株)ズコーシャ総合科学研究所

男

宏

益

正
野

田

中

長
子寛マ了矧

エ中

動植物 している 生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪@油脂)

がある。これらの し

中にすんでいる微生物によるし ど
¥ 

どの物理的作用を受けて崩壊

していくこれまで

古…刊の

いと考えられてき

誌のトウモロコシ種子( )、約 5千年前のハーゼルナッツ種子(3人に残存する脂肪の脂肪酸は安定し

た状態に保持されてるのがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年@万年と

を経過しでも変化しないで遺存することが判明した(4)。

、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによっ

、単純脂質およ

であり、その種類、

し
し一

に大5りされる。これらの脂質を構成している主要なクラス(種)が脂肪酸

ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐ延びた飽和型

をもっ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の

というように、動植物の種ごとに間有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、

動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステローんというよ

フi郵植物に間有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している

ウア 可伊 L i-ラ L づ目 仁コ

匂」 ζ一人 ホソに、 iご
》ヴて之

¥_ し/
匂←
モど

ある。

このような出土遺構@遺物に残存する脂肪を分析する を

ムム出 1-- ...:えに 7
レ d、、ノ乙レ

1 

秋田県山本郡八竜町に所在する館のよ遺跡から出土した土坑、土器棺、護、住居社内の土壌資料を分

した。土坑 K220.S K221. S K227. S K235~ S K237. S K239~ S K243. S K245~ S K248. S K 

251~ S K258砂 SK261 ~ S K263. S K266. S K268. S K270~ S K272. S K274~ S K277. S K279. S 

K280. S K282~ S K288は綿文時代晩期終末から後続期にかけてのもの、土坑 SK289. S K290. S K 

323~ S K327. S K329臨 SK334，，--S K340. S K343. S K346. S K348. S K407. S K411. S K388~ S 

K390. S K366. S K426. S K427. S K424. S K383と土器棺 SR 188. S R 190. S R 192. S R 193. S R 

195~ S R 199. S R298. S R300~ S R303. S R309. S R311. S R313、護 SX393.住居吐S1 377. S 1 

ものと、それぞれ推定されている。
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第 5章 白然科学的分析

2 残存脂肪の揺出

土壌試料182"-614gに3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1 )混液を加え、超音波浴槽中で、30分

間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を漉過後、残漬に再度クロロホルムーメタノ-)J_"混液を加え、

び、30分間超音波処理をする。この操作をさらに 2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶

媒に 1%塩化バリウムを全抽出溶媒の 4分の l容量加え、クロロホルム層と水槽に分配し、下層のクロ

ロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。残存脂肪の抽出量を表 7-1~7-5 に示す。抽

0009% ~O. 1401%、平均0.0139%であった。この平均抽出率の値は全国各地の遺跡から出土し

土器等の試料の平均抽出率O.0010% ~O. 0100%よりも若干高いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂肪から構成されていた。こ

のうち遊離脂紡援が最も多く、次いでグリセロールと脂肪援の結合したト I)アシルクマ 1)セロール(ト 1)

J) セ Jj ド)、ステロールエステルミスチロー)~の JII震に多く、微量の長鎖炭化水素も存在してい

3 

とトリアシグリセ口-}J_"に 5%メタノ

し、メタ J-}~分解によって生成した脂肪酸メチルエステル

ルムで分解し、さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルイとしてから、

)~ -酢酸(80:30:1 )またはヘキサンーエーテル (85: 展開溶媒とするケイ酸

ブィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した(5 )。

残存脂肪の脂紡援組成を図104 1 ~ 104-21に示す。残存脂肪からぬ種類の脂肪酸を検出した。このう

ちパルミチン酸(C16: 0 )、ステアリン酸(C18: 0 )、オレイン酸(C18: 1 )、 ljレール酸(C18: 1 )、アラ

口口
、
内
パ
/

+セ

クロマトグラ

キジン酸(C20:0)、エイコサモノエン酸(C20:1 )、ベヘン酸(C22:0)， 1)グノセリン酸(C24:0)の

8種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィ一一質量分析により同定した。各試料中での単素数18までの

中級脂肪酸の脂肪酸組成パターンを見ると、殆どの試料中で主要な脂肪酸はオレイン酸で、次いでパル

ミチン酸、ステアリン般の)11員であった。試料No.21NO.56. NO.126 • NO.128 • NO.129 .到0.133.NO.135. NO.146~ No. 

149. NO.151 NO.162. NO.181. NO.185"'-No.189. NO.19. NO.195. NO.196. NO.198"'-No.201で

、[[7-)、勺で、ート l"A、，il拾 っニユτ7J J、./i1li7.t刀、 IIIi'ミヲ1-，¥ ;:士、 1 e' I十 yマJl ミニc.、./ii除J-てト 1〆 J 、
グ'"V.{ ¥，_ /...j V 〆仁i叉、_...../，;_ノノ ノ J 仁氏 V ノ 1'1只 N 司、 u v. "iC}.，/ 1ノド「ノ J 仁txl..ーノ-J V 1 

布していた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、

リノール援といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸が生成するためで、主とし

う腐植物から来ていると推定される。オレイシ畿の分布割合の高いものとしては、動物性

脂肪と様物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、茎、種子に多く分布しているが、動物脂肪

の方が分布割合が高い。ステアリン酸は動物体脂肪や捕物の根に比較的多く分布している。 1)ノール酸

として植物種子。葉に多く分布する。

高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経紐織、血液、日台盤に特徴的にみられる炭素数20以上のア

ラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計含有率が試料NO.130.No. 

134.到0.174.NO.190.到0.192.NO.194で10%以下であった他は、すべての試料中で約11~約44% であった。

常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸の高級脂肪酸 3つ

4~10%であるから、試料NO.130.NO.134. NO.174. NO.190・NO.192.NO.194中で、の高級脂肪酸含有量は通常の遺

跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。他のすべての試料中での高級脂肪酸含有率はやや高めから
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に高いものまでがあった。また、土坑内から複数点数の試料を採取しているが、この試料採取方法

る限りは、特に高級脂肪酸含有量が多い地点の方位に規員Ij性があるということはなかった。試料採

取地点が土坑の両端ばかりではなく、中心部からも採取して数を増やしていけば規則性が出るのかも

しれない。高級脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特

殊な部分が含まれている場合と、植物の種子@葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分とし

まれている場合とがある。

以上、舘のよ遺跡の土坑SK240の試料No.21、SK257のNo.56、SK335の到0.126、SK336のNo.l28.No.129、

S K338のNo.133、SK339の百0.135、SK389のNo.l81、住居社 S1377の到0.185"-'No.187、土坑 SK366のNo.

188. No.189、SK426のNo.191、SK427のNO.195、住居主tS 1 365のNo.196.NO.198、土坑 SK424の百0.199，，-，No. 

201、 SR  S R190のNo.149、SR S R303のNo.162で

レイン援であることがわかっ

S K411の恥174、S1'(366のNO.l初、 S只

NO.194でのアラ

(/) 

S K427の

リグノセリシ酸の高級脂肪酸 3つ

ての試料中での めか に多

つ

4 残存脂肪のステロール組織

残存脂肪のステロールをヘキサン エチルエーテル 酢酸(80:30:1 )を展開溶媒とするケイ

クロマトグラフィーで分離亭精製後、ピリジンー無水酢酸(1 : 1 )を窒素気流下で反応させてアセテー

ト誘導体にしてから、もう一度同じ展開溶媒で精製し、ガスクロマトグラフィーにより分析した。残存

脂肪の主なステロール組成を図105四 1.~ 105 叩 13に示す。残存脂肪から20.~23種類のステロールを検出

した。このうちコプロスタノール、コレステロール、エルゴステ口ール、カンペステローバヘスチグマス

ロール、シトステロールなど 8種類のステロールをガスクロマトグラフィ一一質量分析により同定

した。

試料中のステロール組成をみると、動物由 コレステ口ーんは試料NO.122.NO.126. NO.134. NO.154に約

アへ}11Pd レしい
】斗ー 《令_，，- パ「壬さ斗!.，rr、Iγ↓" )苧 ρnノ

ソ J". し νノnJVf-ユt'l'v，---07o レ してい -.J 
、玉三 A生". 1ft尺l，r，h 中百十五才fIムι雪 I禁罪

Jill.前一一J[又iニ1'Jfd-lf!Bオ勾h捻

中にはコレステロールは 2"-'6%分布している。従って、コレステロール含有量は試料No.122.No. 

126. NO.134. NO.154でもさほど多くはなく、すべての試料中でほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並

であっ

植物由来シトステロールはすべての試料中に約14"-'50%分布していた。通常の遺跡出土土壌中には、

シトステロールは30~40%、もしくはそれ以上に分布している。従って、試料中でのシトステロール含

有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめであった。

クリ@クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、カンペステロールが試

料百0.99.NO.122で検出されず、NO.185に約13%、他のすべての試料中に10%以下分布していた。スチグマス

テローんは試料No.122で、検出されず、NO.82に約11%、NO.192に約28%、他のすべての試料中に10%以下分

布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステローんは1"-'10%分布してい

る。従って、試料中に含まれているカンペステロール、スチグマステ口ールは試料NO.185に若干多く、No.

192にかなり多い他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みでシトステロール、カンペステ

「ひに
リィ，ag
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ロール、スチグマステローjしといった植物性ステロ

腐植土並みか少なめであった。

微生物由来のエルゴステロールは検出されない試料もあったが、検出されるものにも約 3%しか分

布していなかった。これは土壌微生物の存在による結果と思われる。

日高乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプ口スタノールは、検出されない試料もあったが、

、通常の遺跡出土土壌中の植物

試料NO.50.NO.64. NO.93. NO.95. NO.102. NO.126. NO.154に約6~10%、他のすべての試料中に4%以下分布して

いた。コプロスタノールは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが、 1%程度の量は検出されるこ

とがある。また、コプロスタノールが10%以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動物種や

性別、また遺体の配置状況などが特定できる場合があるが(6)、今回は含まれていても10%以下の量で

あるため、それらの判定はできなかった。しかし、多くはないがコプロスタノー

うことは、試料中に晴乳動物の脂肪が残存していると推測できる。

に動物議徐の存存宇:720きするコレスチローんとシトステロールの什布比の指襟備は十塘で()=6 

( 7 )、土器、石器、石製品でO.8-~23. 5をとる。(8、9)試料中のコレステ口一Jlcとシトス子口一Jlcの

分布比を表 8-1 ~ 8司 5に示す。表からわかるようにミ分布比はすべての試料中でO，6以下であっか〔こ

のことは、試料中には動物遺体または動物由来の脂肪が少ないことを示唆している。izl h舘の

の試料中のすべてのステロール類の含有量は、各ステロール類が若干多めに含まれている試料や検出

されない試料もあったが、それ以外はすべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめである

しているとい

ことがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比はすべての試料中で0.6以下で、試料中に

動物遺体または動物由来の脂肪が少ないことを示唆していた。従って、脂肪酸分析で多く含まれてい

高級脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構成分由来のものも混合していると考えられる。

5 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、

にしてクラスター分析を行つ

にヒト

により を求め、この棺

口;{r(1<)¥
!t')J' ¥ 1.ム/、

と判定した秋

ど、

、出

クラスター分析を行い、各試料の類似度を調べた。あらかじめデータベースの脂肪酸組成と

れとでクラスター分析を行い、その中から類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によりパ

ターン間距離にして表したのが図1061 ~めか 4 である。

祉関係の試料を見てみると、試料No.1 No.21. NO.56が虫内裏 と共に相

所にあり、非常によく類似していた。試料NO.198はヒト

の沢遺跡の試料と共に相関行列距離O陶 1以内の所にあり、よく

墳関係の試料はヒトの骨のみを;埋葬したことに関わる片野 1

関行列距離0.2以内の所にあり、類似していた。上記の虫内 I

していた。これら以外のすべて

ヒトの骨油試料と

部材虫 と

{以してい うち 2 の試料NO.126. 封Q~8.h1~.h1~.h1~.h1~以外もすべてこれら

出
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ヒト と にあり、 試料No.126の

No. 

を見てみると、

ミる。

I遺跡の試料と

S K336のNO.128.

によく類似していた。他のすべての試料は片野 E

の所にあり、類似していた。試料NO.148も他のす

していた。

に残存する脂肪は、土坑S

S K348のNO.146.NO.147を除き、すべてヒトの

と類していること

し

?とに関わる c
J
 

S K336* S J(~-339~ ~3 る

と

してい

とも

S S S K3390 口一アスの中

ユ，

に残存する脂肪は、土器;f富SR188の試料NO.148がヒト

の試料に類似しているが、この試料百0.148を含めて、すべてヒトの脅のみ

あるものばかりであつ

したことに関わる遺跡

ミチ

したことに関わる遺跡

の試料に残存する脂肪と類似していることがわかっ

S 脂紡酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から炭素数18

のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸まで)と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジン援以上)との比を

に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪罰金との比をY軸にとり種特異性相憶を求めた。この比例配分により

2象限の原点から離れ庁イウ器に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第l象限から

2象躍の原点から離れた位震にヒトの胎盤、第 2象[患の原点から離れた{守?器に高等動物の体時H方、雪油

A

}

 心 。

から

する脂肪が分布する。

ら第4 にかけての

ら求めた相関函で尽il(}71--- -5からは土坑およ

1象限、第 2象限、第 3象限内の様々な位置に分布することがわかった。第 1象限内に分布した試料中

にはコレステロールがさほど含まれていないことから、高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な

部分の由来の脂肪だけではなく、植物体の表面に覆うワックスの構成分由来の脂肪が、第 2象限内

した試料中には高等動物の体脂肪や骨油に由来する第 3象限内に分布した試料中には植物腐植土由

来の脂肪が、それぞれ残存していることがわかった。図107ω4からは土器棺および察関係の試料は主と

して第 1象躍と第 3象限に分布することがわかった。第 1象限内に分布した試料中にはこと坑関係の試

コレステローんがさほど含まれていないことから、高等動物の血液、脳、神経組織、

な部分由来の脂肪と植物体のワックスの構成分由来の脂肪が、第 3象限に分布した試料中には植物腐

していることがわかった。

{
i
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7 総括

館の上遺跡から出土した土坑、土器棺、護、住居祉の性格を判定するために、それらの遺構、遺物内の

土壌試料の残存脂肪分析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、土坑 SK240. S K257. S K335. S K 

336. S K338. S K339. S K389. S K366. S K426. S K427. S K424、住居祉S1 377. S 1 365、土器棺S

R 188. S R 190. S R 192. S R303の試料中には主要な脂肪酸がパルミチン酸であるものがあり、他の土

坑や同じ土坑内でも採取地点の異なる試料中には主要な脂肪酸がオレイン酸であるものがあることが

わかった。また、一部の土坑内試料を除き、殆どの試料中で高級脂肪酸もやや多めか非常に多く含まれ

ていることもわかった。

脂紡酸組成の分布に基づく数理解析の結果、クラスター分析からは土坑 SK335. S K336. S K339. 

S K348の試料中に残存している脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡、の試料に残存する

脂肪と類似していたが、それら以外の試料中に残存している脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに関

わる遺跡の試料に類似しているものもあったが、全般的にはヒトの骨のみを埋葬したことに関わる

跡の試料に残存する脂肪と類似していることがわかった。種特異性格関からは、土坑およ

の試料中に残存する脂肪は第l象限から第 3象限にかけての広い範囲に分布した試料の脂肪はスチ

ロール分析の結果も考え合わすと、高等動物の鼠液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分に由来するもの

ではなく、植物体のワックスの構成分由来のものも混合していると推定できるため、高等動物の体脂肪

や骨油、植物腐植土由来の脂肪が残存していることがわかり、土器棺および護関係の試料中に残存して

いることがわかった。

残存するステロール分析の結果、試料中のすべてのステロール類の含有量は、各ステロール類が若干

多めに含まれている試料や検出されない試料もあったが、それ以外はすべて通常の遺跡出土土壌中の

植物腐植土並みか少なめであることがわかった。多くはないが、コプ口スタノールが残存している試料

中には、暗乳動物の脂肪が残存していることも推測された。しかし、コレステロールとシトステロール

の分布比はすべての試料中で0.6以下で、試料中に動物遺体または動物由来の脂肪が少ないことを示し

ていた。

以上の成績から、結の上遺跡、から出土した土坑、土器桔、

た場合に残存する脂肪と類似していることがわかった。

似していた。しかし、暗乳動物特有のコプロスタノール

~ヲ 円レー円J_、 守、 、 rτ~ ，守、 恒? ーよ_ rr円三士喜二壬三 1

Q 脂肪はじ l'ω宵 ω。チモど1翌詳し/

に残存する脂肪も動物、ヒトの脂肪と

、少ない試料もあるが多くの試料中

にコプ口スタノ-)~が残存していることから、動物遺体やヒト遺体そのものが分布していた可能性も

えられる。また、同一遺構内から複数点数採取した試料についても、採取位置により脂肪酸やステ

ロールの含有量などに特別に差はなかった。今回は試料の採取方法として遺構外の対照試料がなく、ま

た、土坑内の採取位置も土坑底面の両端すぎる試料が多く、試料採取地点もさほど多くないことから、

あまり正確に遺構の性格を判定できなかった。今後試料を少なくとも 3点以上にするか、 2点の場合は

もう少し中央に近づけて、!謹位に沿って採取するなどして、採取方法を改善してみる必要がある。
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第 5章白

第107閣J 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による穫特異性指関 第107図イ 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関

第107図欄5 試料中に残存する賄肪の臨肪酸組成による種特異性相関
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2節 秋田県、館の上遺跡出土土器胎土の植物珪酸体分析

株式会社古環境研究所

1 はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸(Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯

死した後も微化石(プラント@オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は植物に

よりそれぞ、れ固有の形態的特徴を持っていることから、これを土壌中や土器の胎土中より検出してそ

の組成や量を明らかにすることで過去の植生環境の復原に役立てることができる。植物珪酸体(プラン

ト@オパ-H/)分本rrと呼ばれるこの方法は、とくに埋蔵水田跡の確認や探査において棲めて有効である。

この調査は、山本郡八竜町館の上遺跡より出土した土器について、稲作の痕跡を探る目的で植物珪酸

体分析を行ったものである。

4イ四~ 試~!&!.

分析に供し § ある。

土器番号 試料内容 土器番号 試料内容

1 S R118 12 S R299 
2 S R190外 13 S R300 
3 S R190内 14 S R301 
4 S R192 15 S R302 
5 S R193 16 S R303 
6 S R195 17 S R309 

S R196 18 S R311 
8 S R197 19 S R312 
9 S R198 20 S R313 
10 S R199 21 S R342 
11 S R298 22 NO.1500 

3 方法

植物珪酸体の抽出と 「フOラント。オパール定量分析法(藤原、 1976)Jおよび「プラント eオパー

jL土器給上分析法〈藤原、 jをもとに、次の手Ji[震で行った。

1 )土器の分割 引土器表面の研磨により異物除去 3)洗浄 4)煮沸および超音波照射により柔軟

化 5 )圧砕により土壌化 6 )試料土の絶乾(105
0

C.24時間) 7 )試料土約19を秤量、ガラスビーズ

添加(直径約40μm、約0.02g) 8〉電気炉灰化法により脱有機物処理 幻超音波により分散(300¥lV.

42KH z 10分間) 10)沈底法により微粒子(20μm以下)除去、乾燥 11)封入剤(オイキット)中に分

散プレパラート作成 12)検鏡 e計数

検鏡は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計

は、ガラスビーズ個数が4000以上(土壌試料の分析では400個程度)になるまで、行った。これはプレパ

ラート10枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 1g中の植物珪酸体個数(試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数さ

れた植物珪酸体とガラスビーズの{回数の比率を乗じて求める)に換算して示した。

4 結果

植物珪酸体分析の結果を表10に示す。
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揺ら章 自然科学的分析

検出密度(単位:XlOO臨Ig)

試rll番号 } つ 3 4 戸リ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 17 18 19 20 21 22 

分類il1o ¥ 試料 188 190外190内 192 193 195 196 197 198 199 298 299 300 301 302 303 309 311 312 313 342 1500 

イネ

キピ族(ヒエ属など)

ヨシ罵 ワ } り ワ ワ

ウシクサ族(ススキ属など) つ

タケ斑科(おもにネザサ節) つ 25 44 31 10 20 24 8 20 22 18 13 119 224 sコ 55 26 30 10 44 

推定生産量(単位 :kg/ni・cm)

イネ

(イネ籾)

キピ族(ヒエ属など)

ヨシ属 0.12 0.13 0.14 0.11 

ウシケサ族(ススキl腐など) 0.03 

タケ司王科(才うちにネ』ザ十:)-t!ii) 0.01 0.12 0.21 0.15 0.10 ().05 0.10 0.11 (l.()4 ().()り 0.10().lJ日 U.lおり U. 35 1. 08 O. 02 O. 26 O. 13 O. 15 O. 05 0.21 

につしミ つに。そ イネ いずれの試料から

ヨシ属、ウシケサ族、タ

あっ

されな

みであっかった。検出された植物珪酸体のうち

このうち、ヨ

5 所見

土器の胎土からイネの植物珪酸体が検出された場合、その要因として次のことが考えられる。すなわち、

①土器の原料である粘土中にイネの植物珪酸体が含まれていた、②土器製作の過程において人為的に

を混入させた、③土器の製作中、偶然、イネの植物珪酸体が混入した等である。

とウシク ついては非常

今回分析を行った土器については、いずれにおいてもイネの植物珪酸体は検出されなかった。このこ

とは、少なくともこれらの土器の原料(粘土)にはイネの植物珪酸体は含まれておらず、なおかつ、

の製作過程においてもイネの植物珪酸体の混入はなかったことを示している。したがって、原料とされ

(粘土)が採取された地点およびその近辺においては、稲作が行われていた可能性は考えにくい。

なお、植物珪酸体組成ならびに検出密度をそれぞれの試料について比較してみると、全体に植物珪酸

いも仏)V)、 .303の之点については、{むの試料に比ベタ
〉ぇ少

V'-

し ある。このことのみで判断するの さに欠けるものの、両試料の原料となっ 山
山

F
A
l
-
-

の土器とは異なる地点のものである可能性が考えられる。

6 まとめ

の上遺跡より出土した土器22点について植物珪酸体分析を行い、当時における稲作の可能性につい

をおこなった。その結果、いずれの土器からもイネの植物珪酸体は検出されず、今回の試料から

は稲作の痕跡は認められなかった G

藤原宏志(1976)プラント eオパール分析法の基礎的研究(1 ) 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一。考古学

と自然科学、 9: p. 15開 290

藤原宏荘、(1982)プラント@オパール分析法の基礎的研究(4)一熊本地方における縄文土器胎土に含まれるプラント eオ

パールの検出 。考古学と自然科学、 14:1] . 55“ 650 
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ち章 まとめ

l ついて

の は、 ら近世まで

る。

出した。以下、各時代毎 を概

し

検出し 3基、フラスコ状土坑l

平安時代では竪穴住居跡13軒、

l菜、弥

掘立柱建物跡

7 

のとして、

中世では郭 1カ所、 2条である。他に時代の不明なも

2某を

これらは、

Q 

する。フラスコ

はTピットを、 C[三では深い土坑を検出し

め、敢えて工高珪誌〕間帯こしし奴つ

したものが殆どである。底部に穿孔のあ

と判断される。

回である。痩せ尾根部に 1

に、その両側に集中する。その

東側の先端側に17墓、西側には 6

たし土

、
J

J

A

m

ち

刈

お

う

計

約

の

U

一

福

こ

J
L
J

む

0

1

j

た

一
一
ド
し S R197からは玉が l点、東側の SR194とSR311の2カ所からは

と混在しており、共に墓域を形成していたものと考えられ、やはり

揺れ部分の両側に纏まりがある。東側では、 SK346から石鍛 3点が、 SK282から玉 I点が出土した。

側では、 SK248から石錬 1点が、 SK247.252.255.261.325. 
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1'7' いが、中

の掘削地業で消滅したもの さオ1る。

1:) 0) 

には竃の消滅し

と隣接し

拡大することから、当

中世では郭と

てて北側のA

らB区の東側にか

ノ

る。掘立柱建物跡や土坑も、

している。これ

く建物跡が立派なこと

は比較的中心的な集落跡と

区外の南側には、

る。

したこと、集落が更に南に

される。遺物は 9世紀代が殆どである。

ら第車郭までが纏まってあり、沢を

4 の

ども出土している。

この的明確な遺構は確認できないが、肥前系の淘磁器が比較的多く出土し

には、近世以降の溝などが含まれるものと考えられる。

ると、特に遺構や遺物が集中したA区やB[亙東端は台地北側の縁辺部に当たる。そのた

り、時代不明とし
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め、その路線部南側に広がる平坦部には、弥生時代 に対応する住居跡群が想定されるし、

安時代の未調査区域に延び、る大型竪穴住居跡の存在からも、何時代の集落が連続すると考えられる。

A区西端やC区北区で検出された縄文時代の土坑は、互いに離れて台地縁辺から見つかっているが、

B医北側付近の台地縁辺にも、フラスコ状土坑の存在が期待される。また、時期が明確でなかった溝跡

は、さらに広範な配置を示し、土地の区画溝、排水溝、板塀などに関わる可能性がある。

2 弥生時代の土器について

本書の弥生時代の土器は、第4章第 2節で扱った土器埋設遺構、土坑、遺構外出土土器を指している。

これらには大型の査や繋が多く、調整がハケメ主体で文様は平行沈線文や列点文を多用するなど、遠賀

川系土器の特徴を備えた土器が主体を占めている。遠賀}f [系土器など大型製品以外の土器、浅鉢 e深鉢 e

と、小振りな土器は、弥生時代初頭の砂沢式土器の範轄と考えられる。本遺跡からは縄文娩期末葉の

も出土しており、遠賀川系土器は、全体的に砂沢式もしくはそれに併行する時期と捉えている。

遺跡からは、壷@嚢 e浅鉢 e鉢@小型の壷@小型の浅鉢の各器種が出土したが、高杯@葦 e無頚査は見つ

かっていない。本県の遠賀J[[系土器のうち、全体の器形や文様構成が摘出できる大型の蚕や護を出土し

た遺跡としては、秋田市地蔵田B遺跡や湯の沢A遺跡、若美町横長根A遺跡がある。ここでは、広口で体

部に最大径をもっ査や護(大型の遠賀川系土器とその要素をもっ大型の土器:1.2.7"'9・15.17.18.

22.24.27)を中心に、文様を主体として大雑把に纏めてみたい。

a類:全体にミガキを施し、無文である。 2や 9が該当する。

b類:地文がミガキの無文で、頚部に横位の平行沈線がある。22や 3が該当する。22は平行沈線文に

沿って列点文を施す。

c 類:地文がミガキの無文で、頚音I~ と体部に横位の平作沈線文を配し区闘帯を作る。 1 が該当する。

1は、休部の平行沈線に沿って列点文を施す。

d類:頚部と体部にある、横位の平行沈線による区調帯を、縦位の平行沈線文で更に区画する。体部

の平行沈線文より下方には、全面に縄文を施す。 5容 7.8.18が該当する。 8と18は、上下の平

行沈線文に沿って列点文を施す。

e類:体部の全面に縄文がある。 4.11.15・24が該当する。 4.11は口縁部に縄文を施す。

f類:体部の全面に縄文があり、頚部に横位の平行沈線文を施す。13.14.17.27が該当する。13と17は、

平行沈線文に沿った列点文を施す。

以上は、主に地文や縦横位の平行沈線文の在り方に注目して、分類したものである。本文では、地文が

無文の場合を精製土器(a"'c類)、地文が縄文の場合を粗製土器(e . f類)、地文が両方の特徴をもっ

場合を半精製土器(cl類)として扱った。

f[系土器の製作技法@文様要素は、ハケメ@ヘラミガキ@黒斑@沈線文@列点文など様々である。

般的には、広口の口縁部が外反し体部中央から肩部に最大径をもっ器形で、

を指す。このうち、縦位の平行沈線文による区割帯(四辺形)の形成は、西日 f[式土器の赤彩文な

どに見られる縦位区間線文などの流れを汲む重要な要素と考えている。この意味から、 a"'cl類の精

製斗三精製土器は文様の在り方から見て典型的な遠賀)[[系土器、 e. f類の粗製土器は文様ではより在

地的とも見えるが、 [[系土器の煮沸形態に通じるものと評価したい。
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